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シャ ー プ Zー80 マ イク ロコ ンピュータ は 、 マ イク ロコ ンピュータ ・ コ ン ポ ー ネ ン ト と その 開発 シス テム 、 サ 
ポー ト ・ ソ フト ウェ ア を 完備 し 、 容 易 に シス テム 設計 が で きる よう 配慮 され て いる 。Z 一 80 マ イク ロコ ン ピ ュ 
ー タ ・ コ ン ポ ー ネ ン ト を 採用 する こと に より 、 他 の 外部 論理 回 路 を 付加 し な く て も 高 性 能 の マイ クロ コン ピュ 
ー タ ・ シ ステ ム を 実現 で き 、 最 小 限 の 低 コ スト 標準 メモ リ を 用 いる だ け で その 目的 を 達成 する こと が で きる 。 

Zー80 SIO (Serial Imput プ Output) は 、 2 チャ ネル の 多 機 能 周 辺 デ バイ ス で あり 、 マ イク ロコ ンピュータ 
・ シ ステ ム に 必要 な 広範 囲 の シリ アル ・ デ ー タ 通信 の 要求 を 満足 する よう に 設計 され て いる 。 その 主 な る 機能 
は 、 直 列 一 並列 、 並 列 一 直列 変換 で ある が 、 種 々 の シリ アル ・ デ ー タ 通信 へ の 応用 に 対し て も 、 ソ フト ウェ ア 
制御 に よっ て 効果 的 に 使用 で きる 。 

Zー80 SIO は 、 非 同期 フォ ー マ ッ ト 、 同 期 型 バ イト 指向 プロ トコ ル (IBM Bisync) お よび 同期 型 ビ ッ ト 指 向 
プロ トコ ル (SDLC、HDLC) を 処理 で きる 。 

Zー80 SIO は 、 ど の よう な 同期 モー ド に 対し て も 、CRC を 生成 お よび 照合 する 能力 を も っ て いる 。 こ の デバ 
イス は 、 ま た 、 両 チャ ネル と も モデ ム 制 御 線 を も っ て いる が 、 こ れ ら の 制御 線 を 必要 と し な い 場 合 に は 、 汎 用 
の 入出 力 線 と し て 使用 する こと も で きる 。 

Z 一 80 SIO は 、 そ の 動作 周波 数 お よび 端子 信号 の 取り 出し 方 法 (ボン ディ ング ・ オ プシ ョ ン ) に より 、 以 下 
の 種類 が 用 意 さ きれ て いる 。 本 マニ ュ ア ル で Zー80 SIO ま た は SIO と 呼ぶ 場合 、 特 に 断 わ ら な いか ぎり 、 そ の 記 
述 は すべ て の 種類 に つい て 適用 され る 。 

な お 、A タイ プ は 周波 数 の 上 限 を 4MHz、B タイ プ は 周波 数 の 上 限 を 6MHz まで 保証 し た 高速 タイ プ で あり 、 
第 10 章 の 規格 の AC 特性 の 項目 以 條 は と くに A タ イプ ある い は B タイ プ と 記述 され て いる 場合 を 除き 、 同 様 
に 適用 され る 。 


(オリ ジ ナ ル 型 番 ) (シャ ー プ 型番 ) 
Zー80 SIO/0 LH0084 
Zー80 SIO/1 LH0085 
Zー80 SIO/2 LH0086 
Zー80A SIO/0 LH0084A 
Zー80A SIO/1 LH0085A 
Zー80A SIO/2 LH0086A 
Zー80B SIO/0 LH 0084B 
Zー80B SIO/1 LH 0085B 
Zー80B SIO/2 LH 0086B 


オォ オリジナル の 型番 の 0,1.2 は ボン ディ ング ・ オ プシ ョ ン を 示す 。 


1 特 長 
ON チャ ネル ・ シ リコ ン ゲ ー ト E/D MOS プロ セス 
の パッ ター ジ は ば 40 ピン JIP 
O 十 5 V の 単 一 電源 お よび 単 相 ク ロッ ク 
O 2 個 の 独立 し た 全 二 重 チ ャ ネル 
O デ ー タ 転送 速度 は 、 0 一 500K ビ ッ ト ノ 秒 (2.5MHz の 場合 ) 


0 一 800K ビ ッ ト 秒 (4.0MHz の 場合 ) 


0 一 1200K ビッ トノ 秒 (6.0MHz の 場合 ) 
O 受 信 デ ー タ ・ レ ジス タ は 4 段 バ ッ フ ァ 、 送 信 デ ー タ ・ レ ジス タ は 2 段 バ ッ フ ァ 


O 非 同期 (調歩 同期 ) モー ド 
本 コ 交 ドア キャ テラ ケ ダ 
* 1、 2。、2 ス トッ プッ ピッ トド グ デキ ャ ラク タ 
・ 偶 数 、 奇 数 パリ ティ 、 パ リティ な し 
・X 1 、※X16、X32、xX64 クロ ッ ク ・ モ ー ド 
・ ブ レー ク の 発生 と 検出 
・ パ リティ ・ エ ラー、 オ ー バ ー ラ ン ・ エ ラー、 フ レー ミン グ ・ エ ラー の 検出 
O バ イナ リ 同 期 モ ー ド 
・ 内 部 また は 外部 キャ ラク タ 同 期 
・ 別 々 の レジ スタ へ の 1 個 ま た は 2 個 の 同期 キャラ クタ の セッ ト 
・ 同 期 キ ャ ラク タ の 自動 挿入 お よび 削除 
・CRC を 生成 お よび 照合 
OHDLC ま た は IBM 一 SDLC モ ー ド 
*・ ア ボー ト ・ シ ー ケ ンス の 生成 と 検出 
・ 堆 の 自動 挿入 お よび 自動 削除 
・ フ ラグ の 自動 挿入 
・ ア ドレ ス ・ フ ィ ー ル ド の 検出 
・1 ビ ッ ト か ら 8 ビ ッ ト の キャ ラク タ を 使用 可能 
・ 受 信 メ ッ セ ー ジ の オー バー ラン か ら の 保護 
・CRC の 生成 お よび 照合 
〇 割り 込み 
・ デ ー ジ ー・ チ ェ ー ン 割り 込み 制御 回 路 の 採用 に よる 割り 込み 時 の ベク トル 送出 自動 処理 
・ 割 り 込 み ベ クト ル は プロ グラ ム 可 能 


・ 高 速 割り 込み 処理 の た め に ステ ー タ ス 情 報 に より 割り 込み ベク トル を 自動 的 に 修飾 (一 部 変更 ) 可能 


OCRC 一 16 ま た は CRC 一 CCITT の プロ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 
〇 O 両 チャ ネル の 独立 し た モデ ム 制 御 入出 力 線 
〇 モデ ム ・ ス テー タス 情報 は 読み 出し 可能 


填 5V GND CLOCK 


シリ アル ・ デ ー タ 
= チャ ネル A チャ ネル ・ ク ロッ ク 

SYNC 
WAIT/READY 

内 部 制御 

回 路 [| 靖 各 、 メ キー モデ ム あ る い は 

タス 汎用 制御 
] 6 (チャ ネル A) 

モデ ム あ る い は 
汎用 制御 


割り 込み 
制御 回 路 


シリ アル ・ デ ー タ 
チャ ネル ・ ク ロッ ク 


SYNC 
WAIT/REA 


に チャ ネル B 
割り 込み 制御 線 


図 1 Zー80 SIO ブロ ッ ク 図 


ーー の 2 一 


(DTR は Zー80 SIO/0 の み } 


D。 一 D。 


BA 


C ノ D 


CLOCK 


IORQ 


第 2 章 端子 説明 


デー タ ・ バ ス (3 ステー ト 入 出力 ) 

CPU と Z 一 80 SIO は 、 こ の バス を 使用 し て デー タ や コマ ンド を 送受 する 。 

D。 は 最 下 位 ビ ッ ト で ある 。 
チャ ネル A, B 選 択 (入力 ヾ High2 レ ベル で B チ ャ ネル を 選択 ) 

この 信号 を 使用 する こと に より CPU と Z 一 80 SIO 間 で の デー タ 転 送 期間 中 に どの 

チャ ネル が アク セス され る か を 決め る 。 
制御 また は デー タ の 選択 (入力 ヾ High 々 レベ ル で 制御 を 選択 ) 

この 信号 を 使用 する こと に より 、CPU と Z 一 80 SIO 間 で 転送 され る 情報 の 種類 を 
決め る 。CPU の Z 一 80 SIO に 対す る 書き 込み 期間 中 に この 入力 を ^ ヾ High タレ ベル に す 
る と 、 デ ー タ ・ バ ス 上 の 情報 は 選ば れ た チャ ネル に 対す る 制御 コマ ンド と 解釈 され る 。 
この 入力 を ^ ヾ Low タレ ベル に する と デー タ ・ バ ス 上 の 情報 は デー タ に な る 。 

チッ プ ・ イ ネー プル (入力 、 ア クティ ブ ^Low?) 

この 入力 を ^Low? レ ベル に する と Zー80 SIO は CPU か ら コ マン ド や デー タ を 受け 取 
り 可 能 に な る か (CPU 書き 込み サイ クル ) 、 ま た は CPU へ デー タ 送 出 可 能 と な る 。 
(CPU 読み 出し サイ クル ) 

ジス テム ・ ク RON 力 ) 

内 部 信号 同期 用 と し て 標準 の クー80 シ ステ ム ・ ク ロッ グ を 使用 する 。 上 単 相 ク ロッ ク 

マシ ン ・ サ イク ル 1 (入力 、Z 一 80 CPU か ら 供給 、 ア クティ ブ ^Low?2 

M 1 が アク ティ ブ で か つ RD が アク ティ プ ブ の 場合 、Z 一 80 CPU は メモ リ か ら 命令 
を フェ ッ チ する 。M 1 が アク ティ ブ で IORQ も アク ティ ブ の 場合 、Z 一 80 SIO は も し そ 
の ' デ バイ ス が CPU に 割り 込み 要求 を し て いる 最も 優先 順位 の 高い デバ イス で あれ ば 、 
M 1 と IORQ を 割り 込み 応答 信号 と し て 解釈 する 。 

入出 力 要求 (入力 、CPU か ら 供 給 、 ア クティ ズバ Low う ) 

CPU と Zー80 SIO 間 で コマ ンド や デー タ を 転送 する 場合 に 、IORQ は B/A、 C/D 、 
CE ぉ お よび RD と 組み 合わ せ て 使用 する 。CE、RD、 お よび IORQ が すべ て アク ティ 
ブ の 場合 、B/A で 選ば れ た チャ ネル か ら デ ー タ を CPU に 送出 する (読み 出し 動作 ) 。 
CE お よび IORQ が と も に アク ティ ブ で RD が アク ティ ブ で な い 場 合 、B/A で 選ば れる 
チャ ネル に 対し て CPU か ら デ ー タ また は 制御 情報 を 書き 込む 。 こ の 場合 、 デ ー タ お 
よび 制御 情報 の 選択 は C/D で 行 う 。 既 述 の よう に 、IORQ と M 1 が 同時 に アク ティ ブ 
の 場合 、CPU は 割り 込み 応答 サイ クル に な り 、 も し その Zー80 SIO が 割り 込み を 愛 
求 し て いる 最も 優先 順位 の 高い デバ イス で あれ ば 、 自 動 的 に 割り 込み ベク トル を デー 
タ ・ バ ス 上 に 乗せ る 。 

読み 出し サイ クル (入力 、CPU か ら 供 給 、 ア クティ ズブ ^Low?) 
RD が アク ティ ブ な ら ば メモ リ か 入出 力 デ バイ ス か ら 読 み 出し 動作 が 行わ れる 。 
RD は CPU に デー タ を 選出 する 場合 に B/A、CE、IORQ と と も に 使用 する 。. 


RESET リセ ッ ト (入力 、 ア クティ ブ ヾ Low う 

RESET を Low タレ ベル に する と レシ ー パ と トラ ンス ミッ タ は と も に ディ セー ブル 
に を な り 、 強 制 的 に TDA と T.DB を マー ク 状 態 に し 、 モ デム 制御 線 を ^High2 レ ベル に し 
て すべ て の 割り 込み を ディ セー ブル に する 。 

IEI 割り 込み イネ ー プ ブル 入力 (入力 、 ア クティ ブ ~^High2) 

割り 込み 駆動 を 行う デバ イス が 2 個 以上 ある 場合 に 、 こ の 信号 は IEO と と も に 優 
先 順位 を 決め る デー ジー・ チ ェ ー ン を 形成 する た め に 使用 する 。 こ の 信号 線 が ^High ヶ 
レベ ル に な る こと に より 、 よ り 優 先 順 位 の 高い デバ イス が CPU の 割り 込み 処理 ルー 
チン で サー ビス され て いな いこ と を 示す 。 

IEO 割り 込み イネ ー プ ブル 出力 (出力 、 ア クティ ブ `High?) 

IEO は IEI が *High 々 レベ ル で CPU が この Zー80 SIO の 割り 込み サー ビス を し て いな い 
場合 に 限り ^High2 レ ベル と な る 。 こ れ に より 、 優 先 順 位 の 高い デバ イス の 割り 込み 
処理 中 に 、 よ り 優 先 順 位 の 低い デバ イス か ら 割 り 込 み が か か る の を 妨げ る 。 

INT 割り 込み 要求 (出力 、 オー プン ・ ド レイ ン 、 ア クティ ブ ^Low? ) 

Z 一 80 SIO が 割り 込み を 要求 する と き バ Low? レ ベル に な る 。 

W/RDYA, W/RDYB ウェ イト / レ ディ A、 ウ ェ イ ト / レ ディ B 
出力 ウェ イト 機能 プロ グラ ム 時 オー プン ・ ド レイ ン 

( レデ ィ 機 能 プ ログ ラム 時 プッ シュ プル ) 

この 2 つの 目的 を も っ た 出力 は DMA コ ント ロー ラ に 対し て は レデ ィ 線 と し て プロ グ 
ラム され 、 ま た CPU と Zー80 SIO 間 の デー タ 転 送 レ ー ト を 合わ せる た め に は ウェ イ 
ト 線 と し て プロ グラ ム さ れる 。 リ セッ ト 状 態 で は オー プン ・ ド レイ ン で ある 。 

CTSA, CTSB 送信 可 (入力 、 ア クティ ブ ゞ Low? ) 

オー ト ・ イ ネー ブル に プロ グラ ム さ れ て いる 場合 、 こ の 入力 端子 を ^Low タ レベ ル 
に する と 対応 する トラ ンス ミッ タ を イネ ー ブ ル に する 。 オ ー ト ・ イ ネー ブル に プロ グラ 
ム さ れ て いな い 場 合 、 こ の 入力 端子 は 汎用 入力 端子 に プロ グラ ム で きる 。 ど ちら の 
入力 も シュ ミッ ト ・ ト リガ 回 路 で バッ ファ され て いる の で 立ち 上 が り の 遅い 入力 に 
対し て も 対処 で きる 。Zー80 SIO は この 入力 端子 の パル ス を 検出 し 、 入 力 信号 が ど 
ちら の 論理 レベ ル に 変化 し て も CPU に 対し て 割り 込み を 発生 する 。 シ ュ ミ ッ ト ・ ト 
リガ に よる 入力 回 路 の 採用 は 特定 の 雑音 レベ ル 余 裕 を 保証 する も の で は な い 。 


DCDA, DCDB デー タ ・ キ ャ リア ・ デ ィ テ クト (入力 、 ア クティ ブ ヾ Low? ) 
この 信号 は レシ ー バ を 動作 可能 に で きる 点 以 外 は 前 述 の CTS と 同じ で ある 。 
R:DA, R:DB 受信 デー タ (入力 、 ア クティ ブ *High?”) 
TDA, T.DB 送信 デー タ (出力 、 ア クティ ブ ヾ HighZ ) 
R.:CA, Rx:CB 受信 クロ ッ ク (入力 ) 


非同期 モー ド で は 、 受 信 ク ロッ ク は デー タ 転 送 レ ー ト の 1 、16、32、64 倍 の いずれ 
か に プロ グラ ム で きる 。 受 信 デ ー タ は RxC の 立ち 上 が り で サン プル され る 。 次項 ボ 
ン デ ィング 選択 参照 。 


TxCA, TxCB 


RTSA, RTSB 


DTRA, DTRB 


SYNCA, SYNCB 


ボン ディ ング 選択 


送信 クロ ッ ク (大 カカ ) 
非同期 モー ド で は 、 送 信 ク ロッ ク は デー タ 転 送 レ ー ト の 1 、16、 32、 64 倍 の いずれ 
か に プロ グラ ム で きる 。 受信 クロ ッ ク と 送信 クロ ッ ク の 倍率 は 同じ で な けれ ば な ら 
な い 。TxC と RxC 入 力 は シュ ミッ ト ・ ト リガ 回 路 に より バッ ファ され て いる の で 立 
ち 上 が り 、 立 ち 下 が り 時 間 の 遅い 要求 に も 対処 で きる (雑音 余裕 に 対し て は 規定 し 
て いな い )。TxD は TxC の 立ち 下がり エッ ジ で 変化 する 。 次 項 ボ ン デ ィング 選択 参照 。 
送信 要求 (出力 アク ティ ブ ヾ Low? ) 
RTS ビ ッ ト が セッ ト さ れる と RTS 出 力 は Low ッ レベ ル に な る 。RTS ビ ッ ト が リモ セッ 
ト さ れる と 、 非 同期 モー ド で は RTS 出 力 は トラ ンス ミッ タ が 空 に な っ た あと に ヾ High? 
レベ ル に な る が 、 同 期 モ ー ド で は RTS ビ ッ ト の 状態 に 完全 に 追従 する 。 両 端子 と も 
汎用 の 出力 端子 と し て 使用 で きる 。 
デー タタ ー ミ ナル *・ レ ディ (出力 、 ア クティ デバ Loew? ) 
これ ら の 出力 端子 は DTR ビ ッ ト に プロ グラ ム さ れ た 状態 に 追従 する 。 用 出力 端 
子 と し て 、 プ ログ ラム で きる 。 次 項 ボ ン デ ィング 選択 参照 。 
同期 (入出 力 、 ア クティ ブ ヾ Low? ) 
これ ら の 端子 は 入力 と し て も 出力 と し て も 動作 可能 で ある 。 非 同期 受信 モー ド で は 、 
これ ら は CTS や DCD と 同じ よう な 入力 端子 と な る 。 こ の モー ド で は 、SYNC 入 力 線 
の 論理 変化 に よっ て RR0 中 の シン ク / ハ ント ・ ス テー タス ・ ビ ッ ト に 影響 を 与え る 。 
外部 同期 モー ド で も これ ら の 信号 線 は 入力 と し て 動作 する 。 外 部 同期 が 成立 する と 、 
同期 キャ ラク タ の 最後 の ビッ ト を 受信 する た め に 使用 され た RxC の 立ち 上 が り エ ッ 
ジ 後 、 2 番目 の RxC の 立ち 上 が り エ ッ ジ に お いて SYNC を ヾ Low タ レベ ル に し な けれ 
ば な ら な い 。 す な わ ち 、 同 期 パ ター ン 検 出 後 、 外 部 回 路 で は 受信 クロ ッ ク を 完全 に 
2 サイ クル 待っ て か ら SYNC 入 力 を 駆動 し を な けれ ば な ら な い 。 一 度 SYNC を 強制 的 
に Low タ レベ ル に する と 、CPU が 外部 同期 回 路 に 同期 が 失わ れ て し まっ た か 、 ま た は 
新しい メッ セー ジ の 転送 が まさ に 開始 され よう と し て いる こと を 通知 する まで 、 ヾ Low? 
レベ ル に 保つ 方 が 望ま し い 。 外 部 同期 モー ド で は SYNC の 立ち 下がり エッ ジ の 直前 
の R:C の 立ち 上 が り エ ッ ジ か ら キ ャ ラク タ の アセ ンプ ブル が 始ま る 。 
内 部 同期 モー ド (モノ シン ク 、 お よび バイ シン ク ) で は 、 こ れ ら の 敵 子 は 出力 と 
し て 動作 し 、 同 期 キ ャ ラク タ を 認識 し て いる 受信 クロ ッ ク (RxC) サ イク ル の 一 部 の 
期間 アク ティ ブ と な る 。 同期 状態 は ラッ チ さ れ な い の で 、 こ れ ら の 出力 端子 は キャ 
ラク タ の 境界 に 無関係 に 同期 パタ ー ン を 認識 する ご と に アク ティ ブ と な る 。 


40 ピ ン ・ パ ッ ケ ー ジ を 使用 する た め 、 両 チャ ネル の RxC、T.C、DTR、SYNC を 同一 パッ ケー ジ か ら 取 り 出 
せな い 。 こ の た め チ ャ ネル B の 信号 を 省く か 2 つの 信号 を 同じ 端子 に ボン ディ ング する こと に より ユー ザ の 種 
々 の 要求 に 対処 し て いる 。 図 2 (a) 参照 。 


・Zー80 SIO/0 


・Zー80 SIO/ 1 


4 個 の すべ て の 信号 を も っ て いる が 、RxCB と TxCB を 同じ 端子 に ボン ディ ング し 、 
RxTxCB と し て いる 。 ( 図 2 (b)) 
DTRB を 除去 し 、RxCB と T:CB を 別々 の 端子 に 結線 し 、 ク ロッ ク 倍 率 の 異な る 場合 


( 図 2 (⑲) 


の 要求 に 対処 し て いる 。 ( 図 2 (c)) 
・Zー80 SIO/ 2 SYNCB を 除去 し 、RxCB、TxCB、DTRB の 端子 を も っ て いる 。 
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第 3 章 アー キテ クチ ャ 


図 1 に 示す よう に Zー80 SIO の 内 部 構成 は 、CPU イ ンタ ー フ ェ ィ ス 、 内 部 制御 回 路 、 割 り 込 み 制御 回 路 お よ 
び 2 つの 全 二 重 チ ャ ネル より な る 。 各 チ ャ ネル は 、 読 み 出し レジ スタ と 書き 込み レジ スタ お よび モデ ム ま た は 
外部 デバ イス と 接続 する た め の デ ィ ス クリ ー ト 制御 回 路 と ステ ー タ ス 論 理 回路 を も っ て いる 。 

読み 出し レジ スタ と 書き 込み レジ スタ は 5 つの 制御 レジ スタ 、 2 つの 同期 キャ ラク タ ・ レ ジス タ お よび 2 つ 
の ステ ー タ ス ・ レ ジス タ が 含ま れる 。 割り 込み ベク トル は チャ ネル B 内 の 他 の 8 ビッ ト ・ レ ジス タ (書き 込み 
レジ スタ 2) に 書き 込ま れ 、 ま た チャ ネル B 内 の 読み 出し レジ スタ 2 か ら 読 み 出 すこ と が で きる 。 両 チャ ネル 
の レジ スタ は この マニ ュ ア ル で は 次 の よう に 表わす 。 


WR0 一 WR7 和 書き 込み レジ スタ 0 一 7 
RR0 一 RR2 3 読み 出し レジ スタ 0 一 2 


各 レ ジス タ の ビッ ト 割 り 付 け と 機能 的 を グル ー プ 化 は プロ グラ ミン グ の 過程 を 簡単 に し て 容易 に で きる よう 
に 構成 され て いる 。 表 1(a) は 書き 込み レジ スタ の 機能 を 示し 、 表 1(b ) は 読み 出し レジ スタ の 機能 を 示し て 
づき 。 


表 1(a) 書き 込み レジ スタ の 機能 


m 能 
レジ スタ の ポイ ンタ 、 CRC の 初期 化 、 種 々 の 動作 モー ド の 初期 設 


定 コ マン ド 妥 


トラ ンス ミッ タ / レ シー バ 割 り 込 みな お よび デー タ 転 送 モ ー ド の 定義 


割り 込み ベク トル (チャ ネル B の み ) 


レシ ー バ の 制御 お よび パラ メー タ 


レシ ー バ お よび トラ ンス ミッ タ の 種々 の パラ メー タ と モー ド の 指定 


トラ ンス ミッ タ の 制御 お よび パラ メー タ 


同期 キャ ラク タ ま た は SDLC ア ドレ ス ・ フ ィ ー ル ド 


同期 キャ ラク タ ま た は SDLC フ ラグ 


表 1 (b) 読み 出し レジ スタ の 機能 


* 
機 能 


送信 / 受 信 バ ッ フ ァ の ステ ー タ ス 、 割 り 込 み ス テー タス 、 外 部 ステ ー タ ス 


特別 受信 条件 の ステ ー タ ス 


修飾 され た 割り 込み ベク トル (チャ ネル B の み ) 


両方 の チャ ネル の 論理 回 路 に より 、 チ ャ ネル ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス を 介し て 送受 され る 転送 デー タ の フォ ー マ ッ 
ティ ング 、 同 期 、 検 査 を 行う 。 モ デム 制御 線 の CTS、DCD は プロ グラ ム 制 御 下 に お いて 別 の 制御 回 路 に より 
モニ タ さ れる 。 す べ て の モデ ム 制 御 信号 は 一 般 に 汎用 信号 と な り 、 モ デム 制御 以外 の 用 途 に も 使用 で き る 。 

割り 込み ベク トル の 自動 指定 に 関し て は 、 割 り 込み 優先 回 路 に より 、 ど の チャ ネル が お よび その チャ ネル 内 
の どの デバ イス が 最 優先 順位 に ある か を 決め る 。 優 先 順位 に 関し て は チャ ネル A が チャ ネル B よ り も 高く 、 同 
ー チ ャ ネル 内 で は 、 受 信 割 り 込 み 、 送 信 割 り 込 み 、 外 部 プス テー タス 割り 込み の 順に を な っ て いる 。 


3. 1 デー タ 経 路 

各 チ ャ ネル の 送信 デー タ お よび 受信 デー タ の 経路 を 図 3 に 示す 。 レ シー バ は 8 ビッ ト の 受信 シフ ト ・ レ ジス 
タ 以 外 に 、 3 個 の 8 ビッ ト ・ バ ッ フ ァ ・ レ ジス タ を FIFO の 構成 で も っ て いる (3 バイ ト 分 の 遅れ を 許容 する ) 。 
この よう な 構成 に する こと に より 、 高 速 で 送ら れる デー タ ・ プ ロッ ク の 始め に お いて Zー80 CPU が 割り 込み サ 
ービス で きる 時 間 的 余裕 が 生ま れる 。 受信 エラ ーFIFO は 、 受 信 デ ー タ FIFO 中 の 3 バイ ト ・ デ ー タ それ ぞ れ に 
対し て パリ ティ 、 フ レー ミン グ ・ エ ラー お よび その 他 の タイ プ の ステ ー タ ス 情 報 を 保持 する 。 

入力 デー タ は いく つか の 経路 の うち の 1 つ を 通り 、 ど の 経路 を 通る か は モー ド と キャ ラク タ 長 に よっ て 決ま 


CPU ! グ 0 


1 プ 0 デ ー タ ・ バ パッ ファ 


CRC 遅 延 レ ジス タ 


(8 ば. ド ) は 
CRC ジ ュ ネ レー タ 


図 3 送信 ・ 受 信 デ ー タ の 経路 


る 。 非 同期 モー ド に お いて は 、 シ リア ル ・ デ ー タ は 、 そ の デー タ が 7 ビッ ト ま た は 8 ビッ ト の キャ ラク タ 長 の 
場合 3 ビッ ト ・ バ ッ フ ァ に 入り 、 5 ビッ ト ま た は 6 ビッ ト の キャ ラク タ 長 の 場合 8 ビッ ト の 受信 シフ ト ・ レ ジ 
スタ に 入る 。 

他方 、 同 期 モ ー ド に お いて は 、 デ ー タ 経路 は 現在 動作 中 の 受信 処理 の フェ ー ズ に よっ て 異な る 。 同期 受信 動 
作 は ハン ト ・ フ ェ ー ズ か ら 始 まる 。 ハ ント ・ フ ェ ー ズ で は 、 レ シー パ は 、 ま えも っ て プロ グラ ム さ れ た 同期 キャ 
ャ ラク タ (SDLC モ ー ド で は フラ グ ) と 一 致す る ビッ ト ・ パ ター ン を 、 入 力 す る デー タ の 流れ の 中 か ら 捜 す 。 
Zー80 SIO が モノ シン ク ・ ハ ント に プロ グラ ム さ れ て いる 場合 、 ビ ッ ト ・ パ ター ン と の 照合 は 、WR 7 中 の 1 個 
の 同期 キャ ラク タ と の 聞 で 行わ れる が 、 バ イシ ンク ・ ハ ント に プロ グラ ム さ れ て いる 場合 、 照 合 は WR6、WR7 
中 の 2 個 の 同期 キャ ラク タ と の 間 で 行わ れる 。 

いずれ の 場合 も 入力 デー タ は 、 受 信 同 期 レ ジス タ を 通過 し 、WR6 か WR7 中 の まえ も っ て プロ グラ ム さ れ て い 
る 同期 キャ ラク タ と 照合 ・ 比 較 さ れる 。 モ ノシ ンク ・ モ ー ド で は WR7 に プロ グラ ム さ れ た 同期 キャ ラク タ と 
受信 同期 レジ スタ 中 の アセ モン ブル され た キャ ラク タ の 間 で 一 致 が と れる と 同期 が 成立 する 。 

一 方 、 バ イシ ンク ・ モ ー ド で は 、 入 力 デ ー タ は 、 メ ッ セ ー ジ の 次 の 8 ビッ ト が 受信 同期 レジ スタ 中 で アセ モン 
プル され て いる 間 に 受 信 シ フト ・ レ ジス タ に シフ ト さ れる 。 受信 同期 レジ スタ 中 の アセ モン プル され た キャ ラク 
タ と WR6 と WR7 中 に プロ グラ ム さ れ た 同期 キャ ラク タ と の 間 で 一 致 が と れる と 同期 が 成立 する 。 一度 同 期 が 
成立 する と 、 入 力 デ ー タ は 受信 同期 レジ スタ を バイ パス し 、 直 接 3 ビ ッ ト ・ バ ッ フ ァ に 入る 。 

SDLC モ ー ド で は 、 入 力 デ ー タ は 最初 に 受信 同期 レジ スタ を 通過 する 。 こ の レジ スタ は 受信 デー タ を 常時 モ 
ニタ し て お り 、 指 示さ れ た 場合 に ゼロ 削除 を 行う 。 5 個 の 連続 する 1 を 受信 する と 、 6 番目 の ビッ ト を 調べ 、 
6 番目 の ビッ ト が 0 で ある と 、 そ の デー タ の 中 か ら 0 を 削除 する 。 6 番目 の ビッ ト が 1 で ある と 、 7 番目 の ビ 
ッ ト を 調べ る 。 7 番目 の ビッ ト が 0 で ある と 、 受 信 さ れ た デー タ は フラ グ ・ シ ー ケ ンス で あり 、 1 で ある と 、 
アボ ー ト ・ シ ー ケ ンス で ある 。 

再 フ ォ ー マ ッ テ ィ ング され た デー タ は 3 ビッ ト ・ バ ッ フ ァ に 入り 、 受 信 シ フト ・ レ ジス タ に 転送 され る 。SDLC 
の 受信 動作 は ハン ト ・ フ ェ ー ズ に お いて も 始ま る が 、 こ の フェ ー ズ の 間 に Z 一 80 SIO は 受信 シフ ト ・ レ ジス タ 
中 の アセ ンプ ブル され た キャ ラク タ と WR7 中 の フラ グ ・ パ ター ン と の 間 で デー タ の 照合 を 行う 。 フ ラグ ・ キ ャ 
ラク タ を 一 度 認識 する と 、 後 続 の すべ て の デー タ は キャ ラク タ 長 に 無関係 に 同じ 経路 を 通る 。 

SDLC お よび 同期 モー ド で は と も に 同じ CRC チ ェ ッ カ を 使用 する が 、 各 モー ド で 使用 され る デー タ 経 路 は 異 
を る 。 バ イシ ンク ・ プ ロト コル で は 、 バ イト 指向 の 動作 と な り 、CPU は デー タ ・ キ ャ ラク タ に 対し て CRC 計 算 
を 行う か 否 か を 決定 する 必要 が ある 。 こ の 決定 に 必要 な 時 間 を 確保 する た め に 、Zー80 SIO は 同期 デ ゲー タ に 対 
し て 8 ビッ ト の 遅延 を 行う 。SDLC モ ー ド で は Z 一 80 SIO に CRC 計 算 を 行う バイ ト を 決定 する 論理 回 路 が 含ま 
れ て いる の で 、 悦 延 は 必要 と し な い 。 

トラ ンス ミッ タ は 8 ビッ ト の 送信 デー タ ・ レ ジス タ と 320 ビット の 送信 シフ ト ・ レ ジス タ を も っ て いる 。 送信 
デー タ ・ レ ジス タ は デー タ を 内 部 デー タ ・ バ パス か ら 読 み 込 み 、 送 信 シ フト ・ レ ジス タ は デー タ を WR6, WR7 
お よび 送信 デー タ ・ レ ジス タ か ら 読 み 込 む 。WR6, WR7 は モノ シン ク や バイ シン ク ・ モ ー ド で は 同期 キャ ラ 
クタ を 含み 、SDLC モ ー ド で は アド レス ・ フ ィ ー ル ド (1 キャ ラク タ 長 ) と フラ グ を 含む 。 同期 モー ド の 動作 
中 、WR6, WR7 に 含ま れる 情報 が 送信 シフ ト ・ レ ジス タ に 読み 込ま れる の は 、 メ ッ セ ー ジ の 開始 時 お よび 送 
信 ア ンダ ー ラ ン の 状態 が 発生 し た 場合 で 、 メ ッ セ ー ジ の 途中 に 時 間 を か せ ぐ 用 途 と し て 使用 され る 場合 で ある 。 
SDLC モ ー ド で は フラ グ は メッ セー ジ の 始め と 終わ り に お いて 送信 シフ ト ・ レ ジス タ に 読み 込ま れる 。 


非同期 モー ド の 場合 、 送 信 シ フト ・ レ ジス タ 中 の デー タ は 、 ス ター ト ・ ビ ッ ト と スト ッ プ ・ ビ ッ ト を つけ て 
所 定 の クロ ッ ク ・ レ ー ト で 送信 マル チ プ レク サ に 送ら れる 。 同期 モー ド (モノ シン ク ま た は バイ シン ク ) の 場 
合 、 デ ー タ は X1 の クロ ッ ク ・ レ ー ト で 送信 マル チ プ レク サ と CRC 作 成 回 路 へ 送ら れる 。 

SDLCHDLC モ ー ド の 場合 、 デ ー タ は ゼロ 挿入 回 路 を 経由 し て 送出 され る が 、 こ の 回 路 は フラ グ が 送ら れ 
て いる 期間 は 動作 し な い 。 デ ー タ 中 の 他 の すべ て の フィ ー ル ド (アド レス 、 制 御 、 フ レー ム ・ チ ェ ッ ク ) に 対 
し て は 、 連 続 す る 5 個 の 1 に 続い て 1 個 の 0 を 挿入 する 。SDLC デ ー タ に 対す る CRC 作 成 回 路 の 結果 も また ゼ 
ロ 挿 入 回 路 を 通過 する 。 


3.2 機能 説明 
Z 一 80 SIO の 機能 的 を 特長 は 2 つの 異な っ た 観点 か ら 述 べ る こと が で きる 。 
o デー タ 通 信用 デバ イス と し て 
シリ アル ・ デ ー タ 信号 を 送受 信 で き 、 各 種 デ ー タ 通信 プロ トコ ル の 諸 要 求 に 適合 で きる 。 
oZ 一 80 ファ ミリ の 周辺 デバ イス と し て 
Z 一 80 CPU お よび Z 一 80 周 辺 デ バイ ス と 組み 合わ せ て 使用 し 、 デ ー タ 、 ア ドレ ス 、 制 御 バ ス を 共有 
し 、Z 一 80 の 割り 込み 構造 の 一 部 を 形成 する 。 
また 、 他 の マイ クロ プロ セッ サ の 周辺 デバ イス と し て 、Zー80 SIO は 非 ベ クト ル 方 式 の 割り 込み 、 
ポー リン グ 、 簡 単 な ハ ンド シェ イク 制御 の で きる 役に立つ 機能 を も っ て いる 。 
次 に Z 一 80 SIO の 入力 出処 理 機能 を まず CPU と の 関連 に お いて 説明 し 、 続 いて その デー タ 通 信 機 能 に つい て 
紹介 する 。 


3. 2. 1 入出 力 機能 

CPU と の 間 で デー タ 、 ス テー タス 、 制 御 情報 を 送受 する 場合 に 、Z 一 80 SIO を ポー リン グ 、 割 り 込 み (ベク 
トル 、 非 ベ クト ル 方 式 ) 、 プ ロッ ク 転 送 モ ー ド の いずれ か の モー ド に 設定 する 。 ブ ロッ ク 転 送 モー ド は CPU や 
Z 一 80 DMA 制 御 下 で 実現 で きる 。 


ポー リン グ 

この モー ド で は 割り 込み は 使用 し な い 。 ス テー タス ・ レ ジス タ RR0 と RR1 は 実行 され て 各 機 能 に 応じ て 適 
時 更新 され る (た と えば 、CRC エ ラー・ ス テー タス は メッ セー ジ の 終わ り で 確定 する )。Z 一 80 SIO を ポー リン グ 
・ モ ー ド で 動作 させ る た め に は Zー80 SIO の すべ て の 割り 込み モー ド を 禁止 し # な けれ ば な ら な い 。 

ポー リン グ ・ シ ー ケ ンス で は 、CPU は 各 チ ャ ネル の RR 0 内 の ステ ー タ ス を 調べ る 。RR0 の ステ ー タ ス ・ ビ 
ッ ト は ポー リン グ 要 求 に 対す る 応答 情報 と を な る 。RR 0 内 の 2 つの ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト Do と Ds に より それ ぞ れ 
受信 また は 送信 デー タ の 転送 を 必要 と し て いる こと を 示す 。 ス テー タス は また エラ ー や 他 の 特別 な 状態 を 示す 
(第 7 章 Z 一 80 SIO プ ログ ラミ ング 参照 )。RR 1 内 の 特別 受信 条件 ステ ー タ ス は 、 ポ ー リ ング ・ シ ー ケ ンス の 中 
で 読む 必要 は な い 。 そ の 理由 は 、RR 0 内 の 受信 キャ ラク タ 有 効 ス テー タス に 件 っ て 、RR 1 内 の それ ら の ステ 
ー タ ス ・ ビ ッ ト が 現われ る か ら で あ る 。 


割り 込み 

Z 一 80 SIO は 巧妙 な 割り 込み 方 式 を 採用 し て いる が 、 こ の 方 式 に より リア ル タ イ ム で 処理 する 必要 の ある 応 
用 に お いて 高速 の 割り 込み 応答 が で きる 。 既 述 の よう に チャ ネル B の レジ スタ WR2 と RR2 は 割り 込み ベク 
トル を 保持 し 、 こ の ベク トル に より メモ リ 内 の 割り 込み サー ビス ・ ル ー チ ン の アド レス を 指定 する 。 両 チャ ネ 
ル と も に 割り 込み の サー ビス を し 、 ス テー タス の 解析 ルー チン を 作成 する 必要 を 省く た め に 、Zー80 SIO は RR 2 内 
の 割り 込み ベク トル を 修飾 で き 、 8 種 の 割り 込み サー ビス ・ ル ー チ ン の 中 の 1 つ を 直接 指示 で きる 。 こ れ は 
チャ ネル B の ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル と 呼ば れる ビッ ト (WR 1 の Dz) を セッ ト す る こと に より 行う 。 
この ビッ ト を セッ ト す る と 、WR 2 中 の 割り 込み ベク トル は 種々 の 割り 込み 条件 に 割り 当て られ た 優先 順位 に 
従っ て 修飾 され る 。 書き 込み レジ スタ 1 の 説明 表 ( 第 7 章 Zー80 SIO プロ グラ ミン グ ) で 修飾 に つい て の 詳細 
を 示す 。 

図 4 に 示す よう に 割り 込み 原因 と し て 送信 割り 込み 、 受 信 割 り ブ 込み お よび 外部 プス テー タス 割り 込み が ある 。 
各 割 り 込み 原 因 は プロ グラ ム に よっ て イネ ー ブ ル に で き 、 優 先 順 位 は チャ ネル A が チャ ネル B よ り 高 く 、 同 一 
チャ ネル 内 で は 、 受 信 、 送 信 、 外 部 プス テー タス の 順に な っ て いる 。 送 信 割 り 込 み を イネ ー ブ プル に する と 、 ト ラン 
スミ ッ タ は CPU に 対し て 送信 バッ ファ が 空 に な る こと より 割り 込み を 要求 する 。( こ れ は トラ ンス ミッ タ に デー 
タ ・ キ ャ ラク タ が 書か れ 、 そ の バッ ファ を 空 に で きる 場合 で ある 。) 受信 割り 込み を イネ ー ブ ル に する と 、 レ シ 
ー バ は 次 の いずれ か に よっ て CPU に 対し て 割り 込み を 要求 で きる 。 

・ 第 1 受信 キャ ラク タ で 割り 込み 
・ 全 受信 キャ ラク タ で 割り 込み 
・ 特 別 受信 条件 で 割り 込み 

第 1 キャ ラク タ で の 割り 込み は 普通 ブロ ッ ク 転 送 モ ー ド で 使用 する 。 全 受信 キャ ラク タ で の 割り 込み に は 、 
パリ ティ ・ エ ラー の 発生 に より 割り 込み ベク トル を 修飾 する 機能 を さら に 選択 で きる 。 特別 受信 条件 に よる 割 
り 込 み は 1 キ ャ ラク タ あ る い は メッ セー ジ 単 位 で 発生 で きる ( 例 : SDLC に お ける エン ド ・ オ プ ・ フ レー ム )。 
特別 受信 条件 は 、 第 1 キャ ラク タ で の 割り 込み ある い は 全 受 信 キ ャ ラク タ で の 割り 込み の いずれ か の モー ド が 
選択 され た 場合 に 限り 、 割 り 込 み を 発生 で きる 。 第 1 受信 キャ ラク タ で の 割り 込み モー ド が 選ば れる と 、 第 1 
受信 キャ ラク タ で 割り 込み を 発生 し た あと 、 パ リティ ・ エ ラー 以外 の 特別 受信 条件 に より 割り 込み を 発生 で き 
る ( 例 : 受信 オー バー ラン 割り 込み )。 

外部 プス テー タス 割り 込み の 主 な る 機能 は 、CTS、DCD ぉ お よび SYNC 端子 の 信号 の 変化 を モニ タ す る こと で 
ある が 、 外 部 プス テー タス 割り 込み は 、 ま た 一 連 の デー タ の 中 で 、 送 信 ア ンダ ー ラ ン 状 態 、 プ レー ク の 検出 ( 非 
同期 モー ド )、 ア ボー ト ・ シ ー ケ ンス (SDLC モ ー ド ) に よっ て も 発生 する 。 プ レー クノ プア ボー ト ・ シ ー ケ ンス に 
よる 割り 込み に お いて は 、Zー80 SIO は プレ ー ク プア ボー ト ・ シ ー ケ ンス の 検出 また は 終了 時 に 割り 込み を 発 
生 で きる 特別 な 機能 を も っ て いる 。 こ の 機能 に よっ て 、 現 在 の メッ セー ジ を 適切 に 終了 し た り 、 次 の メッ セー 
ジ を 誤り な く 初 期 化し た り 、 外 部 回 路 に お いて プレ ー ク プア ボー ト 条 件 に 正確 に タイ ミン グ を 合わ せる こと が 
容易 に な る 。 


CPU プ DMA ブ ロッ ク 転 送 

Z 一 80 SIO に は ブロ ッ ク 転 送 モ ー ド が あり 、CPU の ブロ ッ ク 転 送 機能 や DMA コ ント ロー ラ (Zー80 DMA や 他 
の DMA 用 デバ イス ) に 適合 きせ る こと が で きる 。 プ ロック 転送 モー ド で は 、 書 き 込 み レ ジス タ 1 の ウェ イト ノレ 
ディ ・ ピ ビッ ト と 関連 し て いる WAIT ン READY 線 を 使用 する 。WAIT ン READY 線 の 機能 は プロ グラ ム に よっ て 
定義 で き 、CPU の プロ メ ク 転 送 モ ー ド で は ウェ イト 線 と し て 、DMA の ブロ ッ ク 転 送 モ ー ド で は レデ ィ 線 と し て 
使用 する 。 

Z 一 80 SIO の レデ ィ 出 力 は 、DMA コ ント ロー ラ に 対し て この Zー80 SIO が メモ リ と の 間 で デー タ 転 送 可能 で 
ある こと を 示す 。 ま た 、 ウ ェ イ ト 出 力 は CPU に 対し て この Zー80 SIO が デー 転送 の 用 意 が で き て いな く て 入 
出力 サイ クル の 拡張 を 要求 し て いる こと を 示す 。 書き込み レジ スタ 1 の Ds 一 Dz と WAIT ン READY 線 の 論理 状 
態 に つい て は 第 7 章 Z 一 80 SIO プ ログ ラミ ング の 書き 込み レジ スタ 1 の 項 で 定義 する 。 


3 . 2. 2 デー タ 通 信 機 能 

さき に 述べ た 入出 力 機 能 に 加え て 、Z 一 80 SIO は 非同期 、 同 期 、SDLC(HDLC) モー ド で 動作 する 2 つの 独立 
し た 全 二 重 チ ャ ネル を 備え て いる 。 こ れ ら の モー ド を 使用 する と 、 通 常 使用 され て いる デー タ 通 信 プ ロト コル 
を 容易 に 実現 で きる 。 

これ ら の モー ド の 特別 な 機能 に つい て は 以下 の 章 で 説明 する 。 各 章 を 独立 させ 、 ま た 完全 を 期す た め 、 全 モ 
ー ド に 共通 を な いく つか の 情報 は 重複 し て 説明 する 。 
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割り 込み 
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送信 バッ ファ 空 一 一 一 一 一 一 wm 送信 割り 込み 』 


図 4 有 ー80 SIO 割り 込み 構成 


第 4 草 非同期 モー ド 


非同期 モー ド に お いて デー タ を 送受 信 す る た め に 、Zー80 SIO は 、 キ ャ ラク タ 長 、 ク ロッ ク ・ レ ー ト 、 ス ト 
ッ プ ・ ビ ッ ト の 数 、 パ リティ の 種類 、 割 り 込 み モ ー ド 、 受 信 イ ネー ブル お よび 送信 イネ ー ブ ル の パラ メー タ を 
初期 化し な けれ ば な ら な い 。 シ ステ ム ・ プ ログ ラム に より 書き 込み レジ スタ に これ ら の パラ メー タ を 読み 込む 。 
WR4 の パラ メー タ は 、WR1、WR3、WR5 の パラ メー タ お よび コマ ンド より も まえ に 設定 され な を な けれ ば な 
ら な い 。 

デー タ を モデ ム や RS232C イ ンタ ー フ ェ イ ス を 通し て 送信 する 場合 、 送 信 要 求 線 (RTS) と デー タ ・ タ ー ミ 
ナル ・ レ ディ 線 (DTR) は 送信 イネ ー プ ブル ・ ビ ッ ト に 従っ て 制 卸 され な けれ ば な ら な い 。 送信 イネ ー ブ ル ・ ビ 
ッ ト が セッ ト さ れる まで 送信 は 開始 し な い 。 

オー ト ・ イ ネー ブル の 機能 を 用 いる と 、 プ ログ ラマ は メッ セー ジ の 第 1 キャ ラク タ を CTS を 待つ こと な く 、 
Z 一 80 SIO に 送る こと が で きる 。 オー ト ・ イ ネー ブル ・ ビ ッ ト を セッ ト し た 場合 、Zー80 SIO は CTS 端 子 が 
*Low* レベ ル に な る の を 待っ て デー タ 送 信 を 開始 する 。 CTS、 DCD、SYNC 線 は 、 そ の 信号 が 示す 機能 以外 
に 汎用 の 入出 力 線 と し て も 使用 で きる 。CTS を 他 の 目的 に 使用 する 場合 、 オ ー ト ・ イ ネー ブル ・ ビ ッ ト は 0 に 
プロ グラ ム し な けれ ば な ら な い 。 

図 5 に 非同期 メッ セー ジ の フォ ー マ ッ ト を 示す 。 表 2 は 非同期 モー ド の 場合 の WR 3 、WR4、WR 5 の 各 ビ 
ッ ト と 対応 する モー ド 、 パ ラメ ー タ お よび コマ ンド を 示し た も の で ある 。WR 2 (チャ ネル B の み ) は 割り 込み 
ベク トル を 保持 し 、WR 1 は 割り 込み モー ド と デー タ 転 送 モ ー ド を 定義 むす る 。WR6 と WR7 は 非同期 モー ド で 
は 使用 し な い 。 表 3 は 、 両 チャ ネル と も に 全 二 重 の 送受 信 動 作 を 行う 場合 の 代表 的 を 4 プロ グラ ム ・ ス テッ プ で 
ある 。 
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時 1、1 す ,2 バ イト 
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図 5 非同期 モー ド 時 の デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト 


表 2 非同期 モー ド に お ける 書き 込み レジ スタ WR 3 、WR 4 、WR 5 の 内 容 


00=R X5 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
01=R X7 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
10=RX6 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ | イ ネー ブル 
11=R X8 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
一 に 


00=X1 クロ ッ ク ・ モ ー ド 00= 未 使用 


01=X16 ク ロッ ク ・ モ ー ド 01=1 ス トッ プ ・ ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
10=X32 ク ロッ ク ・ モ ー ド 10= 1 スト ッ プ ・ ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
11= X64 ク ロッ ク ・ モ ー ド 11=2 ス トッ プ ・ ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 


00=T.5 ビ ッ ト 以 下 / キ ャ ラク タ 
01=T.7 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
10=T6 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
1=T8 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 


4. 1 非同期 送信 

トラ ンス ミッ タ に 送信 すべ き デ ー タ が な い 場 合 、 送 信 デ ー タ 出力 (TJD) は マー キン グ 状 態 (High? レ ベル) 
を 保持 する 。 プ ログ ラム に より プレ ー ク 送出 コマ ンド (WR5 の D4 ) を 送る と その コマ ンド が 解除 さき れる まで 
T.D を スペ ー ス 状態 ( Low レベ ル ) に 保持 する 。 

2ー80 SIO は 、 送 信 デ ー タ に 自動 的 に スタ ー ト ・ ビ ッ ト 、 パ リティ ・ ビ ッ ト ( 偶 、 奇 、 パ リティ な し )、 ス 
トッ プ ・ ビ ッ ト 数 を 加え る 。 キ ャ ラク タ 長 が 6 また は 7 ビッ ト の 場合 、Z 一 80 SIO は 未 使用 の ビッ ト を 自動 的 
に 無視 する 。 キ ャ ラク タ 長 が 5 ビッ ト 以 下 の 場合 の デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト に つい て は 第 7 章 Z 一 80 SIO プ ログ 
ラミ ング の 書き 込み レジ スタ 5 の 説明 表 を 参照 の こと 。 

シリ アル ・ デ ー タ は T.D 端 子 か ら 出 力 し 、 そ の 転送 レー ト は 、 送 信 ク ロッ ク 入 力 (〒:C) に 供給 され る クロ ッ 
ク ・ レ ー ト の 1 倍 、 売 倍 、 到 倍 、 始 倍 に 等 し い 。 シリ アル ・ デ ー タ は T.C の 立ち 下がり エッ ジ で シフ ト 出 力 す 
る 。 

外部 / ス テー タス 割り 込み キー ド に セ モット する と メッ セー ジ の 転送 全 期間 に わた っ て DCD、CTS、 SYNC の 
状態 を モニ タ す る 。 これら の 入力 端子 の 変化 が ある 規定 され た 最小 パル ス 幅 以上 の 期間 続く と 、 割 り 込 み が 発 
生 する 。 送信 動作 で は 、 こ の 機能 は モデ ム 制 御 線 CTS を モニ タ す る た め に 使用 され る 。 
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2 非同期 受信 
非同期 の 受信 動作 は 受信 イネ ー ブ ル ・ ビ ッ ト を セッ ト す る と 開始 する 。 オ ー ト ・ イ ネー ブル の 動作 を 選択 す 
る と 、DCD は ヾ Low 々 レベ ル に し な けれ ば な ら な い 。 受信 デー タ 入 力 (R.D) を ^Low? (スペ ー ス ) 状態 に す 
る と 、 ス ター ト ・ ビ ピッ ト を 示す ヾ Low? レベ ル が 少く と も ビ ッ ト 時 間 続 く と 、 ス ター ト ・ ビ ッ ト と 認 織 し 、 
その キャ ラク タ が 完全 に アセ ンプ ブル され る まで 入力 デー タ を ビッ ト 時 間 の 中 央 に お いて サン プリ ング する 。 こ 
の スタ ー ト ・ ビ ッ ト 検 出 の 方 法 を 用 いる と 、 マ ー キ ング ・ ラ イン 上 に 雑音 スパ イク が あっ て これ を スタ ー ト ・ 
ビッ ト と みな す よ うな 誤動作 を 改善 で きる 。 

X1 の クロ ッ ク ・ モ ー ド を 選択 する と ビッ ト の 同期 は 外部 で 行わ を けれ ば な ら な い 。R.C の 立ち 上 が り に お 
いて 受信 デー タ を サン プリ ング する 。 レ シー バ は 8 ビッ ト 以 外 の キャ ラク タ 長 が 使用 され た 場合 1 を 挿入 する 。 
1 キャ ラク タ が 8 ビット 以外 の 場合 、 パ リティ を イネ ー ブ ル に する と パリ ティ ・ ビ ッ ト は アセ ンプ ブル され た キ 
ャ ラク タ の すぐ 隣 に 置か れる 。 8 ビッ ト 以 外 の キャ ラク タ 長 で は 、 レ シー バ は 必要 と する キャ ラク タ 長 の デー 
タ ・ ビ ッ ト と パリ ティ ・ ビ ッ ト お よび 未 使用 ビッ ト に 対す る 1 か ら 構 成 さ れる デー タ に アセ ンプ ブル する 。 た と 
えば 、 5 ビッ ト ・ キ ャ ラク タ で は 、 レ シー パ は 11PD4DsDzDiDo の フォ ー マ ッ ト に アセ ンプ ブル する 。 た だ し 、P 
は パリ ティ で ある 。 

レシ ー バ は 受信 シフ ト ・ レ ジス タ に 加え て 3 個 の 8 ビット ・ レ ジス タ で バッ ファ され て いる の で 、CPU に と 
っ て は 割り 込み サー ビス を し 、Zー80 SIO に より アセ ンプ ブル され た デー タ ・ キ ャ ラク タ を 受け 取る た め の 十 分 
な 時 間 的 余裕 が 生ま れる 。 レ シー バ は また 3 個 の バッ ファ を も ち 、 こ の バッ ファ に 受信 バッ ファ 内 の 各 デ ー タ ・ 
キャ ラク タ に 対す る エラ ー・ フ ラグ を 保持 する 。 1 個 の キャ ラク タ を 受信 する と 次 の エラ ー 条 件 に 対し て 調べ 
る 。 

ら 6 パリ ティ が イネ ー ブ ル され た 場合 、 パ リティ ・ エ ラー・ ビ ッ ト (RR 1 の D。 ) は 、 キ ャ ラク タ の パリ テ 

ィ ・ ビ ピッ ト が プロ グラ ム さ れ た パリ ティ に 一 致し な けれ ば いつ で も セッ ト さ れる 。 こ の ビッ ト は 一 度 セ 
ッ ト さ れる と エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド (WR0) を 書き 込む まで リセ ッ ト さ れ な い 。 

O フレ ー ミ ング ・ エ ラー・ ビ ッ ト は キャ ラク タ が スト ッ プ ・ ビ ッ ト な し に アモ ンプ ブル され た 場合 ( す な わ 
ち 、 ス トッ プ ・ ビ ッ ト が “Low” レベ ル に なっ た 場合 ) に セッ ト さ れる 。 パ リティ ・ エ ラー・ ビ ッ ト と 
異な まり この ビッ ト は フレ ー ミ ング ・ エ ラー が 生じ る キャ ラク タ に 対し て の み セ モット され ラッ チ さ れ な い 。 
フレ ー ミ ング ・ エ ラー を 検出 する と その キャ ラク タ に 対し て さら に 区 ビッ ト 時 間 だ け 余 分 に 時 間 を 確保 
し 、 フ レー ミン グ ・ エ ラー を 新しい スタ ー ト ・ ビ ッ ト と し て 解釈 する こと は を い 。 

5 3 個 の キャ ラク タ を 受信 し て いる 時 間 CPU が Z 一 80 SIO か ら デ ー タ ・ キ ャ ラク タ を 読む こと が な けれ ば 、 
受信 オー バー ラン ・ ビ ッ ト (RR1 の Ds) が セッ ト さ れる 。 これが 起こ る と 、 受 信 バ ッ フ ァ 中 の 3 番目 の 
キャ ラク タ を アモ セン プ ブル され た 4 番目 の キャ ラク タ と 置き 換え る 。 こ の 方 法 に より オー バー ラン を 超 こ し 
た キャ ラク タ に 対し て の み 受 信 オ ー バ パー ラン ・ エ ラー の フラ グ ・ ビ ッ ト を 立て る 。 パ リティ ・ エ ラー と 
同じ よう に 、 こ の ビッ ト は エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド に よっ て の み リ セッ ト で きる 。 フ レー ミン グ ・ エ 
ラー と 受信 オー バー ラン ・ エ ラー は 割り 込み 発生 の 原因 と も な り 、 も し 、 ス テー タス ・ ア フェ クト ・ ベ ク 
トル の コマ ンド ・ ビ ピット が モッ ト さ れ て いる と 、 特 別 受信 条件 を 示す ベク トル 値 に 割り 込み を 発生 する 。 

パリ ティ ・ エ ラー と 受信 オー バー ラン ・ エ ラー の フラ グ は ラッ チ さ れる の で 、 読 み 出 し た エラ ー の 状態 は 、 
る 一 80 SI1O に 対す る 最後 の エラ ー・ リ モッ ト ・ コ マン ド 書 き 込 み 以後 の 受信 キャ ラク タ か ら 、 受 信 バ ッ フ ァ 中 
の 現在 の キャ ラク タ に 至る まで に 生じ た エラ ー を 反映 し た も の に なる 。 エ ラー・ バ ッ フ ァ の 状態 と 受信 デー タ ・ 
バッ ファ の 内 容 と の 間 で 対応 を と る た め に は 、 そ の デー タ の まえ に エラ ー・ ス テー タス ・ レ ジス タ を 読ま な けれ 


ば な ら な い 。 これら の エラ ー に お いて は 、 特 別 な 割り 込み ベク トル を 発生 で きる の で 、 こ の 機能 を 用 いた ベク 
トル 方 式 の 割り 込み を 使用 すれ ば 、 前 述 の デー タ の まえ に エラ ー・ ス テー タス ・ レ ジス タ を 読む の は むず か し い 
こと で は な い 。 

外部 / ス テー タス 割り 込み が イネ ー ブ ル に な っ て いる 時 間 に ブ レー ク を 検出 する と 割り 込み を 発生 し 、 プ ブレ 
ー ク 検出 の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト (RR0 の Dz) を セ モット する 。 プ レー ク 検 出 の 割り 込み の 処理 と し て 、 ブ レー 
ク ・ ス テー タス (RR0 の Dz) を 1 に し た 最初 の ブレ ー ク 検出 割り 込み に 応答 さき せる た め に Zー80 SIO に 外部 
/ ス テー タス 割り 込み リモ セ ッ ト の コマ ンド を 送ら な けれ ば な ら な い 。Zー80 SIO は 受信 デー タ 入 力 を モニ タ し 、 
プレ ー ク ・ シ ー ケ ンス が 終了 する の を 待つ 。 終了 時 点 で 一 80 SIO は CPU に 割り 込み を 要求 レブ プレ ー ク ・ ス テ 
ー タ ス を 0 に する 。 CPU は その 割り 込み 処理 ルー チン の 中 で ブレ ー ク 検出 回 路 を 再度 初期 化す る た め に 、 外 部 / 
ステ ー タ ス 割 り 込 み リ セッ ト の コマ ンド を 再び Zー80 SIO に 送ら な けれ ば な ら な い 。 

外部 / ス テー タス 割り 込み で は 、 DCD の 状態 を キモ ニタ し て いる 。DCD 端 子 が 規定 され た 最小 パル ス 幅 の 期間 
以上 非 ア クティ ブ な ら ば 、 割 り 込 み を 発生 し 、DCD ス テー タス ・ ビ ッ ト (RR0 の Ds) を 1 に する 。 DCD 入 
カカ と RR 0 の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト は 符号 が 逆 に な っ て いる 。 

ステ ー タ ス を デー タ の あと で 読む 場合 も し 、 バ ッ フ ァ の 中 に 次 の デー タ が 入っ て いる と 、 そ の ステ ー タ ス に 
は 次 の デー タ に 対す る エラ ー も 含ま れ て いる 。 ス テー タス の 読み 出し を 十分 に 早く 行い 、 次 の キャ ラク タ が まだ 
バッ ファ に 入っ て いな けれ ば 、 読 み 出 され た ステ ー タ ス ・ レ ジス タ の 内 容 は 正しい 値 で ある 。 例外 と し て 、 第 
1 キャ ラク タ で の 割り 込み モー ド が 選択 され て いる 場合 が ある 。 こ の モー ド で は 、 特 別 な 割り 込み と な り 、 エ 
ラー・ デ ー タ お よび エラ ー を 起こ し た キャ ラク タ ( た と え バ ッ フ ァ か ら 読 み 出 し て も ) を エラ ー・ リ モッ ト ・ コ 
マン ド の 送出 まで 保持 する 。 こ の 方 法 に より レシ ー バ が 後続 デー タ を 受け 入れ る の を リセ ッ ト ・ コ マン ド 送 出 
まで 禁止 し 、 た と え DMA や プ ブロッ ク 転 送 の テク ニッ ク を 使用 し て いて も 、 そ の キャ ラク タ に 対し て CPU は 対処 
で きる 。 

全 キ ャ ラク タ に 対す る 割り 込み モー ド が 選択 され る と 、RR 1 内 の エラ ー・ ス テー タス に よっ て 割り 込み ベク 
トル は 軸 な る 。 レ シー バ の オー バー ラン が 生じ る と 、 最 新 の 受信 キャ ラク タ が バッ ファ に 読み 込ま れ 、 そ の 前 
の キャ ラク タ は 消失 する 。 バ ッ フ ァ に 読み 込ま れ た その キャ ラク タ を 読み 出し た 時 点 で 、 受 信 オ ー バ ー ラ ン ・ 
ビッ ト が セッ ト さ れ 、 さ ら に も し ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル の ビッ ト (WR1 の Dz) が セッ ト さ れ て 
いる な ら ば 、 特 別 受 信条 件 の 割り 込み ベク トル と な る 。 

ポー リン グ の モー ド で は 、CPU は いつ キャ ラク タ を 読み 出し て よい か を 知る た め に 、 受 信 キ ャ ラク タ 有 効 
ビッ ト (RR0 の Do) を モニ タ し な けれ ば な ら な い 。 こ の ビッ ト は 受信 バッ ファ を 読み 出す と 自動 的 に リセ モッ 
ト さ れる 。 ポ ー リ ング ・ モ ー ド で は 、 デ ー タ の 2 重 書き を 防ぐ だ た め に 、 ト ラン スミ ッ タ に 書き 込む まえ に 送信 パ 
ッ フ ァ の ステ ー タ ス を 調べ な けれ ば な ら な い 。 送信 バッ ファ が 空 に な る と 送信 パッ ファ 空 の ビッ ト が 1 に セッ 
ト さ れる 。 


外部 プス テー タス 割り 込み を 用 いた ブレ ー ク 検出 の 使用 上 の 注意 事項 


プレ ー ク の 検出 を 外部 ステ ー タ ス 割 り 込 み を 用 いて 行う 場合 に は 、 図 6 に 示す 割り 込み を 用 いて 行う 。 
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① : 外部 / ス テー タス 割り 込み 

この 割り 込み 処理 ルー チン で は 、 外 部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み リ セッ ト ・ コ マン ド を 2 回 続け て 出力 する 。 そ 
の 直後 に RR0 の D, ビッ ト を 調 ら べ 、 ブ レー ク 状 態 に ある こと を 確認 する 。 ブ レー ク 状 態 に まな っ て いれ ば 、 
外部 / ス テー タス 割り 込み を 可能 に する 。 

この 処理 は 、 割 り 込み 処理 ルー チン の 始め に 行う 。 
② : 受信 割り 込み 

プレ ー ク が 終了 する と 、 受 信 割 り 込 み が 発生 する 。 こ の 受信 割り 込み 処理 ルー チン 内 で , ① で 禁止 し た 外部 
/ ス テー タス 割り 込み を 再び 可能 に する 。 
③ : 外部 / ステ ー タ ス 割 り 込み 

② で 外部 / ス テー タス 割り 込み が 可能 に を る と 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み が 発生 する 。 こ の 割り 込み 処理 
ルー チン で は 、 外 部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み リ モッ ト ・ コ マン ド を 2 回 続け て 送出 する 。 そ の 直後 に RRO の D, 
ビッ ト を 調 ら べ 、 ブ レー ク 状 態 に な っ て いな いこ と を 確認 する 。 ブ レー ク 状 態 に まっ て いな い 場 合 に は 、 外 部 
/ ステ ー タ ス 割 り 込 み を 可能 に し て 、 再 び ① の 割り 込み が 発生 で きる よう に する 。 プ レー ク 状 態 に を な っ て いれ 
ば 、 外 部 / ステ ー タ ス 割 り 込み を 禁止 する 。 

① で RR0 の Dz ビッ ト を 調 ら べた 後 は 、③ の 割り 込み 発生 まで 、 外 部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み リ モッ ト を 行 
っ て は な ら な い 。 外部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み リ セ モット を 行う と 、③ の 割り 込み が 発生 し な いこ と が ある 。 


表 3 非同期 モー ド 


代表 的 プロ グラ ム ・ ス テッ プ 


ロー ド 内 容 


チャ ネル ・ リ セッ ト 

ポイ ンタ 2 

割り 込み ベク トル 

ポイ ンタ 4、 外 部 / ス テー タス 割り 込み リセ モット 
非同期 モー ド 、 パ リティ 、 ス トッ プ ・ ビ ッ ト 、 ク ロッ ク ・ レ ー ト 
ポイ ンタ 3 

受信 イネ ー プ ル 、 オ ー ト ・ イ ネー プル 、 受 信 キ ャ ラク タ 長 
ポイ ンタ 5 

RTS、 送 信 イ ネー プル 、 送 信 キ ャ ラク タ 長 、DTR 


ポイ ンタ 1 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み リモ ッ ト 

送信 割り 込み イネ ー プ ル 、 ス テー タス ・ ア フェ クト ・ ベ ク 
トル 全 受 信 キ ャ ラク タ 割 り 込 み 、 ウ ェ イ ト / レ ディ 機能 
ディ モー プ ブル 、 人 外部 割り 込み イネ ー プ ブル 


第 1 キャ ラク タ を SIO へ 書き 込み 


SIO の リセ モット 
チャ ネル B の み 


6《 ラ メー タ 送 出 


送受 信 と も に 初期 化 、 オ ー ト ・ イ ネー ブル に する と CTS 
"アク ティ プ で 、 ト ラン スミ ッ タ を 、 ま た DCD ア クティ プ ブ 
で レシ ー バ を イネ ー ブ ル に する 。 


送信 / 受信 割り 込み モー ド の 選択 、 外 部 割り 込み に する 
と CTS、DCD、SYNC 入 力 の 状態 を 監視 し 、 プ レー ク ・ 
シー ケン ス を 検出 する 。 

ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル は チャ ネル B の み 
この デー タ を 転送 し な いと 送信 割り 込み は 発生 し な い 


ホー ルト 命令 か 他 の プロ グラ ム を 実行 


プロ グラ ム で SIO か ら の 割り 込み を 待つ 。 


割り 込み アク ノリ ッ ジ ・ サ イク ル に お いて ベク トル (RR2) を 
CPU へ 送る 。 


〇 キャ ラク ダ タ 受 信 時 
eCPU ヘ デー タ 転 送 
@e ポ イン タ 、 パ ラメ ー タ 更新 
e 割り込み か ら の 復帰 


O 送信 パッ ファ 空 時 
eSIO へ デー タ 転 送 
ポイ ンタ 、 パ ラメ ー タ 更新 
割り 込み か ら の 復帰 


o 外 部 ステ ー タ ス の 変化 時 
eRR 0 を CPU へ 転送 
@ エ ラー・ ル ー チ ン 実 行 ( プ レー ク 検 出 を 含む ) 
e 割り込み か ら の 復帰 


O 特別 受信 条件 発生 時 
e CPU へ RR 1 転送 
e 特別 エラ ー ( 例 : フレ ー ミ ング ・ エ ラー) ルー チン の 実行 
e 割り 込み か ら の 復帰 


割り 込み が 発生 する と ベク トル は 次 の 条件 に より 修飾 


1 受信 キャ ラク タ 有 効 

2 送信 バッ ファ 空 

3 外部 / ステ ー タ ス の 変化 
4 特別 受信 条件 


プロ グラ ム は 8 種 の 割り 込み 処理 ルー チン の どれ か へ 
移る 。 


Z 一 80 以 外 の CPU の 場合 、 修 飾 さ れ た 割り 込み ベク トル 
(RR 2 ) の 内 容 を 応答 サイ クル の 間 に CPU は 読み 込む 
必要 が ある 。 


受信 / 送信 割り 込み モー ド の 再 定義 
送信 / 受信 モー ド ・ デ ィ セ ー プ ル 
モデ ム 制 御 出力 の 更新 ( 例 : RTS オ フ ) 


送信 また は 受信 デー タ 転 送 完了 


送信 の 場合 、 全 キャ ラク タ 送 出 の ステ ー タ ス に より 、 送 
信 完 了 を 示す 。 


、 OLTP に OR O 


同期 モー ド の 送信 と 受信 を 説明 する まえ に 、 キ ャ ラク タ 同 期 の 3 つの 種類 (モノ シン ク 、 バ イシ ンク 、 外 部 同 
期 ) に つい て 説明 する 。 こ れ ら の モー ド で は ば 送受信 と も に X1 の クロ ッ ク を 使用 する 。 デ ー タ は 受信 クロ ッ ク 入 力 
(RC) の 立ち 上 が り エ ッ ジ で サン プリ ング され る 。 送信 デー タ は 送信 クロ ッ ク 入 力 の 立ち 下がり で 変化 する 。 

モノ シン ク 、 バ イシ ンク お よび 外部 同期 の 間 で は 第 1 キャ ラク タ の 同期 の 方 法 が 異な る 。 レ ジス タ は 種々 の 
モー ド に お いて 異な っ た 用 途 に 使用 され る の で 、 動 作 モ ー ド の 選択 は 同期 キャ ラク タ を 書き 込む まえ に 行う 。 
図 7 に 同期 モー ド に お いて 使用 され る 3 種 の デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト を 示す 。 


メッ セー ジ の 進行 方 向 


ES ダー セー) 


ME ジウ が (て だ の 抽 


デー タ ・ フ ィ ー ル ド 


外部 同期 モー ド 


図 7 同期 モー ド ・ デ ー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト 


モジ シンク 
受信 動作 に お いて 、WR 7 に プロ グラ ム さ れ た 1 個 の 同期 キャ ラク タ (8 ビッ ト 同 期 モ ー ド ) と 一 致す る と キ 
ャ ラク タ 同 期 が 成立 し 、 デ ー タ 転送 が 可能 に な る 。 


ンタ ン 4 

WR6、WR7 に プロ グラ ム さ れ た 2 個 の 連続 する 同期 キャ ラク タ (16 ビ ッ ト 同 期 モ ー ド ) と 一 致す る と キャ 
ラク タ 同 期 が 成立 する 。 モノ シン ク と バイ シン ク ・ モ ー ド に お いて は 、 SYNC は と も に 出力 と な り 、 同 期 キ ャ 
ラク タ を 検出 し て いる 受信 クロ ッ ク の 期間 アク ティ ブ に な る 。 


外部 同期 

この モー ド で は 、 キ ャ ラク タ 同 期 は 外部 で 行わ れる 。SYNC は 入力 と な り 外 部 で キャ ラク タ 同 期 が 成立 し た 
こと を Zー80 SIO に 指示 する 。 同 期 パ ター ン の 検出 後 、SYNC 入 力 を 有効 に する た め に 、 外 部 回 路 は 2 サイ ク 
ル の 受信 クロ ッ ク の 期間 待た な けれ ば な ら な い 。 SYNC 入力 は キャ ラク タ の 同期 が 失わ れる まで ゞ Low タ レベ ル 
に 保持 し な けれ ば な ら な い 。 キ ャ ラク タ の アセ ンプ ブリ (組み 立て ) は SYNC の 立ち 下がり 後 の RxC の 立ち 上 が り 
か ら 始 まる 。 


リセ ッ ト 後 すべ て の 場合 に お いて 、 レ シー バ は ハン ト ・ フ ェ ー ズ に 入り その 期間 内 に お いて 、Zー80 SIO は 
同期 キャ ラク タ を 捜す 。 ハ ント は レシ ー パ が イネ ー ブ ル に を な っ た 場合 に 限り 開始 で き 、 キ ャ ラク タ 同 期 が 成立 
する と デー タ 転 送 を 始め る こと が で きる 。 も し 、 キ ャ ラク タ 同 期 が と た れ # な く な る と 、 エ ンタ ・ ハ ント ・ フ ェ ー 
ズ の ビッ ト (WR3 の D4) を 立て る こと に より 、 再 度 ハ ント ・ フ ェ ー ズ に 入る こと が で きる 。 送信 モー ド で は 
トラ ンス ミッ タ は つね に プロ グラ ム さ れ た 同期 ビッ ト (8 また は 16 ビ ッ ト ) を 送っ て いる 。 モ ノシ ンク ・ モ ー 
ド で は 、 ト ラン スミ ッ タ は WR6 の 内 容 を 送り 、 レ シー バ は WR 7 の 内 容 と 比較 する 。 

モノ シン ク 、 バ イシ ンク 、 外 部 同期 の 各 同 期 モ ー ド に お いて は 、 受 信 デ ー タ の アセ ン ブ ル は 、Zー80 SIO が 
リセ ッ ト さ れる か 、 レ シー バ パ バ が ディ セー ブル され る か (コマ ンド また は オー ト ・ イ ネー ブル ・ モ ー ド の DCD) 、 
ある い は CPU が エン タ ・ ハ ント ・ ビ ッ ト を セッ ト す る まで 続行 する 。 
最初 の 同期 が 成立 し た あと の 動作 モー ド は 、 モ ノシ ンク 、 バ イシ ンク 、 外 部 同期 と も に 非常 に よく 似 て いる 。 
相違 点 に つい て 次 に 説明 する 。 

表 4 に 同期 モー ド で 送受 信 す る 場合 の WR 3 、WR4、WR5 の ビッ ト の 意味 を 示す 。WR0O は レジ スタ の 指 
定 と 種々 の コマ ンド 送出 に 使用 する 。WR 1 は 割り 込み の モー ド を 定義 し 、WR6 と WR7 は 同期 キャ ラク タ を 
保持 する た め に 使用 する 。 表 5 は 半 二 重 の バイ シン ク ・ モ ー ド で 送信 する 場合 の 代表 的 を 4 プ ログラム ・ ス テッ 
プ で ある 。 


表 4 , 同期 モー ド に お ける 書き 込み レジ スタ WR3.WR4,WR5 の 内 容 


00=Rx5 ビッ ト / キ ャ ラク タ 
01=Rx7 ビッ ト / キ ャ ラク タ 
10=Rx6 ビッ ト / キ ャ ラク タ 
11=Rx8 ビット / キ ャ ラク タ 


00= 8 ビット 同期 キャ ラク タ 


01=16 ビ ッ ト 同期 キャ ラク タ 0 0 パリ ティ 
10=SDLC モ ー ド 同期 モー ド 選 択 パリ ラテ イネ ー プ ル 


1 一 外部 同期 モー ド 


00=Tx5 ビ ッ ト 以 下 / キ ャ ラク タ 
01=Tx7 ビッ ト / キ ャ ラク タ 1=CRC-16 
10=Tx6 ビッ ト / キ ャ ラク タ | 】 0=CRC 

-CCITT 
11 デ 1x8 ビット / キ ャ ラク タ 


5. 1 同期 送信 
5 1 生生 半 導 攻 
シス テム ・ プ ログ ラム に お いて は 、 パ リティ の 偶 奇 、X1 の クロ ッ ク ・ モ ー ド 、 8 また は 16 の 同期 キャ ラク タ 、 
CRC 生 成 多項式 、 送 信 イ ネー ブル 、RTS、DTR、 割 り 込 み モ ー ド お よび 送信 キャ ラク タ 長 の パラ メー タ を 初期 
設定 し な けれ ば な ら な い 。WR4 の パラ メー タ は WR1、WR3、WR5、WR6、WR7 の パラ メー タ ま た は コ 
マン ド よ りさ き に 設定 し な けれ ば な ら な い 。 
同期 モー ド で は 、 2 種類 の 生成 多項式 CRC 一 16(X" 十 X“ 十 X* 十 1) と SDLC(X" 十 X" 十 XX* 十 1) の うち い ず 
れ か を 使用 する 。 同期 モ ー ド に お いて は 、 ど ちら の 生成 多項式 を 使用 し て も CRC ジ ェ ネ レー タ と チェ ッ カ は リ 
セッ ト す る と すべ て 0 と な る 。 送信 モー ド で 初期 化す る 場合 、CRC ジ ェ ネ レー タ は WR 0 の 送信 CRC ジ ェ ネ レ 
ー タ ・ リ セッ ト ・ コ マン ド の ビッ ト を セッ ト す る こと に より 初期 化 き れる 。 レ シー バ お よび トラ ンス ミッ タ は 
同じ 生成 多項式 を 使用 する 。 
デー タ 転 送 を 行う 場合 に 送信 割り 込み ネー ブル や ウェ イト プレ ディ ・ イ ネー ブル の 機能 を 選択 で きる 。 外 
部 プス テー タス 割り 込み は 、CTS 入 力 端 子 の 状態 や 送信 アン ダー ラン ング EOM ラ ッ チ の 状態 を 監視 する た め に 使 
用 され る 。 オ ー ト ・ イ ネー ブル の 機能 を 選択 する と 、CTS が アク ティ プ に な っ た と き に トラ ンス ミッ タ を イネ 
ー ブ ル に で きる 。 外部 プス テー タス の 割り 込み 発生 時 (CTS ス テー タス ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れる ) か 、 送 信 イ 
ネー ブル ・ コ マン ド の 送出 直後 (オキ オート ・ イ ネー ブル ・ モ ー ド が セッ ト さ れ て いる 場合 ) に 、Z 一 80 SIO に 対 
し て 最初 の デー タ が 転送 され る 。 


リセ ッ ト 後 ある い は トラ ンス ミッ タ が イネ ー ブ ル で な けれ ば 、 送 信 デ ー タ は マー キン グ 状 態 に 保 た れる 。 プ 
ログ ラム に よっ て プレ ー ク する こと が で き 、 プ レー ク 送 出 の ビッ ト を セッ ト す る と 直後 に スペ ー ス 状態 を 発生 
で きる 。 トランスミッタ を 完全 に 初期 化し イネ ー ブ ル する と 、 8 また は 16 ビ ッ ト の 同期 キャ ラク タ が 連続 し て 


出力 し 、 何 も し な けれ ば この 状態 が 続く 。 


5. 1 . 2 デー タ 転 送 と ステ ー タ ス の 監視 


この 披 階 で は 、 割 り 込 み と ウ ェ イ トレ ディ の いく つか の 組み 合わ せ が あ る 。 


割り 込み を 用 いた デー タ 転 送 


送信 割り 込み イネ ー プ ブル の ビッ ト (WR 1 の Di ) が セッ ト さ れ て いる と 、 送 信 バ ッ フ ァ が 空 に な る ご と に 割り 


込み を 発生 する 。 割 り 込 み の 要 求 に 対し て 応答 する た め に は 、 ト ラン ス 
送信 割り 込み ペン ディ ング ・ ラ ッ チ を 送信 割り 込み ペン ディ ング ・ リ セ 


さ 


2 


ッ タ に 他 の キャ ラク タ を 書き 込む か 、 
ト の コマ ンド を 使用 し て リセ ッ ト す 


る か の いずれ に より 対処 する こと が で きる 。 こ の コマ ンド に より さき の 割り 込み に 対処 し 、 ト ラン スミ ッ タ に キ 
ャ ラク タ の 書き 込み が な けれ ば 、 送 信 バ ッ フ ァ 空 に よる 割り 込み は 発生 し な い 。 そ の 理由 は 、 割 りう 込み は バッ 
ファ が 空 に 移行 する こと に より 発生 し 、 す で に 空 に な っ て いる バッ ファ は 空 に 移行 する こと は で き な い か ら で 
ある 。 こ の 状態 に より 送信 アン ダー ラン の 状態 が 引き 起こ され る の で ある が 、 こ れ は バイ シン ク 送 信 ア ンダ ー ラ 


ン の 項 で 説明 する 。 


ウェ イト プレ ディ を 用 いた デー タ 転 送 


WAIT 線 を アク ティ プ に する こと に より 、Zー80 SIO は 、CPU に 対し て デー タ を 受け 付け る 用 意 が で き て い 
を な く て 、CPU に 出力 サイ クル を 延長 し な けれ ば な ら な いこ と を 示す 。DMA コ ント ロー ラ に 対し て READY 線 を 
アァ アクティブ プ に する こと に より 、 送 信 バ パッ ファ は 空 で あり 、Zー80 SIO は 次 の デー タ ・ キ ャ ラク タ を 受け 付け る 
準備 が で き て いる こと を 示す 。 も し 、 送 信 シ フト ・ レ ジス タ が 空 に な る 時 間 ま で に Zー80 SIO に デー タ ・ キ ャ 
ラク タ が 書き 込ま れ て いな けれ ば 、Zー80 SIO は 送信 アン ダー ラン の 状態 に な る 。 


バイ シン グ 送 信 ア ンダ ー ラ ン 


バイ シン ク ・ プ ロト コル で は 、 ト ラン スミ ッ タ に 送る べき デー タ が な い 場 合 (送信 アン ダー ラン の 状態 ) 、 同 期 
を 維持 する た め に 補充 キャ ラク タ が 挿入 され る 。Zー80 SIO で は この 目的 の た め に 2 つの 方 法 を プロ グラ ム で 
選択 で きる 。 一 方 は 同期 キャ ラク タ を 挿入 する 方 法 で あり 、 他 方 は それ まで に 生成 され た CRC キ ャ ラク タ を 送 


り 、 続 いて 同期 キャ ラク タ を 送る 方 法 で ある 。 


2 つの 方 法 の うち どちら を 選択 する か は 、WR 0 内 の リセ ッ ト 送 信 ア ンダ ー ラ ング EOM コ マン ド に よっ て 制 
御 する 。 送信 アン ダー ラン /EOM の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト (RR0 の De) は 、Z 一 80 SIO の 外部 リセ ッ ト ま た は チ 
ャ ネル ・ リ セッ ト に よっ て セッ ト 状 態 に な り 、 途 信 デ ー タ が な い 場 合 に 同期 キャ ラク タ を 挿入 する 。 自動 的 に 挿 
入 き れ た 同期 キャ ラク タ に 対し て は CRC を 計算 し な い 。CPU は メッ セー ジ の 終わ り を 検出 し た 場合 、 人 送信 ア 
ンダ ー ラ ン /EOM リセ ッ ト ・ コ マン ド を 送出 で きる 。 こ れ に より トラ ンス ミッ タ に 送信 デー タ が な く な る と 、 
CRC を 送る こと が で きる 。 こ の 場合 、Z 一 80 SIO は まず CRC を 送り 、 続 いて 同期 キャ ラク タ を 送り メッ セー ジ 


を 終了 させ る 。 


メッ セー ジ 内 で いつ 送信 アン ダー ラン グ プ EOM ビ ッ ト を リセ ッ ト で きる か と いう 点 に 関す る 制限 は な い 。 第 1 


ト の CRC と それ に 続く 同期 キャ ラク タ が 送出 され る 。 送信 ア ンダ ー ラ ン の 状態 の た め に 、 送 信 ア ンダ ー ラ ンジ 
EOM ビ ッ ト が セッ ト さ れ た 時 点 で 外部 プス テー タス 割り 込み が 発生 する 。 

同期 キャ ラク タ が 挿入 され る 場合 自動 的 に 挿入 され る 最初 の 同期 キャ ラク タ が ロー ド さ れ た あと に 限り 
割り 込み が 発生 する 。 こ の 場合 ステータ ス の うち 送信 アン ダー ラン グ EOM の ビッ ト と 送信 バッ ファ 空 の ビッ ト 
が セッ ト さ れる 。 

CRC が 挿入 され る 場合 CRC が 送ら れ て いる 間 に 送信 アン ダー ラン プ EOM ビ ッ ト が セッ ト さ れ 、 送信 バ 
ッ フ ァ 空 の ビッ ト が リモ ッ ト さ れる 。CRC の 送出 が 完了 する と 、 送 信 バ ッ フ ァ 空 の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト は セッ 
ト さ れ 、 他 の メッ セー ジ 送 出 を 開始 し て も よい こと を CPU に 対し て 指示 する た め に 割り 込み が 発生 する (この 割 
り 込 み は 、CRC の 送出 が 完了 し 、 同 期 キ ャ ラク タ が ロー ド さ れ た た め に 発生 する )。 送 る ベ べき メッ セー ジ が な い 
場合 、 プ ログ ラム に より RTS を リセ ッ ト し 、 ト ラン スミ ッ タ を ディ セー ブル する (WR 5 の Ds ) こと に よっ て 送 
信 を 終了 で きる 。 

送信 キャ ラク タ を 8 ビッ ト と 設定 し 、CRC 送 出 期 間 に ト ラン スミ ッ タ に FFu を 書き 込む こと に よる パッ ド ・ 
キャ ラク タ を 送っ て も よい 。 一 方 、 こ の 期間 に 同期 キャ ラク タ を パッ ド ・ キ ャ ラク タ と し て 再 定義 で きる 。 以 
下 の 例 に お いて この 点 を 明らか に する 。 

送信 パッ ファ 空 の ビット を セッ ト す る こと に より Z-80 SIO は 割り 込み を 発生 する 。 


CPU は プロ グラ ム に よっ て 内 部 の ステ ー タ ス を 調べ 、 メ ッ セ ー ジ の 最後 の キャ ラク タ (ETX) が すでに Z-80 SIO に 送ら れ た こと を 認 
識 する 。 

Z-80 SIO に CRC を 送出 させ る た め に 、CPU は 送信 アン ダー ラン プ EOM ラ ッ チ ・ リ セッ ト ・ コ マン ド (WR 0 ) を 送り 、 送 信 割 り 込み 
の 保留 リセ ッ ト ・ コ マン ド に よっ て 割り 込み 要求 に 対処 する 。 (送信 割り 込み の 保留 リセ ッ ト ・ コ マン ド に よっ て Z-80 SIO か ら そ れ 以 
上 の デー タ 要 求 が 出さ れる の を 禁止 する 。) この コマ ンド に よっ て 生じ た 送信 アン ダー ラン の た め に Z-80 SIO は CRC 送 出 を 開始 する 。 
Z-80 SIO は 、 ま た 、 送 信 ア ンダ ー ラ ンプ EOM ラ ッ チ を セッ ト し て 外部 プス テー タス 割り 込み を 起こ す 。 

CPU は この 割り 込み に 対し て は 、 パ ッ ド ・ キ ャ ラク タ を 送信 バッ ファ に ロー ドレ し 、 外 部 プス テー タス 割り 込み リセ ッ ト ・ コ マン ド を 
送る こと に よっ て 対処 する 。 

この シー ケン ス で は 、CRC の あと に パッ ド ・ キ ャ ラク タ が 続き 、 同 期 キ ャ ラク タ は 続か な い 。CRC が 完全 に 送出 され る と 送信 バッ フ 
ァ 空 に よる 割り 込み が 発生 し 、 パ ッ ド ・ キ ャ ラク タ が 送信 シフ ト ・ レ ジス タ に ロー ド さ れる 点 に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 

この 時 点 に お いて 、CPU は さら に パッ ド ・ キ ャ ラク タ が 同期 キャ ラク タ を 送る こと が で きる 。 


バイ シン ク ORO 生 成 

送信 CRC1 イ ネー ブル ・ ビ ッ ト (WR5 の Do。) を セッ ト す る と 、 プ ログ ラム に よっ て Zー80 SIO に 第 1 デー タ ・ 
キャ ラク タ を 送っ た 時 点 に お いて CRC 計 算 が 始ま る 。Z 一 80 SIO は 、 自 動 的 に 2 個 の 同期 キャ ラク タ (16 ビ ッ 
ト ) を 送信 する が 、 数 個 の 同期 キャ ラク タ を メッ セー ジ の まえ に つけ て 送る 方 が (送信 CRC を イネ ー ブ ル する まえ 
に ) 受 信 側 で 確実 に 同期 を と る た め に は 賢明 で ある 。 

送信 CRC イ ネー ブル ・ ビ ッ ト は メッ セー ジ 送 信 中 の どの 時 点 に お いて も 変え ん る こと が で き 、 メ ッ セ ー ジ 中 の 
特定 の デー タ ・ キ ャ ラク タ を CRC 計 算 に 含め た り 、 排 除 し た りす る こと が で きる 。 送信 CRC イ ネー ブル ・ ビ ッ 
ト は 、 デ ー タ ・ キ ャ ラク タ が 送信 デー タ ・ バ ッ フ ァ か ら 送 信 シ フト ・ レ ジス タ に 書き 込ま れ た 時 点 で 必要 な 状 
態 に 確定 し て いる べき で ある 。 送信 CRCT ネー ブル ・ ビ ッ ト を 必要 な 状態 に 確実 に 設定 する た め に は 、 こ の ビ 
ッ ト は デー タ ・ キ ャ ラク タ を Zー80 SIO に 送る まえ に 書 き 込 ま を けれ ば な ら な い 。 


送信 トラ ンス ペア レン ト ・ モ ー ド 

送信 CRC イ ネー ブル を 送信 中 に 変更 で きる 能力 と 16 ビ ッ ト の 同期 キャ ラク タ を さら に 挿入 で きる 能力 に よっ 
て 、 ト ラン スペ アレ ント ・ モ ー ド (バイ シン ク ・ プ ロト コル ) で 動作 さき せる こと が 可能 に なる 。DLE キ ャ ラク タ 
を Zー80 SIO に 転送 する 直前 に CRC 計 算 を 動作 させ な を くす る こと に より 、CRC 計 算 か ら DLE キ ャ ラク タ を 除く 
こと が で きる 。 


トラ ンス ペア レン ト ・ モ ー ド で 送信 アン ダー ラン の 状態 の 場合 、 一 対 の DLE 一 SYN キ ャ ラク タ が 送ら れる 。 
Zー80 SIO は 、DLE キ ャ ラク タ を WR6 に 、 ま た 同期 キャ ラク タ を WR 7 に 書き 込む こと に より 、DLE 一 SYN 
シー ケン ス を 送る ろ る よ うに プロ グラ ム で きる 。 


送信 終了 

Z 一 80 SIO は デー タ の 確実 性 と 有効 性 を 保つ た め に 特別 を 終了 機能 を も っ て いる 。 デ ー タ また は 同期 マラ ク 
クタ 送信 中 に トラ ンス ミッ タ が ディ セー ブル され る と 、 そ の キャ ラク タ は 通常 の 通り 送信 され 、 そ の あと に CRC 
や 同期 キャ ラク タ で は な く マ ー キ ング 状態 が 続く 。 トラ ンス ミッ タ が ディ セー ブル され た と き 、 バ ッ フ ァ 内 の 
キャ ラク タ は その バッ ファ 内 に 保持 され る 。CRC 送 信 中 に 、 も し 、 ト ラン スミ ッ タ が ディ セー ブル され た 場合 、 
16 ビ ッ ト の 送信 は 完了 する が 同期 キャ ラク タ が CRC に 代わ っ て 送ら れる 。 

プレ ー ク は 、 対 応 す る コマ ンド を 制御 レジ スタ に 書き 込む と 、 書 き 込 ん だ 時 点 で 有効 に なり 、 送 信 バ パッ フ ァ 
と シフ ト ・ レ ジス タ 内 の キャ ラク タ は 消失 する 。 

すべ て の モー ド に お いて キャ ラク タ は 最 下 位 ビ ッ ト か ら 送 信 さ れる 。 これ は 、 も し 、 語 長 が 8 ビッ ト よ り 短 い 
場合 、 送 信 デ ー タ を 右側 で を ろ え る 必要 が ある か ら で あ る 。 も し 、 語 長 が 5 ビッ ト 以 下 で あれ ば 、 書 き 込 み レ ジ 
スタ 5 で 述べ る 特別 な 方 法 が デー タ の フォ ー マ ッ ティ ング に 必要 と な る (第 7 章 一 80 SIO プ ログ ラミ ング 参 
照 )。 5 ビッ ト 以 下 で 使用 され る 場合 を 除い て 、 デ ー タ ・ キ ャ ラク タ 内 の 未 使用 の ビッ ト の 状態 に は 制限 は な い 。 

も し 、 外 部 プス テー タス 割り 込み ネー ブル ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いる な ら ば 、CRC キ ャ ラク タ 送 信 開 始 、 
同期 キャ ラク タ 送 信 開 始 、CTS 端 子 の 状態 の 変化 、 の よう な トラ ンス ミッ タ の 状態 に より Z 一 80 SIO は 割り 込み 
を 発生 し 、 も し 、 ス テー タス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル の ビッ ト が セッ ト さ れ て いる な ら ば 、 特 別 き ベク トル を 作 
成す る 。 こ の 割り 込み モー ド は ブロ ッ ク 転 送 の 期間 に 使う こと が で きる 。 

ポー リン グ ・ モ ー ド で 動作 させ た り 、 あ る い は プロ グラ ム 実 行 中 に お いて 不 必要 な 割り 込み を 避け る た め に 
すべ て の 割り 込み を ディ セー ブル で きる 。 


表 5 


バイ シン 2 ク 送信 モー ド 


代表 的 プロ グラ ム ・ ス テッ プ 


ロー ド 内 容 


チャ ネル ・ リ モット 送信 CRC ジ ェ ネ レー タ の リセ ッ ト 
ポイ ンタ 2 

割り 込み ベク トル 

ポイ ンタ 3 

デー Roi41 ホ ホー ジル 
ボイン タ 4 

パリ ティ 、 同 期 モ ー ド 、 
ポイ ンタ 6 
同期 キャ ラク タ 1 

ポイ ンタ 7、 外 部 プス テー タス 割り 込み 
同期 キャ ラク タ 2 

ポイ ンタ 1 、 外 部 プス テー タス 割り 込み の リセット 
ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル 、 外 部 割り 込み イネ ー 
プル 、 送 信 割 り 込 み イ ネー プル また は 、 ウ ェ イ トン レデ 
ィ ・ モ ー ド ・ イ ネー プ ブル 


X1 ク ロッ ク 


ポイ ンタ 5 
RTS、 送 信 イ ネー ブル 、 パ イシ ンク CRC 送信 キャ ラク 
タ 長 


SIO へ 最初 の 同期 キャ ラク タ 書 き 込 み 


SIO リ セッ ト 、CRC ジ ェ ネ レー タ の 初期 化 
チャ ネル B の み 
CTS 検 出 後 の み 送信 開始 


送信 パラ メー タ 送 出 


外部 割り 込み モー ド に する と 、 送 信 ア ンダ ー ラ ン /EOM ラ 
ッ チ の 状態 以外 に CTS、DCD 入力 端子 の 状態 を 監視 す . 
る 。 送信 割り 込み イネ ー ブ ル に より 送信 パッ ファ 空 に な 
る と 割り 込み を 発生 する 。DMA や CPU の プロ ッ ク 転 送 に 
より デー タ 転 送 す る 場合 に ウェ イト / レ ディ ・ モ ー ド を 使 
用 で きる 。 


ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル ( チ ャ ネル B の み ) 
SIO に 同期 キャ ラク タ で な い 最 初 の デー タ が 送信 きれ た 
時 点 で 、 送 信 CRC イ ネー プル を セッ ト す べき で ある 。 


メッ セージ の 始め に 数 個 の 同期 キャ ラク タ が 必要 
トラ ンス ミッ タ は 完全 に 初期 化 さ れる 。 


ホー ルト 命令 の 実行 か 他 の プロ グラ ム を 実行 


割り 込み (ウェ イト プレ ディ ) 発 生 時 

e SIO 内 で 、CRC 計 算 に デー タ ・ バ イト を 含め る か 否 か 

ゃ CPU また は メモ リ か ら SIO ヘ データ 転送 

制御 キャ ラク タ の 検出 と 適当 な フラ グ 設 定 

@ メ ッ セ ー ジ の 最終 キャ ラク タ が 検出 され る と 送信 アン ダー 
ラン ング EOM ラ ッ チ (WR0) を リセ モット 

e ゃ ポイ ンタ 、 パ ラメ ー タ の 更新 

* 割り 込み か ら の 復帰 


エラ ー 条 件 また は ステ ー タ ス の 変化 発生 時 
eRR 0 の CPU へ の 転送 

@ エ ラー ルー チン の 実行 

@ 割 り 込み か ら の 復帰 


デー タ 転 送 の た め に 割り 込み 待ち 


第 1 バイ ト 送信 時 に 割り 込み 発生 (ウェ イト プレ ディ は 
アク ティ プ に な る )。 ウ ェ イ ト ・ モ ー ド に より CPU は メモ リ 
か ら SIO へ プロ ッ ク 転 送 す る 。 レ ディ ・ モ ー ド に より メモ 
リ か ら SIO へ DMA 転 送 。DMA チ ッ プ を プロ グラ ム し て 特 
別 を な 制御 キャ ラク タ (ASCII,EBCDIC コ ー ド を 示す ビッ 
ト ) を 検出 し 、 割 り 込 み を 発生 する よう に で きる 。 


送信 アン ダー ラン グ EOM は 、 送 信 ア ンダ ー ラ ン ( 同 期 キ ャ 
ラク タダ タ 送出) か 、 メ ッ セ ー ジ 終了 (CRC 一 16 送 出 ) を 示す 。 


割り 込み モー ド 再 設定 
モデ ム 制 御 出 力 の 更新 (RTS ォ オフ ) 
送信 モー ド ・ デ ィ セ ー プ ブル 


プロ グラ ム に より メッ セー ジ を 終了 する 。 


5. 2 同期 受信 

が: 2-. 1 . 拉 鞭 化 

同期 モー ド の 受信 動作 を させ る 場合 、 シ ステ ム ・ プ ログ ラム に お いて は 、 パ リティ の 偶 奇 、8 ま た は 16 ビ ッ 
ト の 同期 キャ ラク タ 、X1 の クロ ッ ク ・ モ ー ド 、CRC 生 成 多項式 、 受 信 キ ャ ラク タ 長 な どき を 初期 設定 する 。 同 期 
キャ ラク タ は WR6、WR7 に ロー ド さ れ な けれ ば な ら な いし 、 レ シー バ は すべ て の 受信 パラ メー タ を 設定 し た 
あと に お いて の み イ ネー ブル に で きる 。WR4 の パラ メー タ は 、WR1、WR3、WR5、WR6、WR7 の パラ 
メー タ ・ コ マン ド よ り も さき に 設定 し を けれ ば な ら な い 。 

初期 設定 後 、 レ シー パ は ハン ト ・ フ ェ ー ズ に 入る 。 こ の フェ ー ズ は キャ ラク タ の 同期 が 成立 する まで 続く 。 
WR 3 内 の 同期 キャ ラク タ ・ ロ ー ド 禁止 ビッ ト を セッ ト す る こと に より 、 メ ッ セ ー ジ の 始め に 置か れる すべ て の 
同期 キャ ラク タ を 受信 バッ ファ に ロー ド し な いよ うに で きる 。 


5. 2. 2 デー タ 転 送 と ステ ー タ ス の 監視 
キャ ラク タ の 同期 成立 後 、 ア セン ブル され た キャ ラク タ は 受信 デー タ FIFO へ 転送 され る 。 以下 に 示す 4 種 
の 割り 込み モード が あり 、 デ ー タ 転送 お よび ステ ー タ ス の 読み 出し に 使用 され る 。 


割り 込み ディ セー ブル 
Z 一 80 SIO を ポー リン グ 動 作 で 用 いた り 、 オ フ ・ ラ イン の 状態 に する 場合 に この モー ド を 使用 する 。 


第 1 キャ ラク タ 受 信 割 り 込 み 

この モー ド は 、 入 力 デ ー タ の 転送 レー ト に 対し て CPU や DMA デ バイ ス を 同期 させ る 目的 で 、 ポ ー リ ング ・ ル 
ー プ や WAIT プ READY 線 を 用 いた プロ ッ ク 転 送 を 開始 する 場合 に 、 通 常 使用 は d れ る 。 こ の モー ド に お いて は 、 
Z 一 80 SIO は 第 1 キャ ラク タ に 対し て 割り 込み を 発生 し 、 以 後 特別 受信 条件 を 検出 し た 場合 に お いて の み 割 り 
込み を 発生 する 。 こ の モー ド に 再度 初期 化す る た め に は 、 次 の 受信 キャ ラク タ で 割り 込み ネー ブル ・ コ マン 
ド (WR0 の Ds 一 Ds) を 使用 する 。 こ の コマ ンド を 設定 する と 、 次 に 受信 し た キャ ラク タ で 割り 込み を 発生 する 。 
この モー ド に お いて は 、 パ リティ ・ エ ラー は 割り 込み を 発生 し な い が 、 エ ンド ・ オ プ ・ フ レー ム (SDLC モ ー 
ド ) と オー バラ ン は 割り 込み を 発生 する 。 

外部 プス テー タス 割り 込み を イネ ー ブ ル に すれ ば 、DCD の 状態 が 変化 する どの 時 点 に お いて も 割り 込み を 発 
生 す る 。 


全 キ ャ ラク タ 受 信 割 り 込み 

この モー ド で は 、 受 信 パ バッファ に キャ ラク タ が 入る と つね に 割り 込み を 発生 する 。 ス テー タス ・ ア フェ クト ・ 
ベク トル の ビッ ト が 設定 され て いる 場合 、 エ ラー と 特別 受信 条件 に より 特別 を ベク トル を 発生 する 。 パ リティ 
・ エ ラー に 関し て は 、 特 別 を 割り 込み ベク トル を 発生 する か どう か を 選択 で きる 。 


特別 受信 条件 割り 込み 

第 1 キャ ラク タ 受 信 割 り 込み 全 キ ャ ラク タ 受 信 割 り 込 みい ずれ の モー ド が 選ば れ て も 、 特 別 受信 条件 に より 
割り 込み を 発生 で きる 。 特別 受信 条件 に よる 割り 込み を 発生 する 原因 と し て 受信 オー バラ ン ・ エ ラー が ある 。 
受信 オー バラ ン や パリ ティ ・ エ ラー の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト は ラッ チ さ れる の で 、 読 み 出し た エラ ー の 状態 は 、 


受信 バッ ファ 内 に ある 現在 の キャ ラク タ に 対す る エラ ー と 最後 に 書き 込ん だ エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド 以 後 
に 発生 し た パリ ティ や オー バー ラン の エラ ー を 合わ せ た も の に な る 。 こ れ ら の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト は エラ ー・ 
リセ ッ ト ・ コ マン ド に よっ て リセ ッ ト さ れる 。 


CRC エ ラー・ チ ェ ッ ク と 終了 

プロ グラ ム 制 御 に より 、 受 信 メ ッ セ ー ジ に 対し て 1 キャ ラク タ 単 位 に CRC の エラ ー・ チ ェ ッ ク を 行う こと が 
で きる 。 受信 CRC イ ネー ブル ・ ビ ッ ト (WR3 の Ds ) は 、 次 の キャ ラク タ が 受信 シフ ト ・ レ ジス タ か ら 受 信 バ ッ 
ファ ・ レ ジス タ に 転送 され る より 前 に セッ ト / リ セッ ト さ れ な けれ ば な ら な い 。 こ の こと に より 、 特 定 の キャ ラ 
クタ に 対し て CRC チ ェ ッ ク に 含め た り 排 除 する 制御 が 確実 に 行え を る よう に な る 。 

特定 の キャ ラク タ に 対し て CRC チ ェ ッ ク を イネ ー ブ ル や ディ セー ブル する 時 間 的 余 容 を CPU に 与え る た め 
に 、Zー80 SIO は 、 そ の キャ ラク タ が 受信 バッ ファ に 転送 きれ た の ち 、 8 ビッ ト 時 間 遅 れ て CRC を 計算 する 。 
次 の キャ ラク タ が 転送 きれ る まえ に CRC が イネ ー ブ ル に な れ ば 、 CRC は 転送 され る その キャ ラク タ に 対し て 
計算 され る 。 次 の 転送 が 行わ れる より まえ に CRC が ディ セー ブル に なれ ば 、 現 在 進行 中 の CRC 計 算 は 続い て 行 
われ る が 、 バ ッ フ ァ へ の 転送 が 完了 し た その キャ ラク タ に 対し て は CRC 計 算 は 行わ れ な い 。 これ ら の 条件 が 満 
た され る と 事実 上 3 バイ ト の 受信 デー タ ・ バ パ バッファ は バイ シン ク の 動作 時 に は 必要 が な く な る 。CRC は 必要 に 
応じ て どの 時 点 に お いて も イネ ー ブ ル 、 デ ィ セ ー ブ ル で きる 。 

モノ シン ク 、 バ イシ ンク グ 、 人 外部 同期 いずれ の 動作 モー ド に お いて も 、CRC プ フレ ー ミ ング ・ エ ラー・ ビ ッ ト 
(RR1 の Ds) は 、 キ ャ ラク タ が 受信 シフ ト ・ レ ジス タ か ら 受 信 バ ッ フ ァ へ 転送 され た の ち 、16 ビ ッ ト 時 間 遅 れ た 
(8 ビッ ト 遅 延 と CRC の 8 ビッ ト ・ シ フト 分 )CRC チ ェ ッ カ の 比較 結果 を 含ん で いる 。 送信 中 に エラ ー が な けれ 
ば この 結果 は 0 に な る は ず で ある 。 (その 結果 は CRC 計 算 が 終了 し た 時 点 に お いて の み 有 効 で ある 点 に 注意 す 
べき で ある 。 結果 を この 時 点 よ り ま え に 読 み 出す と 、 通 常 エ ラー を 示す 。) 比較 は 各 転 送 ご と に 行わ れ 、 キ ャ ラ 
クタ が 受信 FIFO 中 に ある 限り 有効 で ある 。 

次 の 例 は 4 個 の 文字 A、B、C、D が この 順に 受信 され た 場合 の CRC チ ェ ッ ク 動 作 を 示し た も の で ある 。 

キャ ラク タ A を バッ ファ ヘ へ ロー ド 
キャ ラク タ B を バッ ファ へ ヘ ロ ー ド 
キャ ラク タ C が バッ ファ に 入る まえ に CRC を ディ セー ブル する と 、B に 対す る CRC 計 算 は 行わ れ な い 。 
キャ ラク タ C を バッ ファ ヘ へ ロー ド 
キャ ラク タ C の ロー ド 後 、CRC プ アフ レー ミン グ ・ エ ラー は キャ ラク タ A ま で の 比較 結果 を 示す 。 
キャ ラク タダ D を バッ フチ ペロ ー ド 

キャ ラク タ D が バッ ファ に 入っ た あと 、CRC エ ラー・ ビ ッ ト は 、 キ ャ ラク タ B が CRC 計 算 に 含ま れ て いる か 
どう か に 関係 な く キ ャ ラク タ B ま で の 比較 結果 を 示す 。 

CRC 計 算 は 並行 し て 行う た め に 、 受 信 ク ロッ ク は 、 第 2 の CRC キ ャ ラク タ が 受信 バッ ファ に ロー ド さ れ た あ 
と 16 サ イク ル (8 ビ ッ ト 遅 延 と 8 ビッ ト CRC シ フト )、 あ る い は RxD 入 力 に お いて 最後 の ビッ ト が 到達 し て か ら 20 
サイ クル (前 記 16 ビ ッ ト の 遅延 と 3 ビッ ト ・ バ ッ フ ァ の 遅延 と 1 ビッ ト 入 力 遅延 ) の 間 、CRC 計 算 が 完了 する た 
め に 、 続 か な けれ ば な ら な い 。 必要 と する 16 サ イク ル の クロ ッ ク を 供給 する た め に 、 よ り 高 速 の 外部 クロ ッ ク 
を 受信 クロ ッ ク 入 力 に 印加 し て も よい 。 送信 と 受信 デー タ の 経路 図 ( 図 3) に CRC 経 路 に お ける 種々 の 遅延 箇 
所 を 示す 。 

半 二 重 パ イシ ング 受信 モー ド を 実現 する た め の 代表 的 プロ グラ ム ・ ス テッ プ を 表 6 に 示す 。 コ マン ド お よび 


ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト の 完全 な 定義 に つい て は 第 7 章 Zー80 SIO プ ログ ラミ ン グ に お いて 説明 する 。 


表 6 


代表 的 プロ グラ ム ・ ス テッ プ 


ロー ド 内 容 


チャ ネル ・ リ モッ ト 、 受 信 CRC チ ェ ッ カ の リセ ッ ト 
ポイ ンタ 2 

割り 込み ベク トル 

ポイ ンタ 4 

パリ ティ 、 同 期 モ ー ド 、X1 ク ロック ・ モ ー ド 

ポイ ンタ 5、 外 部 プス テー タス 割り 込み リモ ッ ト 

バイ シン ク グ 、CRC 一 16、DTR 

ポイ ンタ 3 

同期 キャ ラク タ ・ ロ ー ド 禁止 、 受 信 CRC イ ネー プル 、 エ ン 
タ ・ ハ ント ・ モ ー ド 、 オ ー ト ・ イ ネー プル 、 受 信 キ ャ ラ 
クタ 長 


ポイ ンタ 6 

同期 キャ ラク タ 1 

ポイ ンタ 7 

同期 キャ ラク タ 2 

ポイ ンタ 1 、 外 部 プス テー タス 割り 込み リモ セッ ト 
ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル 、 外 部 割り 込み イネ 
ー プ ブル 、 第 1 キャ ラク タ 受 信 割 り 込 み 


ポイ ンタ 3、 次 の 受信 キャ ラク タ で 割り 込み イネ プル 
受信 イネ ー プ ブル 、 同 期 キ ャ ラク タ ・ ロ ー ド 禁止 、 エ ンタ 
・ ハ ント ・ モ ー ド 、 オ ー ト ・ イ ネー プル 、 受 信 キ ャ ラク 
タ 長 


SIO の リモ ッ ト 、 受 信 CRC チ ェ ッ カ の 初期 化 
チャ ネル B の み 


受信 パラ メー タ ・ セ モット 


同期 キャ ラク タ の ロー ド 禁 止 に より メッ セー ジ の 始め に 
ある すべ て の 同期 キャ ラク タ を 除く 。 オ ー ト ・ イ ネー プ ブ 
ル に より 、 レ シー パ は DCD 入 力 の 変化 後 の み デー タ 受 信 
可能 と な る 。 


この 割り 込み モー ド で は 、 最 初 の 非同期 キャ ラク タ の み 
CPU に 転送 、 以 後 の デ ー タ は DMA で 転送 され る 。 特 別 受信 
条件 は CPU に 対し て 割り 込み を 発生 する 。 ス テー タス ・ 
アフ ェクト ・ ベ クト ル は チャ ネル B の み 


WR3 に より 、 レ シー バ パ を イネ ー プ ル す る 。 受信 CRC イ 
ネー ブル の 書き 込み は 、SOH、STX 受 信 後 に 行わ な け 
れ ば な ら な い 。 


ホー ルト 命令 の 実行 か が 他 の プロ グラ ム を 実行 


受信 モー ド は 完全 に 初期 化 さ れ 、 シ ステ ム は 第 1 キャラ 
クタ 割り 込み を 待つ 。 


ee 


Oo 第 1 キャ ラク タ に よる 割り 込み 発生 時 CPU は 以下 の 項目 を 実 
行 す る 
@ CPU へ ヘ デ ー タ 転送 
* CPU で 制御 キャ ラク タ に 対し て 検出 フラ グ の セッ ト 
eCRC チ ェ ッ ク に デー タ を 含め る か 否 か 
e ポ イン タ 、 パ ラメ ー タ の 更新 
eDMA 動 作 に 対し て ウェ イト プレ ディ を イネ ー プ ブル 
eDMA 動 作 イ ネー プル 
e 市 り 込 みか ら の 復帰 


の 〇 ウェ イト プレ ディ が アク ティ ブ に な る と DMA は 以下 の 項目 
を 実行 する 
e メ モリ ヘ へ デー タ 転 送 
特別 を キャ ラク タ を DMA が 検出 する と 割り 込み 
@ メッ セー ジ の 最終 キャ ラク タ を DMA が 検出 し CPU へ 割り 込み 


OO メッセ ー ジ を 終了 する た め に CPU は 以下 の 項目 を 実行 する 
eCPU へ RR 1 を 転送 
CRC の 結果 に 従い ACK/NAK フ ラグ を セッ ト す る 
e ポ イン タ 、 パ ラメ ー タ の 更新 
割り 込み か ら の 復帰 


ハン ト ・ モ ー ド の 期間 、SIO は 2 個 の 連続 し た キャ ラク 
タ を 検出 し 、 同 期 を 成立 させ る 。CPU は DMA モ ー ド に 設定 
し 、 以 後 の 転送 は DMA コン トロ ー ラ に より 行わ れる 。 
DMA は 特別 を キャ ラク タ を 検出 する よう に プロ グラ ム き さき 
れ 、(ASCII、EBCDIC コ ー ド を 特徴 づけ る ビッ ト を 調べ 
る 。) そ の キャ ラク タ を 検出 後 、CPU に 対し 割り 込み 発生 。 
CPU は ステ ー タ ス か 制御 キャ ラク タ を 調べ 、 適当 な 処 
理 を 行う 。( 例 :CRC イ ネー プル 更新 )。 


エラ ー 状 態 に 対し て SIO は CPU へ 割り 込み 発生 。 
エラ ー・ ル ー チ ン で 現在 の メッ セー ジ を 無効 に し 、 エ ラー 
状態 を クリ ア し て 動作 を くり 返す 。 


割り 込み モー ド と 同期 モー ド の 再 設定 


モデ ム 制 御 の 更新 、 受 信 モ ー ド ・ デ ィ モ セー プ ブル 


第 6 章 SDLC (HDLC) モー ド 


Z 一 80 SIO は 、 ハ イレ ベル 同期 デー タ ・ リ ング 制 卸 (HDLC) 、 IBM 同期 デー タ ・ リ ンク 制御 (SDLC) 
の 両 プ ロト コル を 扱う こと が で きる 。 SDLC と HDLC は 非常 に 似 て いる の で 、 以 下 SDLC に つい て の み 記 述 
する 。 

SDLC は それ が キャ ラク タ 指 向 で な を く ビッ ト 指 向 で ある と いう 理由 に より 、 同 期 バ イシ ンク ・ プ ロト コル と 
は か を な り 異 な っ て いる 。 し た が っ て SDLC モ ー ド に お いて は トラ ンス ペア レン ト 動 作 を ご く 自 然 に 処理 する こ 
と が で きる 。 メッセー ジ 長 と ビッ ト ・ パ ター ン の 点 か らち みる と 、SDLC は ビッ ト 指 向 に する こと に より 和 柔軟 性 
の ある プロ トコ ル に な る 。Zー80 SIO は メッ セー ジ の 長 さ を 可変 で きる いく つか の 機能 を 内 蔵 し て いる 。SDLC 
プロ トコ ル に 関す る 詳細 を 情報 は 、 こ の 件 に 関し て 発行 され た 文献 、 た と えば 、IBM ド キュ メン ト GA27 一 3093 
に 載っ て いる 。 

フレ ー ム と 呼ば れる SDLC の メッ セー ジ ( 図 8) は 、 バ イシ ンク ・ プ ロト コル の 同期 キャ ラク タ に 似 て いる 
フラ グ に よっ て オー プン 、 ク ロー ズ す る 。 乙一 80 SIO は デー タ 転 送 と 、 メ ッ セ ー ジ の 開始 と フレ ー ム の 終了 を 
指示 する フラ グ ・ キ ャ ラク タ の 認識 を 行う 。Z 一 80 SIO は 共有 ゼロ ・ フ ラグ を 受信 で きる が 、 そ れ ら の 送信 は 
で き な い 点 に 注意 し よう 。SDLC フ レー ム の 8 ビッ ト ・ ア ドレ ス ・ フ ィ ー ル ド は 2 次 局 の アド レス を 含ん で い 
る 。Zー80 SIO は アド レス ・ サ ー チ の モー ド を も っ て お り 、2 次 局 の アド レス を 認識 し て フレ ー ム を 受け 付け 
た り 排 除 す る こと が で きる 。 

SDLC フレ ー ム の 制御 フィ ー ル ド は Z 一 80 SIO に 対し て は 何 の 影響 も 与え を ず 、 た だ 単に CPU に 転送 され る 
だ け で ある 。Zー80 SIO は フレ ー ム ・ チ ェ ッ ク の シー ケン ス を 処理 で きる が 、 こ の 場合 CRC ジ ュ ネ レー タ を す 
べ て 1 に 初期 設定 し た り 、 ま た は 受信 モー ド で 開始 フラ グ を 検出 し た と き に CRC チ ェ ッ カ を リセ ッ ト し た り 、 
送信 モー ド で フレ ー ム ・ チ ェ ッ ク ・ フ ラグ を 送る と いう よう な 機能 に よっ て プロ グラ ム を 簡単 に で きる 。Zー80 


- SIO に 含ま れ て いる 自動 で ロ 挿入 と 削除 回 路 に よっ て 制御 回 路 は 簡単 に な る 。 


表 7 は SDLC の 送受 信 モ ー ド に お ける WR3、WR4、WR5 の 意味 で ある 。 WR0 は 他 の レジ スタ の 指定 と 
種々 の コマ ンド の 指示 を 行う 。WR2 は 割り 込み ベク トル を 、WR7 は フラ グ ・ キ ャ ラク タ を 、WR6 は 2 次 ア 
ドレ ス を 保持 する 。 


オー プン ・ フ ラグ アド レス クロ ー ズ ・ フ ラグ 
0111 1110 8 ビット 0111 1110 


メッ セー ジ の 進行 方 向 


図 8 SDLC/HDLC モ ー ド ・ メ ッ セ ー ジ ・ フ ォ ー マ ッ ト 


表 7 SDLC モ ー ド に お ける 書き 込み レジ スタ WR 3 、WR 4 、WR 5 の 内 容 


00=R,5 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
01=R7 ビ ピット / キ ャ ラク タ 
10ーR,6 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 
11=R,8 ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 


ka 


1 0 
SDLC モ ー ド 選択 


00=5 ビ ッ ト 以 下 / キ ャ ラク タ 


01=7 ビッ ト / キャ ラク タ 3 送信 C RC 


10 一 6 ビッ ト / キャ ラク タ イネ ー プ ブル 
11= ニ 8 ビッ ト / キャ ラク タ 


6. 1 SDLC 送 信 
6. 1. 1 初期 化 

同期 モー ド と 同じ よう に 、 SDLC 送 信 モ ー ド で は 、 次 の パラ メー タ SDLC モ ー ド 、SDLC 生 成 多 項 式 、R TS、 
DTR、 送 信 キ ャ ラク タ 長 、 送 信 割 り 込 み モ ー ド (また は ウェ イト / レ ディ 機能 ) 、 送 信 イ ネー ブル 、 オ ー ト ・ イ ネ 
ー ブ ル お よび 外部 / ス テー タス 割り 込み を 初期 設定 し な けれ ば な ら な い 。 

SDLC モ ー ド と SDLC の 生成 多項式 を 選択 する と 、 Zー80 SIO は イネ ー ブ ル に な り 、 CRC ジ ェ ネ レー タ は 
すべ て 1 に 初期 設定 され る が 、 こ れ は 送信 CRC ジ ェ ネ レー タ ・ リ セッ ト ・ コ マン ド (WR 0 ) の 送出 に よっ て 
行う 。 割 り 込 み モ ー ド の 詳細 に つい て は 同期 モー ド の 項 を 参照 の こと 。 

リセ ッ ト 後 ある い は トラ ンス ミッ タ が イネ ー プ ブル され て いな い 場 合 、 送 信 デ ー タ 出力 端子 は マー キン グ 状 態 
を 保つ 。 プ レー ク を プロ グラ ム し 、 ス ペー ス 状 態 を 作成 で きる 。 トランスミッタ を 完全 に 初期 化し 、 イ ネー プ ブ 
ル に する と 、 送 信 デ ー タ 出力 端子 か ら フ ラグ が 連続 し て 送信 きれ る 。 

アボ ー ト 送出 コマ ンド (WR 0 の コマ ンド 1) を 書き 込む こと に より 、 ア ボー ト ・ シ ー ケ ンス を 送る こと が で き 
る 。 こ の シー ケン ス で は 、T.D が 連続 フラ グ に 復帰 する まえ に 8 個 以 上 で 14 個 より も 少な い 1 を 送信 する 。 ア ボ 
ー ト ・ シ ー ケ ンス (8 個 の 1) は 5 ビッ ト の 連続 する 1 (ゼロ 挿入 回 路 に お いて は 5 個 ま で が 許さ れる ) の あ 
と に 続く こと が で きる が 、 こ の 場合 13 個 の 1 が 送ら れる 。 ア ボー ト ・ コ マン ド を 送る と 送信 中 の デー タ お よび 
送信 バッ ファ 内 の デー タ は 消失 する 。 

一 連 の デー タ の 中 に 5 個 の 連続 する 1 が ある 場合 、 必 要 に 応じ て 次 に 余分 の 0 が 自動 的 に 挿入 され る 。 フラ 


(注意 ) コマ ンド 0 一 7 は WR0 レ ジス タ Ds 一 Ds の 各 コ マン ド を 意味 する 。 
電源 投入 後に Zー80SIO を 初め て SDLC モー ド に 設定 する 場合 に は 、6, 1, 3 の 手順 に 従い 行う こと 。 


グ や アボ ー ト に 対し て は これ は 適用 され な い 。 


6. 1 . 2 デー タ 転 送 と ステ ー タ ス の 監視 
SDLC モ ー ド に お いて は 、 割 り 込 み と ウ ェ イ ト / レ ディ 機能 の 間 に い くつ か の 組み 合わ せ が あ る 。 


割り 込み を 用 いた デー タ 転 送 

送信 割り 込み ネー ブル ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いる と 、 バ ッ フ ァ が 空 に を な る ご と に 割り 込み を 発生 する 。 
他 の キャ ラク タ を トラ ンス ミッ タ に 書き 込む か 、 送 信 割 り 込 み 保 留 ラ テッ チ を 送信 割り 込み の 保留 リセ ッ ト ・ コ 
マン ド (WR0 の CMD5) に よっ て リモ セッ ト す る こと に より 、 各 割り 込み に 対し て 対処 で きる 。 こ の コマ ンド 
に よっ て 割り 込み に 対処 し 、 ト ラン スミ ッ タ に 書き 込み が な けれ ば 、 送 信 割 り 込 み は 以後 発生 し な い 。 結果 と 
し て 送信 アン ダー ラン の 状態 に な る 。 他 の キャ ラク タ を 書き 込み 、 そ れ が 送出 され る と 、 ト ラン スミ ッ タ は 再 
度 空 に なり 、 CPU に 対し て 割り 込み を 要求 する 。SDLC 動 作 に お いて は 、 送信 割り 込み モー ド を 用 いて 、 フ ラグ 
に 続い て 、8 ビ ピット ・ ア ドレ ス ・ フ ィ ー ル ド 、 制 御 フ ィ ー ル ド お よび 情報 フィ ー ル ド (I フ ィ ー ル ド ) を 
Z 一 80 SIO に 送る 。Z 一 80 SIO は 送信 アン ダー ラン の 機能 を 用 いて 、 フ レー ム ・ チ ェ ッ ク ・ シ ー ケ ンス を 送信 
する 。 

トラ ンス ミッ タ が 最初 に イネ ー ブ ル に な っ た と き は 、 送 信 バ ッ フ ァ 空 に よる 割り 込み は 最初 の デー タ ・ キ ャ 
ラク タ を 書き 込ん だ あと まで は 発生 し な い 。 


ウェ イト / レ ディ を 用 いた デー タ 転 送 

ウェ イト / レ ディ 機能 を 選択 する と 、 ウェイト は CPU に 対し て 、Zー80 SIO 側 で は デー タ を 受け 取る 用 意 が 
で き て いな い の で 入出 力 サ イク ル を 拡張 し な けれ ば な ら な いこ と を 示し 、 一 方 、 レディ は DMA コン トロ ー ラ に 
対し て 送信 バッ ファ が 空 で あり 、Z 一 80 SIO 側 で は 次 の キャ ラク タ の 受け 取り 用 意 が で き て いる こと を 示す 。 
送信 シフ ト ・ レ ジス タ が 空 に な る 時 間 ま で に Z 一 80 SIO に デー タ ・ キ ャ ラク タ が ロー ド さ れ て いな けれ ば 、Z 一 80 
SIO は 送信 アン ダー ラン の 状態 に な る 。 ア ドレ ス 、 制 御 、 情報 の 各 フ ィ ー ル ド を 、 ウ ェ イ ト / レ ディ の 機能 を 用 
いて 乙一 80 SIO に 転送 する こと が で きる 。Zー80 SIO は 送信 アン ダー ラン の 機能 を 用 いて フレ ー ム ・ チ ェ ッ 
ク ・ シ ー ケ ンス を 送信 する 。 


SDLC 送 信 ア ンダ ー ラ ン / EOM 

SDLC 類 似 の プロ トコ ル で は 、 メ ッ セ ー ジ 内 を キャ ラク タ で 満た す 手 段 を も っ て いな い 。 一 方 、Z 一 80 SIO は 、 
送信 デー タ ・ バ ッ フ ァ と 出力 シフ ト ・ レ ジス タ に 送信 すべ き ビ ッ ト が な い 場 合 、 自 動 的 に SDLC フ レー ム を 終 
了 す る 。Zー80 SIO は 、 ま ず 、2 バ イト の CRC を 送り 、 続 いて 1 個 以上 の フラ グ を 送る こと に より これ を 実現 す 
る 。 この テク ニッ ク を 用 いる と 、 非 常に 高速 の デー タ 転 送 を DMA 制 御 や CPU の ブロ ッ ク 入 出力 制御 下 で 行う 
こと が で き 、CPU に 対し て 送信 メッ セー ジ の 終了 に 高速 に 応答 させ る 必要 が な く な る 。 

Z 一 80 SIO が 送信 アン ダー ラン の 状態 に お いて と る 動作 は 送信 アン ダー ラン ング EOM コ マン ド の 状態 に よっ て 
決ま る 。 リ セッ ト 後 、 送 信 ア ンダ ー ラ ンプ EOM の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト は セッ ト 状 態 に な り 、 送 信 デ ー タ が な い 期 
間 に CRC キャ ラク タ が 挿入 され る の を 禁止 する 。 し た が っ て フラ グ ・ キ ャ ラク タ が 送信 され る 。Zー80 SIO 
は デー タ が 送信 パッ ファ に 書き 込ま れる と 、 フ レー ム の 送信 を 開始 する 。 最初 の デー タ 書 き 込 み 時 点 か ら メ ッ 
セー ジ の 終了 まで の 間 に 、 送 信 ア ンダ ー ラ ン /EOM リ セッ ト ・ コ マン ド を 書き 込ま な けれ ば な ら な い 。 この よ 


うに し て 送信 アン ダー ラン グ プ EOM ス テー タス ・ ビ ッ ト が メッ セー ジ の 終わ り に お いて (アン ダー ラン が 生じ た 場 
合 )、 リ セット 状態 に なり 、 自 動 的 に CRC キ ャ ラク タ を 送出 する 。CRC キ ャ ラク タ を 送出 する と 、 再 度 送信 アン 
ダー ラン /EOM ス テー タス ・ ビ ッ ト は セッ ト さ れる 。 

1 つの メッ セー ジ 内 に お いて 送信 アン ダー ラン /EOM ビ ッ ト を いつ リセ ッ ト す る か と いう 点 に つい て 制限 条 
件 は な いけ れ ど も 、 通 常 リ セッ ト は 第 1 デー タ ・ キ ャ ラク タ (2 次 局 アド レス ) を Zー80 SIO に 書き 込ん だ あ 
と で 行う 。 こ の ビッ ト を リセ モット する と 、 送 る ベ べき デー タ が な く な っ た 時 点 で Zー80 SIO は CRC と フラ グ を 
送信 し 、 こ れ よ り CPU が 誤り を 認識 し アボ ー ト ・ コ マン ド に よっ て 対処 する た め の 時 間 的 余裕 が 生じ る 。 メ ッ 
セー ジ 内 で 早め に リセ ッ ト す る こと に より 、 予 期 せ ぬ 送 信 ア ンダ ー ラ ン の 状態 が 発生 し た 場合 に 、 メ ッ セ ー ジ 
全体 の 中 で CPU が それ に 応答 する た め に 最大 限 の 時 間 を 得る こと が で きる 。 

外部 / ス テー タス 割り 込み が セッ ト 状 態 で CRC が 送信 中 で ある と 、 送 信 ア ンダ ー ラ ン /EOM ビッ ト が セッ ト 
きれ る 。 そ し て 送信 バッ ファ 空 ビ ッ ト は リセ ッ ト さ れ 、 送 信 レ ジス タ は CRC デ ー タ で 満た され て いる こと を 示 
す 。 CRC が 完全 に 送信 され た 時 点 で 送信 バッ ファ 空 の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れ 、 割 り 込 み が 発生 し て 
CPU に 対し て 他 の メッ セー ジ を 書き 込ん で も よい こと を 知ら せる 。 こ の 割り 込み が 起こ っ た 原因 は 、CRC の 送信 
が 完了 し 、 フ ラグ が ロー ド さ れ た か ら で あ る 。 送る ろ る ベ べき メッ セー ジ が な く な る と 、RTS を リセ ッ ト し トラ ンス 
ミッ タ を ディ セー ブル する こと に より 送信 を 終了 する こと が で きる 。 

SDLC モー ド に お いて は 、 第 1 キャ ラク タ を Zー80 SIO に 書き 込ん だ 直後 に 送信 アン ダー ラン / EOM ステ 
ー タ ス ・ ビ ッ ト を リセ ッ ト す る 方 が よい 。 こ の よう に する こと に より 、 送 信 ア ンダ ー ラ ン が 検出 され る と 、 確 
実に トラ ンス ミッ タ が CRC キ ャ ラク タ で 満た され 、CPU に と っ て アボ ー ト ・ コ マン ド を 書き 込む 時 間 的 余裕 が 
生ま れる 。 こ れ は また フラ グ が 早まっ て 出力 線上 に 出る の を 抑え を 、 レ シー パ が その フレ ー ム を 正しい デー タ と 
し て 受け 付け る の を 防止 する 。 受 信 側 で は 自動 フラ グ 挿 入 直 前 の デー タ ・ パ ター ン が CRC チ ェ ッ カ の 内 容 と 一 
致し 、CRC チェ ッ ク が 誤っ た 結果 に な る と いう の は 可能 性 と し て は ある の で 、 前記 状 態 が 起こ り 得 な いと いう 
こと は な い 。 送 信 ア ンダ ー ラ ン の た め に 送信 アン ダー ラン /EOM ビッ ト が セッ ト さ れる と 、 外 部 / ス テー タス 割 
り 込 み が 発生 する 。 

送信 アン ダー ラン の 回 路 は CPU が 割り 込み サー ビス ・ ル ー チ ン 内 に お いて Zー80 SIO に 対し て 正しい 応答 
さき ぇ えす れ ば 早まっ て フラ グ が 挿入 され る こと が な いよ うに 、 保 護 回 路 を も っ て いる 。 次 の 例 を 用 いて この 点 を 
明確 に する 。 

Z80 SIO は 送信 パッ ファ 空 の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト を セッ ト し て 割り 込み を 発生 する 。CPU 側 の 応答 時 間 が 間に合わ ず 送信 アン ダー 

0 58GRG ャ ラク ( 2 バイ ト ) を 送信 開始 する 。 

2ー60 SO は 送信 アン ダー ラン ン EOM ス テー タス ・ ピッ ト を セッ ト し て 外 全 ンス テー タス 凍り 込み を 発生 する 。 
CPU は 送信 アン ダー ラン グ EOM ステ ー タ ス を 読み 、 内 部 ステ ー タ ス の 状態 か ら 現在 の 割り 込み は メッ セー ジ の 終了 に よっ て 発生 し 

人 拉 に DBU は 2Zー00 SO に 計 世 で アボ ポート : コ マン ド 'CWR0 ) を 才 き 送 3 

Z-80 SIO は その 送信 中 の デー タ (CRC、 デ ー タ 、 フ ラグ ) が 何で あれ 、 ア ボー ト ・ シ ー ケ ンス を 送信 する 。 
SDLC CRC 生 成 

CRC 計 算 を 始め る まえ に 、 各 フレ ー ム の 先頭 に お いて CRC ジ ェ ネ レー タ を すべ て 1 に リセ ッ ト し な けれ ば な 
ら な い 。 実際 の CRC 計 算 は 、 プ ログ ラム に よっ て Z 一 80 SIO に アド レス ・ フ ィ ー ル ド (8 ビ ピット) を 書き 込ん 
だ 時 点 か ら 開 始 す る 。 Zー80 SIO は 自動 的 に 1 個 の フラ グ ・ キ ャ ラク タ を 送信 イネ ー プ ブル 後に 送信 する が 、 受 
信 側 で 確実 に キャ ラク タ 同 期 を と る た め に は 、 メ ッ セ ー ジ に 先立っ て 数 個 の フラ グ ・ キ ャ ラク タ を 送っ た 方 が 
よい 。 こ れ は トラ ンス ミッ タ を イネ ー ブ ル に し 、 第 1 キャ ラク タ を ロー ド す る まえ に 、 時 間 を 確保 し て 外部 か 


ら 行 うこ と が で きる 。 

アド レス ・ フ ィ ー ル ド を 書き 込む まえ に 、 送 信 CRC イ ネー ブル ・ ビ ッ ト (WR5 の De) を モット し な けれ ば 
な ら な い 。 SDELC モー ド に お いて は 、 オー プン ・ フ ラグ と クロ ー ズ ・ フ ラ グ 間 の すべ て の メ ッ セ ー ジ に 対し て 
CRC を 計算 し 、 生 成 さ れ た CRC は デー タ 線 上 に 送信 され る まえ に 反転 きれ る 。 


送信 終了 

キャ ラク タダ 送信 中 に トラ ンス ミッ タ を ディ セー ブル する と 、 そ の キャ ラク タ は 影響 を 受け ず に 送信 され る が 、 
後続 の デー タ は CRC や フラ グ ・ キ ャ ラク タ に な ら ず 、 マ ー キ ング 状態 に な る 。 

トラ ンス ミッ タ が ディ セー ブル され る と 、 バ ッ フ ァ 中 の キャ ラク タ は バッ ファ 内 に 残っ て いる が 、 ア ボー ト ・ 
シー ケン ス は アボ ー ト ・ コ マン ド が 制御 レジ スタ に 書き 込ま れ た 時 点 で 有効 に な る 。 送信 中 の キャ ラク タ が も 
し あっ て も 、 そ れ は 消失 する 。CRC の 場合 、 トランスミッタ が ディ セー ブル され る と 16 ビ ッ ト の 送信 は 完了 す 
る が 、CRC の 代わ り に フラ グ が 送信 され る 。 

すべ て の モー ド に お いて 、 キ ャ ラク タ は 最 下位 ビッ ト か ら 送 信 さ れる 。 こ れ は 語 長 が 8 ビット より 小さ い 場 
合 に デー タ を 右側 に そろ える 必要 が ある か ら で あ る 。 語 長 が 5 ビッ ト 以 下 で ある な ら ば 、 書 き 込 み レ ジス タ 5 
の 項 で 述べ る 特別 な 手法 を 使用 し な けれ ば な ら な い (第 7 章 Zー80 SIO プロ グラ ミン グ の 書き 込み レジ スタ 
の 項 参 照 ) 。 

送信 中 に キャ ラク タ 当 た り の ビッ ト 数 を 変更 で きる の で 、 デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド は どの よう な ビッ ト 数 に よっ 
て も 満た すこ と が で きる 。 受信 端数 コー ド を 使用 する 場合 、Z 一 80 SIO は 可変 1 フィ ー ル ド を も つ メ ッ セ ー ジ 
を 受信 で き 、 I フィー ルド の キャ ラク タ 構 成 に つい て の 事前 情報 (も し あれ ば ) な し に 受信 メッ セー ジ と まっ 
た く 同 じ 内 容 で 再送 信 で きる 。 ビ ッ ト 数 が 変化 し て も シフ ト 中 の キャ ラク タ に は 影響 を 与 を ない 。 キ ャ ラク タ 
は 、 そ の キャ ラク タ が 送信 バッ ファ か ら ト ラン スミ ッ タ ヘ へ ロー ド さ れる 時 点 に お いて プロ グラ ム さ れ た ビッ ト 
数 で 送信 され る 。 

外部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み イ ネー ブル ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いる 場合 、CRC キ ャ ラク タ 送 信 開 始 、 フ ラグ ・ 
キャ ラク タ 送 信 開 始 お よび CTS の 状態 変化 を ど ト ラン スミ ッ タ の 状態 に より 割り 込み を 発生 し 、 も し ステ ー タ 
ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル が セッ ト さ れ て いる な ら ば 、 特 別 な 割り 込み ベク トル を 出力 する 。 ポ ー リ ング ・ モ 
ー ド で 動作 させ る 場合 、 す べ て の 割り 込み を ディ セー ブル で きる 。 

表 8 に 半 二 重 SDLC 送 信 モ ー ド を 実現 する 場合 の 代表 的 プロ グラ ム ・ ス テッ プ 例 を 示す 。 


6. 1. 3 電源 投入 後 の 初 期 化 

電源 投入 後に 、 初 め て SIO を SDLC モー ド に 設定 する 場合 に は 、 次 の 手順 に 従っ て 行う こと 。 
(1) チャ ネル ・ リ セッ ト 。 

(2) SIO を モ を ノシ ンク ・ モ ー ド に 設定 。 

(3) 同期 キャ ラク タ を 、FF。』 に 設定 。 

(4) 送信 イネ ー プ ブル 。 

これ 以後 、 表 8 の 手順 に 従い 、SIO を SDLC モー ド に 設定 する 。 


表 8 SDLC 送 信 モ ー ド 


代表 的 プロ グラ ム ・ ス テッ プ 


初 期 化 


レジ スタ 
WR0 
WR0 
WR2 
WR0 
WR3 
WR0 
WR4 
WR0 
WR1 


WR0 
WR5 


WR0 


ロー ド 内 容 
チャ ネル ・ リ モッ ト 
ポイ ンタ 2 
割り 込み ベク トル 
ポイ ンタ 3 
オー ト ・ イ ネー プル 
ポイ ンタ 4、 外 部 / ス テー タス 割り 込み リモ セット 
WO 誠 DEC で モード 。。 馬 Iiy グ 
ポイ ンタ 1 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み リセ モット 
外部 割り 込み ネーブル 、 ス テー タス ・ ア フェ クト ・ ベ 
クト ル 、 送 信 割 り 9 込み ネー ブル か 、 ウ ェ イ ト / レ ディ ・ 
モー ド ・ イ ネー プル 


ポイ ンタ 5 
送信 CRC イ ネー ブル 、RTS、SDLC 一 CRC イ ネー プル 送 
信 語 長 、DTR 


送信 CRC ジ ェ ネ レー タ ・ リ セッ ト 


SIO の リセ モッ ト 
チャ ネル B の み 


トラ ンス ミッ タ は CTS 検 出 後 の み デー タ 送 信 


外部 割り 込み モー ド で は 、 送 信 ア ンダ ー ラ ン /EOM ラッ 
チ の 状態 の 他 に CTS、 DCD 入力 の 状態 を 監視 する 。 送 
信 割 り 込 み は 、 送 信 バ パッ ファ 空 の と き 割 り 込み を 発生 す 
る 。 ウ ェ イ ト / レ ディ ・ モ ー ド は 、DMA が プロ ッ ク 転 送 に 
より デー タ を 転送 する 場合 に 使用 する 。 最 初 の 割り 込み 
は 、CTS が アク ティ ブ に な っ た 時 点 で 発生 する が 、 こ の 
と き フ ラグ が SIO に 送信 され る 。 最初 の デー タ (アド レス 
ス ・ フ ィ ー ル ド ) は この 割り 込み 後に SIO に ロー ド す る 
ご が で きる 。 

フラ グ は SIO に デー タ と し て 送信 で き な い 。 ス テー タス 
・ ア フェ クト ・ ベ クト ル は チャ ネル B の み 使 用 。 


SDLC 一 CRC モー ド は 、 送 信 CRC ジェ ネ レ ー タ の 初期 
化 ま え に 設 定 する 必要 が ある 。 


CRC ジ ェ ネ レー タ を すべ て 1 に 設定 する 。 


ホー ルト 命令 か 他 の プロ グラ ム を 実行 


デー タ 転 送 の た め に 割り 込み か ウェ イト / レ ディ 出力 
待ち 。 


デー タ 転 送 
と ステ ー タ 
ス の 監視 


割り 込み (ウェ イト / レ ディ ) 発生 時 CPU は 以下 の 項目 を 実行 する 
e 送信 話 長 の 変更 (必要 時 ) 

e CPU また は メモ リ か ら SIO へ デー タ 送 信 

e ぁ 送信 ア ンダ ー ラ ン /EOM ラ ッ チ の リモ ッ ト (WRO0) 


1 フィ ー ル ド の 最終 キャ ラク タ が 送信 され る と SIO は 以下 
の 項目 を 実行 する 。 


*C 


RC 送信 


e ク ロー ズ ・ フ ラグ 送信 
@ CPU へ バッ ファ 空 に よる 割り 込み 


CPU は 以下 を 実行 する 
e 送信 割り 込み 保留 リセ モッ ト ・ コ マン ド を SIO へ 送る 


@ カ 


ウン ト 更 新 


@ 次 の メッ セー ジ に 対す る 処理 の くり 返し な ど 


ベク 


トル に より エラ ー を 指示 する と CPU は 以下 を 実行 する 


e ア ボー ト 送 信 


@ エ ラー・ 


ルー チン 実行 


@ パ ラメ ー タ 、 モ ー ド の 更新 な ど 


e@ 


り 込 みか ら の 復帰 


送信 イネ ー ブ ル が セ モット され 、CTS が アク ティ ブ に な る 
と 、 す ぐに フラ グ を SIO へ 送る 。CTS の 状態 が 変化 する 
の は 、 最 初 の 割り 込み で 、 し か も 、 そ の あと に 送信 バッ 
ファ に 連続 し て 転送 する デー タ が を い 場 合 で ある 。 


語 長 は 送信 中 に 変更 可能 で ある 。 デ ー タ に は アド レス 、 
制御 、IT フ ィ ー ル ド の 各 情 報 が 含ま れる (フラ グ は 除外 )。 
メッ セー ジ の 始め に 送信 アン ダー ラン EOM ラッ チ を 
リセ ッ ト し 、 受 信 側 で 誤っ て エン ド ・ オ プ ・ フ レー ム を 
検出 し な いよ うに し た 方 が よい 。 ご これ に より 、 ア ン ダー 
ラン 発生 時 に 確実 に CRC が 送信 きれ 、 ア ンダ ー ラ ン 制 
り 込 み が 発 生 す る (送信 アン ダー ラン EOM ラッ チ ・ ア 
クティ ブ )。 送 信 を アボ ー ト する た め に アポ ボート 送信 コマ 
ンド を 送る ろ る こと が で きる 。 


割り 込み モー ド の 再 設定 
モデ ム 制 御 出 力 の 更新 


送信 モー ド ・ 


デ ォ モー プル 


ー36 一 


6. 2 SDLC 受 信 

6. 2. 1 初期 化 

SDLC を 受信 モー ド で 使用 する 場合 、SDLC モ ー ド 、※X1 クロ ッ ク ・ モ ー ド 、SDLC 生 産 多項式 、 受 信 語 長 な ど 
の パラ メー タ を 初期 設定 する 。 フ ラグ ・ キ ャ ラク タ を WR7 に 、2 次 局 ア ドレ ス ・ フ ィ ー ル ド を WR6 に ロー ド 
し な けれ ば な ら な い 。 レ シー バ の イネ ー ブ ル は すべ て の 受信 パラ メー タ を 書き 込ん だ あと で の み 行 う 。 これ ら 
が すべ て 完了 し た あと で は 、 レ シー バ パ は ハン ト ・ フ ェ ー ズ に 入り 、 最 初 の フラ グ 受 信 ま で この フェ ー ズ が 続く 。 
SDLC モ ー ド の 期間 中 、 レ シー バ は 、 特 に プロ グラ ム に よっ て 指示 され る こと が な けれ ば 、 ハ ント ・ フ ェ ー ズ 
に 再度 入る こと は な い 。WR 4 の パラ メー タ は WR 1、WR3、WR5、WR6、WR7 の パラ メー タ よ りさ き に 設定 
し な けれ ば な ら な い 。 

プロ グラ ム 制 御 に より 、 レ シー バ は アド レス ・ サ ー チ ・ モ ー ド に 入る こと が で きる 。 ア ドレ ス ・ サ ー チ ・ ビ 
ッ ト (WR 3 の Dz) を セッ ト す る と 、 フ ラグ に 続く キャ ラク タ ( フ ラグ で な い 最 初 の キャ ラク タ ) は 、WR 6 内 に 
プロ グラ ム さ れ た アド レス お よび グロ ー バ ル ・ ア ドレ ス (1111 1111) と 比較 され る 。 も し 、SDLC フ レー ム の ア 
ドレ ス ・ フ ィ ー ル ド の 内 容 と 前 記 の どちら か の アド レス が 一 致す る と 、 デ ー タ 転送 を 開始 する 。 

クー80 SIO は 1 個 の アド レス ・ キ ャ ラク タ に 対し て し か 一 致 能力 を も た な い の で 、 拡 張 ア ドレ ス ・ フ ィ ー ル 
ド の 認識 は CPU に よっ て 行わ を けれ ば な ら を な い 。 こ の 場合 、Z 一 80 SIO は 単に 追加 アド レス ・ バ イト を CPU に 
対し て 、 そ れ が あたかも デー タ ・ キ ャ ラク タ で ある か の よう に 転送 する だ け で ある 。 も し 、 CPU 側 で その フレ 
ー ム に 正しい アド レス ・ フ ィ ー ル ド が 含ま れ て いな いと 判断 する と 、CPU は ハン ト ・ ビ ッ ト を セッ ト す る こと 
が で きる 。 これ に より Zー80 SIO は その フレ ー ム の それ 以上 の 受信 を や め 、 先 頭 に フラ グ の 付い た 新しい メッ 
セー ジ を 捜す 。 フ レー ム の 制御 フィ ー ル ド は Zー80 SIO に 対し て 何 の 影 響 も 与 を な い の で 、 制 御 フ ィ ー ル ド は 
CPU に 対し て デー タ と し て 転送 され る 。 一 連 の デー タ 中 に 挿入 され た 余分 の 0 は 、 自 動 的 に 削除 きれ る が 、 フ 
ラグ は CPU に 転送 され な い 。 


6 . 2. 2 デー タ 転 送 と ステ ー タ ス の 監視 
正しい フラ グ を 受信 し た あと 、 ア セン ブル され た キャ ラク タ は 受信 デー タ FIFO に 転送 され る 。 こ の デー タ 
お よび 関連 ステ ー タ ス を 転送 する た め に 次 に 示す 4 種 の 割り 込み モー ド を 使用 で きる 。 


割り 込み ディ セー ブル 
完全 な ポーリング 動作 か オフ ・ ラ イン 状態 で 使用 する 場合 、 こ の モー ド を 使用 する 。 


第 1 キャ ラク タ 受 信 割 り 込 み 

入力 デー タ の 転送 レー ト に 対し て CPU や DMA コン トロ ー ラ を 同期 きせ る 目的 で 、 ポ ー リ ング ・ ル ー プ や 、 
WAIT/READY 線 を 用 いた ブロ ッ ク 転 送 を 開始 する 場合 に この モー ド を 使用 する 。 こ の モー ド で は 、Z 一 80 SIO 
は 第 1 キャ ラク タ に 対し て 割り 込み を 発生 し 、 以 後 特別 受信 条件 を 検出 し た 場合 に お いて の み 割 り 込み を 発生 
する 。 こ の モー ド を 再度 初期 化す る 場合 に は 、 次 の 受信 キャ ラク タ で 割り 込み 1 ネー ブル ・ コ マン ド (WR0 
の Ds 一 Ds) を 使用 する 。 

前 記 コ マン ド を 設定 する と 、 次 に 受信 し た キャ ラク タ で 割り 込み を 発生 する 。 外 部 / ス テー タス 割り 込み を 
イィ イネーブル に すれ ば 、DCD が 変化 する と どの 時 点 に お いて も 割り 込み を 発生 する 。 特別 受信 条件 、 た と えば 、 エ 
ンド ・ オ プ ・ フ レー ム や 受信 オー バー ラン に よっ て 割り 込み を 発生 する 。 エ ンド ・ オ プ ・ フ レー ム に よる 割り 込 
み は 、 プ ブロ ッ ク 転 送 モ ー ド か ら 抜 け 出 す た め に 使用 され る 。 


全 キ ャ ラク タ 受 信 割 り 込 み 
この モー ド で は 、 受 信 FIFO に キャ ラク タ が 入る と つね に 割り 込み を 発生 する 。 エ ラー お よび 特別 受信 条件 に 
より ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル が 選択 きれ て いる 場合 、 特 別 を ベク トル を 発生 する 。 


特別 受信 条件 割り 込み 

特別 受信 条件 に よる 割り 込み は 、 前 記 の よう に は っ きり と 分 離 で きる 割り 込み モー ド で は な い 。 特別 受信 条 
件 に より 割り 込み を 発生 させ る まえ に 、 第 1 受信 キャ ラク タ の み に よ る 割り 込み また は 全 受 信 キ ャ ラク タ に よ 
る 割り 込み の いずれ か の モー ド を 選択 し て いな けれ ば な ら な い 。 特別 受信 条件 と し て 割り 込み を 発生 きせ る も 
の に 受信 オー バー ラン や エン ド ・ オ プ ブ ・ フ レー ム の 検出 が ある 。 受信 オー バー ラン の ステ ー タ ス は ラッ チ さ れ 
る の で 、 読 み 出 し た エラ ー の 状態 は 、 最 後 の エ ラー・ リ セッ ト ・ コ マン ド の 書き 込み 以後 に 受信 し た 語 の エラ 
ー と 受信 パッ ファ 内 の 現在 の 語 の エラ ー を 合わ せ た 結 果 を 反映 し た も の に な る 。 受信 オ ー バ パー ラン の ステ ー タ 
ス ・ ピ ビット は エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド に よっ て の み リ セッ ト で きる 。 エ ンド ・ オ プ ・ フ レー ム の ステ ー タ 
ス ・ ビ ピット は 、 ク ロー ズ ・ フ ラグ を 正しく 受信 し た こと を 示す 。 

送信 中 に キャ ラク タ 長 を 変え て も よい 。 ア ドレ ス と 制御 バイ ト が 8 ビッ ト ・ キ ャ ラク タ で 処理 され る 場合 、 
第 1 の 情報 キャ ラク タ が アセ モン ブル さ れ て いる 時 間 中 に 、 よ り 短 い キ ャ ラク タ 長 に レシ ー バ を 変更 で きる 。 こ 
の 変更 は 高速 に 行う 必要 が あり 、 キ ャ ラク タ 長 に 対応 し て 決め られ た ビッ ト 数 の アセ モン ブル が 完了 する まえ に 
有効 に を な っ て いな けれ ば な ら な い 。 た と えば 、8 ビッ ト の 制御 フィ ー ル ド か ら 7 ビッ ト の 1 フィ ー ル ド へ 変化 きせ 
る 場合 、 そ の 変化 は 1 フィ ー ル ド の 最初 の 7 ビッ ト が アセ ン ブ ル さ れる まえ に 行わ を な けれ ば な ら な い 。 


SDLC 受 信 CRC チ ェ ッ ク 

受信 CRC チ ェ ッ カ は 自動 的 に 制御 さき れる 。 CRC チ ェ ッ カ は 先頭 の フラ グ に より リセ ッ ト さ れ 、CRC 計 算 は 
クロ ー ズ ・ フ ラグ まで 行わ れる 。 エ ンド ・ オ プ ・ フ レー ム ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れる の は 、CRC チ ェ ッ ク の 結果 を 含 
む バ イト に 対し て で ある 。 も し 、CRC/ フ レー ミン グ ・ エ ラー・ ビ ッ ト が セッ ト さ れ な けれ ば 、CRC は 正しい メッ 
セー ジ を 示す 。 SDLC の 場合 、 送信 CRC は 反転 きれ る の で 、 特 別 # を チェック ・ シ ー ケ ンス が 用 いら れる 。 最後 
の チェ ッ ク は 0001 1101 0000 1111 で を けれ ば な ら な い 。Zー80 SIO は 2 バイ ト の CRC キ ャ ラク タ を デー タ と 
し て 取り 扱う の で 、CPU は それ ら の デー タ を 読み 取り 後 捨て を な けれ ば な ら な い 。 


SDLO 受 信 終 了 

クロ ー ズ ・ フ ラグ を 受信 する と 、 も し 、 ス テー タス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル の ビッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば 、 
特別 受信 条件 の ベク トル 割り 込み が 発生 する 。 こ れ に より エン ド ・ オ プ ・ フ レー ム ・ ビ ッ ト を セッ ト し て クロ 
ー ズ ・ フ ラグ が 受信 され た こと を 示す 。CRC チ ェ ッ ク の 結果 に 加え て 、RR 1 は この 時 点 に お いて 有効 な 3 ビ 
ッ ト の 端数 コー ド を も つ 。 1 フィ ー ル ド の ビッ ト 数 が 使用 され て いる キャ ラク タ 長 の 整数 倍 で な い 場 合 、 こ の 3 
ビッ ト は CRC チ ェ ッ ク ・ ビ ッ ト と 1 エフ ィ ー ル ド の ビッ ト 間 の 境界 を 示す 。 これら の ビッ ト の 詳細 な 意味 に つい 
て は 、 第 7 章 Z 一 80 SIO プ ログ ラミ ング の RR 1 内 の 端数 コー ド の 項 に お いて 示す 。 

どの よう な フレ ー ム で あれ 、 ア ボー ト ・ シ ー ケ ンス に より アボ ー ト させ る こと が で きる 。 ア ボー ト は 、 連 続 
し た 7 個 以 上 の 1 を 受信 する こと に より 検出 され る 。 そ の と き 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み ビッ ト が イネ ー ブ 
ル で あれ ば 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み が 発生 し 、RR 0 内 の プレ ー ク / ア ボー ト ・ ビ ッ ト を セ モット する 。 


外部 / ス テー タス 割り 込み リモ ッ ト の コマ ンド を 書き 込ん だ あと 、 1 が 連続 する 状態 が 解除 され た 時 点 で 第 
2 の 割り 込み が 発生 する 。 こ の 割り 込み を アボ ー ト と アイ ドル 状態 を 区 別 す る た め に 使用 で きる 。 

同期 モー ド と 異 を た り 、SDLC に お ける CRC 計 算 に お いて は 、 す べ て の キャ ラク タ が CRC 計 算 に 含ま れる と い 
う 理由 に より 8 ビット の 遅延 は な い 。2 番目 の CRC キ ャ ラク タ が 受信 バッ ファ に ロー ド さ れ た 時 点 で CRC 計 
算 は 完了 する 。 

表 9 は 半 2 重 受 信 モ ー ド を 実現 する 場合 に 必要 な 代表 的 を プロ グラ ム ・ ス テッ プ で ある 。 コマ ンド お よび ス 


テー タス ・ ビ ッ ト に つい て 次 章 で 詳し く 説 明 す る 。 


表 9 SDLC 受 信 モ ー ド 


代表 的 プロ グラ ム ・ ス テッ プ 


ロー ド 内 容 


チャ ネル ・ リ キッ ト 

ポイ ンタ 2 

割り 込み ベク トル 

ポイ ンタ 4 

パリ ティ 、 同 期 モ ー ド 、SDLC モー ド 、※1 ク ロッ ク ・ モ ー 
ド 

ポイ ンタ 5、 外 部 プス テー タス 割り 込み の リセット 
SDLC 一 CRC、DTR 

ポイ ンタ 3 

受信 CRC イ ネー プル 、 エ ンタ ・ ハ ント ・ モ ー ド 、 オ ー ト ・ 
イネ ー ブ ル 、 受 信 キ ャ ラク タ 長 、 ア ドレ ス ・ サ ー チ ・ モ 
= 


ポイ ンタ 6 

2 次 アド レス ・ フ ィ ー ル ド 

ポイ ンタ 7 

SDLC フ ラグ 0111 1110 

ポイ ンタ 1 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み リセット 

ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル 、 外 部 割り 込み ネー プル 
第 1 キャ ラク タ の み で 受信 割り 込み 


ポイ ンタ 3、 次 の 受信 キャ ラク タ で 割り 込み イネ ー プ ル 


受信 イネ ー プ ブル 、 受 信 CRC イ ネー ブル 、 エ ンタ ・ ハ ント ・ 
モー ド 、 オ ー ト ・ イ ネー プ ブル 、 受 信 キ ャ ラク タ 長 、 ア ドレ 
ス ・ サ ー チ ・ モ ー ド 


SIO の リセ モッ ト 


チャ ネル B の み 


オー ト ・ イ ネー ブル に より レシ ー パ は DCD が アク ティ プ ブ 
に な っ た あと に お いて の み デ ー タ 受信 可能 。 ア ドレ ス ・ 
サー チ ・ モ ー ド に より SIO は メッ セー ジ の アド レス と プ 
ログ ラム され た アド レス また は グロ ー バ ル ・ ア ドレ ス と 
の 一 致 を と る こと が で きる 。 


SDLC の ポー リン グ に お いて 、 こ の アド レス と メッ セー 
ジ の アド レス と の 一 致 を 調べ る 。 

この フラ グ は 、 SDLC の 動作 に お いて フレ ー ム の 始め と 
終り を 検出 する 。 

この 割り 込み モ キー ド に お いて アド レス ・ フ ィ ー ル ド の み 
(1 キャ ラク タ の み ) が CPU へ 転送 され る 。 続く フィ ー 
ルド (制御 、1 フ ィ ー ル ド な ど ) は DMA に より 転送 され る 。 
ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル は チャ ネル B の み 。 
次 の デー タ の た め に 、 単 純 み ループ ・ バ パッ ク ・ エ ント リ 
を 用 意 す る 。 

WR 3 に より レシ ー パ を イネ ー ブ ル する 。 


ホー ルト 命令 か 他 の プロ グラ ム を 実行 


SDLC 初 期 公 、 ア ドレ ス ・ マ ッ チ ング に よる 割り 込み 待ち 


O 第 1 キャラクタ で 割り 込み が 発生 する と CPU は 以下 を 実行 す 
る 
@CPU へ デー タ ・ バ イト (アド レス ・ バ イト ) 転送 
e 拡 張 ア ドレ ス ・ フ ィ ー ル ド に 対す る 適当 な フラ グ の 検出 と セ 
ッ ト 
e ポ イン タ と パラ メー タ の 更新 
@eDMA コ ント ロー ラ ・ イ ネー プル 
eSIO の ウェ イト プレ ディ ・ イ ネー プ ブル 
ゅ 割り 込み か ら の 復帰 


O レ ディ が アク ティ プ と な れ ば DMA は 次 を 実行 する 
e デー タ を DMA へ 転送 
e ポイ ンタ の 更新 


O エ ンド ・ オ プ ・ フ レー ム 割 り 込 み が 発生 する と CPU は 次 を 実 
行 す る 
eDMA モ ー ド 打ち 切り (ウェ イト / レ ディ ) 
CPU へ RR 1 を 転送 
@eCRC エ ラー・ ス テー タス と 端数 コー ド の チェ ッ ク 
@ カ ウン ト の 更新 
eSIO へ エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド 送 出 

O ア ポー ト ・ シ ー ケ ンス 検出 に よる 割り 込み 発生 で CPU は 次 を 
実行 する 
e CPU へ RR0 の 転送 
eDMA モ ー ド 打ち 切り 
e 外部 / ス テー タス 割り 込み リセ モッ ト ・ コ マン ド を CPU へ 送る 
e デ アイ ドル ・ モ ー ド へ の 移行 


O 2 番目 の アボ ー ト ・ シ ー ケ ンス 割り 込み が 発生 する と CPU は 
次 を 実行 する 
e 外 部 / ス テー タス 割り 込み リセ モッ ト ・ コ マン ド を SIO へ 送る 。 


ハン ト ・ フ ェ ー ズ の 期間 に 、SIO は プロ グラ ム し た アド 
レス と メッ セー ジ ・ ア ドレ ス が 一 致す る と 割り 込み を 発 
生 す る 。CPU は DMA モ ー ド を 設定 し 、 後 続 の デー タ ・ キ 
ャ ラク タ は DMA に より メモ リ へ 転送 され る 。 


DMA 動 作 の 期間 、SIO は DCD 入 力 を 監視 し 、 ま た 一 連 の 
デー タ 中 に 外部 / ス テー タス ・ エ ラー に より 割り 込み を 発 
生 す る アボ ー ト ・ シ ー ケ ンス が な いか 監視 する 。 受 信 オ ー 
パー ラン ・ エ ラー に より 特別 受信 条件 割り 込み が 発生 する 。 


エン ド ・ オ プ ・ フ レー ム (フラ グ ) を 検出 する と 割り 込 
み を 発生 し 、 ウ ェ イ ト / レ ディ を 無効 に する 。 端 数 コー 
ド は メッ セー ジ の 最後 の 2 バイ ト の ビッ ト 構 成 を 示す 。 
この 2 バイ ト は DMA に よっ て メモ リ へ 転送 され る 。 特 別 
受信 条件 の 解除 の た め に エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド を 
送出 する 。 


デー タ の 中 に 7 個 以上 の 1 を 検出 する と アポ ボー ト ・ シ ー 
ケア ツン 天 に を な る 。 


CPU は 、 終 了 の た め ア ボー ト ・ シ ー ケ ンス を 待つ 、 プ レ 
ー ク / ア ボー ト ・ ス テー タス を クリ ア す る と 割り 込み を 
発生 する 。 
この 時 点 で 、 プ ログ ラム に より この メッ セー ジ の 終了 を 
開始 する 。 


ト 


割り 込み モー ド 、 同 期 モ ー ド 、SDLC モ ー ド の 再 設定 
受信 モー ド ・ デ ィ セ ー プ ブル 


第 7 章 アー80 SIO プロ グラ ミン グ 


Z 一 80 SIO を プロ グラ ム す る た め に は 、 シ ステ ム ・ プ ログ ラム に お いて 、 ま ず 、 一 連 の コマ ンド を 書き 込み 、 
基本 動作 モー ド に 初期 化し 、 続 いて 選ば れ た モー ド 内 の 動作 を 規定 する 他 の コマ ンド を 書き 込む 。 た と えば 、 
非同期 モー ド 、 キ ャ ラク タ 長 、 ク ロッ ク ・ レ ー ト 、 ス トッ プ ・ ビ ッ ト の 数 、 パ リティ の 偶 奇 を まず 最初 に 設定 し 、 
続い て 割り 込み の モー ド を 設定 し 、 最 後に レシ ー バ また は トラ ンス ミッ タ を イネ ー ブ ル に する 。 初期 ルー チン 
に お いて は 、WR4 の パラ メー タ を 他 の パラ メー タ よ り も さき に 設定 し な けれ ば な ら な い 。 

両 チ ャ ネル と も に コマ ンド ・ レ ジス タ を も ち 、Zー80 SIO を 動作 きせ る まえ に これ ら の レジ スタ を シス テム ・ 
プロ グラ ム に よっ て プロ グラ ム し な けれ ば な ら な い 。 チ ャ ネル 選択 入力 線 ( B/ A ) お よび 制御 / デ ー タ 選択 入 
カ 線 (CD) は 構成 きれ た レジ スタ を 指定 する アド レス 制御 線 で あり 、 こ れ ら は 通常 CPU の アド レス ・ バ ス に よ 
り 制 御 さ れる 。 第 9 章 に お いて 、 書 き 込 み レ ジス タ を プロ グラ ミン グ す る 場合 や デー タ や ステ ー タ ス を 転送 す 
る 場合 の タイ ミン グ 関 係 を 示す 。 


7 1 書き 込み レジ スタ 

Z 一 80 SIO は 各 チ ャ ネル に 8 個 の 書き 込み レジ スタ (WR0 一 WR 7) を も っ て いる 。 こ れ ら の レジ スタ は シス 
テム ・ プ ログ ラム 内 に お いて 個別 に プロ グラ ム さ れ 、 対 応 す る チャ ネル の 機能 を 規定 する 。WR 0 以外 の 書き 込み 
レジ スタ は プロ グラ ム に 際 し て 2 バイ ト 必 要 と する 。 最 初 の バイ ト は WR 0 で あり 、 こ の レジ スタ 中 の 3 ビッ ト 
(WR0 の Dz 一 D。) に より レジ スタ を 選択 する 。 第 2 バイト に より 実際 の 動作 を 規定 し Z 一 80 SIO 内 の 対応 す 
る レジ スタ に 制御 語 を 書き 込む 。 

注意 す ベ きこ と は 、 レ ジス タ を 指示 し た あと は プロ グラ ム は 完全 に 自由 で あり 、 読 み 出し レジ スタ を 調べ る 
た め に 読み 出し て も よい し 、 書 き 込 み レ ジス タ を 初期 化す る た め に 書き 込ん で も よい と いう 点 で ある 。 Zー80 
SIO の 初期 化 に 際 し て 、 そ の プロ グラ ム を モジ ュー ル 構 造 に する た め に 強力 を プロ ッ ク 入 出力 命令 を 使用 で きる 。 
WR 0 は 特別 な 用 途 を も ち 、 す べ て の 基本 的 コマ ンド (コマ ンド : ビ ピッ ト 2 一 0) を 1 バイ ト で 設定 で きる 。 内 部 
的 手段 で あれ 、 外 部 的 手段 で も れ 、 リ モッ ト す る と ポイ ンタ ・ ビ ッ ト Dz 一 D は 初期 化 さ れ 、WR 0 を 指示 する 。 
基本 コマ ンド (コマ ンド ・ ビ ッ ト 2 一 0) と CRC 制 御 (CRC」、CRC。) ビッ ト は 、 書 き 込 み レ ジス タ の 第 1 バイト 
に 含ま れ て いる 。 こ れ に より シス テム 制御 に 際 し て 最大 限 の 柔軟 性 を 確保 で きる 。 各 チャ ネル は WR 0 に 続い て ア 
クセ ス さ れる 制御 レジ スタ を も っ て お り 、 こ れ ら の レジ スタ は コマ ンド (デー タ で は な い ) と し て アド レス 指 
定 さ れる 。 


* ま コマンド 0 一 7 は WR0 レ ジス タ (Ds 一 Ds) の 各 コ マン ド を 意味 する 。 


書き 込み レジ スタ 0 


Dz | De | Di | D, | Di | pz | Di | Ds 
0 0 REGISTER 0 
0 0 1 REGISTER 1 
0 1 0 REGISTER 2 
0 1 1 REGISTER 3 
1 0 0 REGISTER 4 
1 0 1 REGISTER 5 
1 1 0 REGISTER 6 
1 1 1 REGISTER 7 
0 0 0 NULL CODE 
0 0 1 SEND ABORT (SDLC) 
0 は 0 RESET EXT STATUS INTERRUPTS 
0 1 1 CHANNEIL RESET 
1 0 0 ENABLE INT ON NEXT R。CHARACTER 
1 0 1 RESET T。 INT PENDING 
1 1 0 ERROR RESET 
1 1 1 RETURN FROM INT (CH-A ONLY) 
NULL CODE 


RESET R.CRC CHECKER 
RESET TCRC_ GENERATOR 
RESET T. UNDERRUN/EOM LATCH 


ーー の 
ュー エー ュー】 


書き 込み レジ スタ 1 


LTp 


EXT INT NN 

T。 INT ENAB 

STATUS AFEECTS VECTOR 
(CH-B ONLY) 


0  R.INT DISABLE 

1 R.INT ON FIRST CHARACTER 

0 INT ON ALL R。CHARACTERS (PARITY AFFECTS VECTOR) 軍 

1 INT ON ALL R. CHARACTERS (PARITY DOES NOT AFFECT 
VECTOR) 


ニー ニ バ ーー】 


s 人 ON R/T *OR ON SPECIAL CONDITION 
エーーーーーーー FUNCTION 
ーーーーーーーーーーーー ENABLE 


書き 込み レジ スタ 2 ウ ( チ ャ ネル B の み ) 


D: | De | Ds | D, | Ds | Ds pi [ Do | 


NA INTERRUPT 
Y。 VECTOR 


書き 込み レジ スタ 3 


Dz | De Ds | Dz | Ds | pg | Di | r 


に 拓 ABLE 

SYNC CHARACTER LOAD INHIBIT 
ADDRESS SEARCH MODE (SDLC) 
R。 CRC ENABLE 

ENTER HUNT PHASE 

AUTO_ ENABLES 


R.5 BITS/CHARACTER 
R.7 BITS/CHARACTER 
R。 6 BITS/CHARACTER 
R. 8 BITS/CHARACTER 


ーー バー バー】 
ユール ニュ ー】 


図 9(a) 書き 込み レジ スタ の 各 ビ ッ ト の 機能 


書き 込み レジ スタ オ 4 


ーー ベー 


PARITY ENABLE 
PARITY EVEN/ODD 


SYNC MODES ENABLE 

1 STOP BIT/CHARACTER 
122 STOP BITS/CHARACTER 
2 STOP BITS/CHARACTER 


ニョ ニョ ーー】 
ユー メニ ュー】 


0 8 BIT SYNC CHARACTER 

1 16 BIT SYNC CHARACTER 

0 SDLC MODE (0111 1110 FLAG) 
1 EXTERNAL SYNC MODE 


1 CLOCK MODE 
x16 CLOCK MODE 
x32 CLOCK MODE 
x64 CLOCK MODE 


ーー の の 


レール ニュ ー】 


書き 込み レジ スタ 5 


LDe |Ds|pD,|Di|Dz | Di |De | 
T。CRC ENABLE 
RTS 
SDLC CRC-16 
T。 ENABLE 
SEND BREAK 
T。 5 BITS (OR LESS)/CHARACTER 
T。7 BITS/CHARACTE 


T。 6 BITS/CHARACTER 
T.8 BITS/CHARACTER 


ーー ベ こつ 
ュー ルー ュー】 


ャ ーーーーー 届 お 設 


書き 込み レジ スタ 6 


*SDLC モ ー ド 時 に は SDLC ア ドレ ス が 入る 。 


書き 込み レジ スタ 7 


*SDLC モ ー ド 時 に は フラ グ “0111 1110" に プロ グラ ム す る 。 


図 9(b) 書き 込み レジ スタ の 各 ビ ッ ト の 機能 


(1) 書き 込み レジ スタ 0 (WR 0 ) 
WR0 は コマ ンド ・ レ ジス タ で ある が 、CRC の リセ モット ・ コ ー ド お よび 他 の レジ スタ の ポイ ンタ と し て も 使 
用 され る 。 


制御 語 レジ スタ ・ ポ イン タ 


① ポイ ンタ ・ ビ ッ ト (Ds~Do) 

ビッ ト Dz 一 Do は レジ スタ ・ ポ イン タ で あり 、 次 の バイ ト を 書き 込む 書き 込み レジ スタ 、 あ る い は 次 の バイ ト 
を 読み 出す 読み 出し レジ スタ を 指示 する た め に 用 いら れる 。 リ セッ ト (リセ モ セット ・ コ マン ド か リエ セッ ト 入 力 端 
子 か ら の 外部 リセット) 後に 各 チ ャ ネル に 書き 込ま れる 最初 の バイ ト ・ デ ー タ は WR0 に ロー ド さ れる 。 レ ジス タ 
(WR0 を 除く ) に 対し て 1 回 書き 込み また は 読み 出し を 行う と 、 そ の あと で は ポイ ンタ は WR0O を 指し て いる 。 


② コマ ンド ・ ビ ッ ト (Ds~Ds) 
Ds 一 Ds の 3 ビッ ト を デコ ー ド し て Zー80 SIO の 7 種 の 基本 コマ ンド を 指定 する た め に 用 いら れる 。 


コマ ンド 0= テ 000 
ヌル ・ コ ー ド 
動作 に 何 の 影響 も 与え な い 。 
通常 、 次 の バイ ト の た め の ポ イン タ を セッ ト す る 場合 、Z 一 80 SIO を 何 も 動作 させ な いた め に 使用 する 。 


コマ ンド 1=001 
アボ ー ト 送出 
SDLC モ ー ド で 動作 させ る と きのみ 使用 し 、8 13 個 の 連続 する 1 の 列 を 発生 きせ る 。 


So ボ 3 の 50 

外部 / ス テー タス 割り 込み リセ モット 

外部 割り 込み また は 、 ス テー タス 割り 込み が 発生 し た (た と えば 、 モ デム 線 の 変化 、 ブ レー ク 状 態 ) の ち 、 
RR0 の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト が ラッ チ さ れる 。 こ の 制御 語 は それ ら の ビッ ト を 再び イネ ー ブ ル に し 、 割 り 込み を 
再度 発生 可能 状態 に する 。 ス テー タス ・ ビ ッ ト を ラッ チ さ せる こと に より 、 割 り 込 み の 原 因 と な る 入力 線 が 
短い パル ス で あっ て も 検出 で き 、CPU は その 変化 を 読み 取る こと が で きる 。 

シス テム ・ リ セッ ト 後 の 最初 の 外部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み リ モッ ト ・ コ マン ド は 続け て 2 度 発する 必要 が 
ある 。 


コマ ンド 3 三 0 11 

チャ ネル ・ リ セッ ト 

この 制御 語 は 、 外 部 か ら の リセ モット と 同じ 操作 を 単 一 の チャ ネル に 関し て の み 行 う 。 

チャ ネル A に 対す る リセ ッ ト は 、 さ ら に 割り 込み 優先 回 路 も リセ ッ ト す る 。 

すべ て の 制御 用 レジ スタ は 、 こ の 制御 語 の 実行 後に は 再び 書き 込み が 必要 で ある 。 

この 制御 語 が 書き 込ま れ た の ち 、 次 の 制御 語 を Z 一 80 SIO の 対応 する チャ ネル に 書き 込む まえ に Zー80 SIO 
の リセ ッ ト 時 間 と し て 、 余 分 に 4 シス テム ・ ク ロッ ク ・ サ イク ル が 必要 で ある 。 こ の 時 間 と し て 通常 CPU が 
次 の 命令 え フ ェ ッ チ す る 時 間 が 用 いら れる 。 


コマ ンド 4 三 100 

次 の 受信 キャ ラク タ で イネ ー ブ ル 

第 1 受信 キャ ラク タ で の み 割 り 込み 発生 モー ド に プロ グラ ム さ れ て いる 場合 、 各 メッ セー ジ を 受信 完了 す 
る ご と に この 制御 語 に よっ て 上 記 モ ー ド を 再び イネ ー ブ ル に する 。 


コマ ンド 5 テ 101 

送信 割り 込み の 保留 リセ モット 

送信 割り 込み ネー ブル ・ モ ー ド が 選択 きれ て いる 場合 、 送 信 バ ッ フ ァ が 空 に な る と トラ ンス ミッ タ は 割 
り 込 み を 発生 する 。 

送る ベ べき キャ ラク タ が な い 場 合 (た と えば 、 メ ッ セ ー ジ の 終わ り に お いて ) 、 こ の コマ ンド を 送る と 、 次 の 
キャ ラク タ が 送信 バッ ファ に ロー ド さ れる まで 、 あ る い は CRC が 完全 に 送信 され る まで 、 送 信 割 り 込 み の 発 
生 を 抑え る 。 


コマ ンド 6= テ 110 

エラ ー< 潮 セ ッ ト 

この コマ ンド は エラ ー・ ラ ッ チ を リセ ッ ト す る 。 パ リティ ・ エ ラー お よび オー バー ラン ・ エ ラー は この 制 
御 語 に よっ て リセ ッ ト さ れる まで 、RR 1 に お いて ラッ チ さ れ て いる 。 こ ご の 方 法 に より 、 ブ ロッ ク 転 送 中 に 発 
生 し た エラ ー を プロ ッ ク の 終わ り で の み 調 べ る こと が で きる 。 


コマ ンド 7= テ 11 1 

割り 込み か ら の 復帰 

この 制御 語 は チャ ネル A に 送ら な けれ ば な ら な い 。 

Z 一 80 SIO は この 制御 語 に 対し て 、 デ ー タ ・ バ ス 上 の RETTI 命 令 を 実行 する の と まっ た く 同 じ 動 作 を する 。 
すなわち 、 割 り 込 み サ ービス を 受け て いる 内 部 デバ イス (レシ ー バ や トラ ンス ミッ タ な ど ) の 割り 込み サー 
ビス 中 の ラッ チ を リセ ッ ト し 、 こ れ に より デー ジー・ チ ェ ー ン に お いて 優先 順位 の より 低い デバ イス か ら 割 
り 込 み を か けら れる よう に な る 。 

外部 デー ジー・ チ ェ ー ン や RETT 命令 を 使用 し な い シ ステ ム に お いて も 、 こ の 制御 語 の 使用 に より Z 一 80 
SIO 内 部 の デー ジー・ チ ェ ー ン を 使用 する こと が で きる 。 


③ CRC リ セッ ト ・ コ ー ド 1 お よび 0 (D, お よび PD ) 
これ ら の ビッ ト に より 次 の リセ モッ ト ・ コ マン ド の いずれ か を 選択 する 。 


Mj の トド ・ ヨ マシ ド 


ヌル ・ コ ー ド (影響 を し ) 


受信 CRC チ ェ ッ カ ・ リ セッ ト 


送信 CRC ジ ェ ネ レー タ ・ リ セッ ト 


送信 アン ダー ラン /EOM リ セッ ト 


通常 受信 CRC チェ ッ カ ・ リ セッ ト ・ コ マン ド 、 送 信 CRC ジェ ネ レ ー タ ・ リ セッ ト ・ コ マン ド は それ ぞ れ CRC 
チェ ッ カ 、CRC ジ ェ ネ レー タ を オー ル 0 に 初期 設定 する 。 

SDLC モ ー ド の 場合 、 受 信 CRC チ ェ ッ カ ・ リ セッ ト ・ コ マン ド 、 送 信 CRC ジ ェ ネ レー タ ・ リ セッ ト ・ コ マン 
ド は 、 そ れ ぞ れ CRC チ ェ ッ カ 、CRC ジ ェ ネ レー タ を オー ル 1 に 初期 設定 する 。 


(2) 書 き 込 み レ ジス タ 1 (WR 1 ) 
WR1 は 種々 の 割り 込み モー ド お よび ウェ イト / レ ディ ・ モ ー ド を 決め る 制御 ビッ ト を も っ て いる 。 


受信 割り 込み 送信 割り 込み | 外部 / ス テー タス 


モー ド 0 イ ネー プル 割り 込み 


イ ネー プル 


① 外部 / ス テー タス 割り 込み イネ ー ブ ル (Do) 

この ビット が セ モット され て いる 場合 、DCD、CTS ある い は SYNC 入力 の 変化 時 、 あ る い は プレ ー ク / ア ボー ト 
の 検出 時 、 お よび 終了 時 に 割り 込み を 発生 する 。 

また 、 こ の ビッ ト が セッ ト さ れ て いて 送信 アン ダー ラン /EOM ラ ッ チ が セッ ト さ れ て いる 場合 、CRC キ ャ ラ 
クタ や 同期 キャ ラク タ の 送信 開始 時 に も 割り 込み を 発生 する 。 


② 送信 割り 込み イネ ー ブ ル (Di) 
この ビッ ト が セッ ト さ れ て いる と 、 送 信 バ パッ ファ が 空 に 移行 する と き は いつ で も 割り 込み を 発生 する 。 


③ ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル (D>) 

この ビッ ト は チャ ネル B の み で 有効 で ある 。 

この ビッ ト が セッ ト さ れ て いな いと き 、 割 り 込み 応答 サイ クル で Zー80 SIO か ら 出力 する 割り う 込み ベク トル 
は WR2 の 内 容 と 同じ で ある 。 


に に 


この ビッ ト が セッ ト さ れ て いる 場合 、 割 り 込み 応答 サイ クル で Zー80 SIO か ら 出 力 する 割り 込み ベク トル 
リ は 、 次 の よう に 割り 込み 条件 に より WR 2 の ビッ ト Vs 一 Vi が 変化 する 。 


割り 込み 発生 条件 


送信 パッ ファ が 空 


外部 / ステ ー タ ス の 変化 


受信 キャ ラク タ 有 効 


特別 受信 条件 * 


送信 パッ ファ が 空 


外部 / ス テー タス の 変化 


受信 キャ ラク タ 有 効 


( ソ 特別 受信 条件 * 


パリ ティ ・ エ ラー 
受信 オー バー ラン ・ エ ラー 
※ 特 別 受信 条件 


フレ ーー 和み: テ ー 


エン i ド ・ 雪 io タレ ー が (SM 写 ⑥) 


④ 受信 割り 込み モー ド 1 お よび 0 (D4 お よび D5) 

これ ら の ビッ ト に より 次 表 に 示す 割り 込み 発生 条件 (モー ド ) を 決め る 。 

受信 割り 込み モー ド 1 、 2 、 3 に お いて は 、 特 別 受信 条件 に より 割り 込み を 発生 で き 、 こ の 場合 表 の よう に 
割り 込み ベク トル を 変化 させ る 。 


] 説 


割り 込み ディ セー ブル 


最初 の キャ ラク タ の み で 受信 割り 込み 
すべ て の 受信 キャ ラク タ で 割り 込み 
(パリ ティ ・ エ ラー は 特別 受信 条件 と な る ) 
すべ て の 受信 キャ ラク タ で 割り 込み 
(パリ ティ ・ エ ラー は 特別 受信 条件 と な ら な い ) 


⑥⑤ ウェ イト / レ ディ 機能 選択 (Dz 一 Ds) 

ウェ イト と レデ ィ の 機能 選択 は Dz 一 Ds ビッ ト の 制御 に よっ て 行う 。 ウェイト / レ ディ 機能 は ウェ イト / レ デ 

ィ ・ イ ネー ブル ・ ビ ッ ト (WR1 の Dz) を 1 に セッ ト す る こと に より 動作 する 。 レ ディ 機能 の 選択 は De (ウェ イト 

/ レ ディ 機能 選択 ) を 1 に セッ ト す る こと に より 行う 。 も し 、 こ の ビッ ト が 1 で あれ ば 、WAIT / READY 端 子 は 
( Zー80 SIO が デー タ 転 送 の 用 意 が で きた 時 点 で “High レベ ル か ら ヾ Low2 レベ ル に 変化 する 。 ウ ェ イ ト 機 能 


を 選ぶ 場合 、De を 0 に する 。 こ の ビッ ト を 0 に する と 、WAIT / READY 端子 は オー プン ・ ド レイ ン に な り ア ク 
ティ ブ 状 態 は Low2 レベ ル で ある 。 

ウェ イト 、 レ ディ 両機 能 は 送信 、 受 信 い ずれ の モー ド に お いて も 使用 され る が 、 同 時 に 使用 きれ る こと は な 
い 。. も し 、Ds (ウェ イト / レデ ィ 受 信 / 送信 選択 ) が 1 で あれ ば 、 ウ ェ イ ト / レデ ィ 機 能 は 受信 バッ ファ の 状態 
( 空 か フル ) に 応答 する 。Ds が 0 で あれ ば 、 ウ ェ イ ト / レ ディ 機能 は 送信 パッ ファ の 状態 ( 空 か フル ) に 応答 
する 。 

WAIT / READY 出力 が いつ アク ティ ブ 、 非 アク ティ プ に な る か は 、 選 ば れ た モー ド の 組み 合わ せ に より 決定 
する 。 こ れ ら の 組み 合わ せ の まとめ を 次 に 示す 。 


| WAIT/READY 端 子 出 力 
選択 され る 機能 


WAIT クー ボウ ラグ (アク 0 の Yow 全 ゆで) 


READY | ヾ High2 レベ ル 


送信 バッ ファ が フル か つ SIO の デー タ ・ ポ ー ト が 選択 され て いる と き ヾ ゞ Low タレ ベル 
送信 パッ ファ が 空 の と き フ ロー ティ ング 


WAIT 


送信 パッ ファ が フル の と き ヾ High2 レベ ル 
送信 バッ ファ が 空 の と き ヾ Low2 レベ ル 


受信 バッ ファ が フル の と き フ ロー ティ ング 
受信 バッ ファ が 空 か つ SIO の デー タ ・ ポ ー ト が 選択 され て いる と き ヾ Low? レベ ル 


信 バ ッ フ ァ が フル の と き ヾ Low2 レベ ル 


信 バ ッ フ ァ が 空 の と き ヾ High2 レベ ル 


受 
受 


WAIT 出力 は 入出 力 要求 後 TAIO(W/RWf) 時 間 遅 れ て “High2 か ら ヾ Low2 タ レベ ル へ 変化 する 。 ヾ Low? か 
ら ^High2 レベ ル へ の 変化 は 、 ク ロッ ク の 立ち 下がり か ら TdC(RWz) 時間 遅れ て 起こ る 。READY 出力 は 、 
クロ ッ ク の 立ち 上 が りか ら TdC(W/PR) 時 間 遅 れ て “High2 か ら バ Low2 レベ ル へ 変化 する 。READY 出力 
の ヾ Low2 か ら “High2 レベ ル へ の 変化 は 、IORQ の 立ち 下がり か ら TdIO(W/RWf) 時 間 遅 れ て 起こ る 。 

レデ ィ 機 能 は Z 一 80 SIO が 選択 され て いな い ど の 時 点 に お いて も 起こ り 得る 。 READY 出力 が アク ティ ブ 
( ヾ Low? レベ ル ) に な る と 、DMA コ ント ロー ラ は 、 デ ー タ 転送 を 行う た め に IORQ お よび 対応 する B/A と C/D 
を 送る 。READY 出 力 は IORQ お よび CS が アク ティ ブ に な る と 非 ア クティ ブ に な を る 。 レ ディ 機能 は Z 一 80 SIO が 
アド レス 指定 され て いる いな い に 関 係 を な く Z 一 80 SIO 内 部 で 起こ り 得 る の で 、READY 出 力 は CPU の デー タ ま 
た は コマ ンド 転送 が 発生 する と 非 ア クティ ブ に な る 。 こ れ は CPU 側 の デー タ 転 送 が 行わ れ て いる 場合 に は DMA 
コン トロ ー ラ は イネ ー プ ブル 状 態 に を な い の で 問題 を 生じ な い 。 

一 方 、 ウ ェ イ ト 機 能 は 、Z 一 80 SIO が まだ デー タ を 受信 し て いな い 場 合 で CPU が その デー タ を 読も うと し た 
と き に アク ティ プ に な る 。 こ の よう な 状態 は プ ブロック 転送 命令 を 使用 し て いる 場合 に し ば し ば 発生 する 。 ウ ェ 
イト 機能 は プロ グラ ム 制 御 下 で 、 も し 、CPU が 送信 バッ ファ が フル で ある に も か か わら ず 、 デ ー タ を 書き 込 も う 


と し た と き に も アク ティ ブ に な る 。 WAIT 出力 が 、 い ずれ の チャ ネル に 対し て も 反対 側 の チャ ネル が アド レス 
指定 され た と き に アク ティ ブ に な る と いう 事実 は 、 ソ フト ウェ ア ・ ル ー プ や プロ ッ ク 転 送 命令 の 動作 に 対し て 


は 影響 を 与え を な い 。 


(3) 書き 込み レジ スタ 2 (WR 2 ) 
WR2 は 割り 込み ベク トル ・ レ ジス タ で あり 、 チ ャ ネル B に の み 存 在 する 。 
ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル (WR1 の Ds ) が 1 の と き 、 割 り 込 み 応 答 サ イク ル に お いて 、Zー80 SIO 


か ら 出 力 す る ベク トル (Vs 一 Vi) は 、 割 り 込 み 発生 条件 に より 変化 する 。 こ の と き WR2 の 内 容 は 変化 し な い 。 
(WR1 で 既 述 ) 


(4) 書き 込み レジ スタ 3 (WR 3 ) 
WR 3 は 、 レ シー バ を 制御 する た め の ビ ッ ト と パラ メー タ を も つ レ ジス タ で ある 。 


受信 ビッ ト 受信 ビッ ト 
受信 CRC アド レス ・ サ ー チ | 同期 キャ ラク タ 
/ キ ャ ラク タ / キ ャ ラク タ 受信 イネ ー プ ブル 


イネ ー プ ル 


① 受信 イネ ー ブ ル (Do) 

この ビッ ト を 1 に プロ グラ ム す る と 受信 動作 を 開始 する 。 

この ビッ ト は 、 他 の 受信 用 の パラ メー タ を すべ て セッ ト し 、 レ シー バ を 完全 に 初期 設定 し た あと で の み 、 セ モ 
ッ ト さ れ な けれ ば な ら な い 。 


② 同期 キャ ラク タ ・ ロ ー ド 禁止 (Di) 

この ビッ ト が セッ ト さ れる と メッ セー ジ の まえ に ある 同期 キャ ラク タ は 受信 パッ ファ に ロー ド さ れ な い 。 同 
期 キ ャ ラク タ が 取り 除 か れ て も 、 CRC の 計算 は 行わ れる の で 、 こ の 機能 は メッ セー ジ の 始め に お いて の み イ ネ 
ー ブ ル され な けれ ば な ら な い 。 


③ アド レス ・ サ ー チ ・ モ ー ド (DPz) 
この ビッ ト は SDLC モ ー ド に お いて 使用 する 。 


SDLC モー ド が 選択 きれ て いる 場合 に 、 こ の ビッ ト が セッ ト さ れ て いる な ら ば 、WR6 に プロ グラ ム さ れ た 
アド レス 、 あ る い は グロ ー バ ル ・ ア ドレ ス (1111 1111) と 一 致し な い ア ドレ ス を も つ メ ッ セ ー ジ は 受信 し な い 。 
すなわち 、 こ の ビッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば 、 ア ドレ ス が 一 致し な い 限 り 受 信 割 り 9 込み は 発生 し な い 。 


④ 受信 CRC イ ネー ブル (Ds5) 

この ビッ ト が セッ ト さ れ て いる と 、 受 信用 シフ ト ・ レ ジス タ か ら バ パ バッファ ・ ス タッ ク へ の 最後 の キャ ラク タ 
の 転送 開始 時 に CRC の 計算 が 始ま る (また は 再開 する )。 これ は スタ ッ ク 中 の キャ ラク タ 数 と は 無関係 に 行わ れ 
る 。 この ビッ ト が セッ ト さ れ た 場合 の 詳細 に つい て は 、6.2 SDLC 受 信 の SDLC 受 信 CRC チ ェ ッ ク お よび 5.2 
同期 受信 の CRC エ ラー・ チ ェ ッ ク の 項 を 参照 の こと 。 


⑤ エン タ ・ ハ ント ・ フ ェ ー ズ (D4) 

リセット 後 、Z 一 80 SIO は 自動 的 に ハン ト (検索 ) フェ ー ズ に 入る 。 

同期 モー ド に お いて 何ら か の 理由 で キャ ラク タ 同 期 が と れ な く な る か 、 あ る い は SDLC モ ー ド に お いて 受け 
取っ た メッ セー ジ の 内 容 が 不要 に な っ た 場合 、 こ の ビッ ト を 1 に する こと で 再び ハン ト ・ フ ェ ー ズ に 入る こと 
が で きる 。 

この ビッ ト を セッ ト す る と 、 シ ンク ・ ハ ント ・ ビ ッ ト (RR0 の D4) が セッ ト さ れる 。 


⑥ オー ト ・ イ ネー ブル (D5) 

この ビッ ト が セッ ト さ れ て いる 場合 DCD お よび (CTS 入力 に より それ ぞ れ レシ ー パ お よび トラ ンス ミッ タ 
は イネ ー ブ ル に な る 。 ' 芝 

この ビッ ト が セッ ト さ れ て いな けれ ば 、DCD お よび CTS 入 力 は それ ぞ れ DCD ぉ よび CTS ビ ッ ト (RR0 の Ds 
お よび Ds) に 対応 する 入力 と な る 。 


⑦ 愛 信 ビッ ト / キ ャ ラク タ 1 お よび 0 (D7 お よび Ds) 

これ ら の ビッ ト は 、 1 つの キャ ラク タ を 構成 する 受信 ビッ ト 数 を 決定 する 。 

キャ ラク タ ・ ア セン ブル が 現在 プロ グラ ム さ れ て いる ビッ ト 数 に 達する まえ で あれ ば 、 こ れ ら De と D7 は キャ 
ラク タ の アセ ンプ ブル 中 で あっ て も 変更 で きる 。 
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(5) 書き 込み レジ スタ 4 (WR 4 ) 

WR4 は レシ ー バ と トラ ンス ミッ タ の 両方 を 制御 する ビッ ト を も つ レ ジス タ で ある 。 

送信 お よび 受信 時 の 初期 設定 に お いて 、 こ れ ら の ビッ ト の 設定 は WR1、WR3、WR5、WR6、WR7 を 設定 
する まえ に 行わ な けれ ば な ら な い 。 


クロ ッ ク | ク ロッ ク | 同 期 | 同 期 | ス ド フ ツブ プ | ス トッ プ 


① パリ ティ 選択 (Do) 

この ビッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば 、 前 記 WR3 の Dz 、Ds で 決め られ た ビッ ト 数 に さら に 1 ビッ ト が 送信 デー タ 
に 付加 され 、 そ の 付加 され た ビッ ト 数 で 受信 され る 。 

受信 動作 に お いて 、 8 ビッ ト / キ ャ ラク タ が 選択 され て いる の で な けれ ば 、 こ の 付加 され た パリ ティ ・ ビ ッ 
ド は キャ ラク タ の 一 部 と じ で CPU に 送ら れる 。 


② パリ ティ 偶 / 奇 (Di) 
パリ ティ を 選択 する と きこ の ビッ ト に より パリ ティ の 送出 お よび チェ ッ ク を 偶 で 行う か 、 奇 で 行う か を 決定 
する 。 ( 偶 = 1 ) 


③ スト ッ プ ・ ビ ッ ト 1 お よび 0 (Ds お よび PDz) 

これ ら の ビッ ト に より 送信 され る 非同期 キャ ラク タ に 付加 され る スト ッ プ ・ ビ ッ ト の 数 を 決定 する 。 
レシ ー バ は つね に 1 スト ッ プ ・ ビ ッ ト を チェ ッ ク す る 。 

Ds、Dz が と も に 0 の 場合 、 同 期 モ ー ド に な る 。 


炊 ド 32 ト 


同期 モー ド 


スト ツブ 5 ビビ waR た キャ ラク タ 


全 及 スズ ド DZ3SMSS2INM キ や クタ 


2 スト ツブ プ 。・ ビ INIA 生 iv ラク タ 


④ 同期 モー ド 1 お よび 0 (Ds お よび D〉) 
これ ら の ビッ ト に より 同期 モー ド を 選択 する 。 


同 期 モー ド 


8 ビッ ト 同期 モー ド 


16 ビ ッ ト 同期 モー ド 


SDIBC モ ー ド (01I11TH0 プ ラグ ・ パ ター ン ) 


外部 同期 モー ド 


⑤⑥ クロ ッ ク ・ レ ー ト 1 お よび 0 (D, お よび Ds) 

これ ら の ビッ ト は クロ ッ ク (T.C と R.C) と デー タ 転 送 速度 と の あい だ の 倍率 を 決め る 。 

同期 モー ド に 対し て は 、X 1 の クロ ッ ク ・ レ ー ト で な けれ ば な ら な い 。 

非同期 モー ド に お いて は 、 次 表 に 示す 倍率 で あれ ば どれ で も よい が 、 送 信 側 と 受信 側 は 同じ 倍率 を 使用 し な 
けれ ば な ら な い 。 

すべ て の モー ド に お いて 、 シ ステ ム ・ ク ロッ ク は デー タ 転 送 速 度 の 4.5 倍 以上 で な けれ ば な ら な い 。 

※1 の クロ ッ ク ・ レ ー ト が 選択 さき れ て いる 場合 、 ビ ッ ト 同 期 は 外部 で 行わ を けれ ば な ら な い 。 


(6) 書き 込み レジ スタ 5 (WR5) 
WR5 は トラ ンス ミッ タ 制 御 の た め の ビ ッ ト (D。 を 除く ) を も つ レ ジス タ で ある 。 
Ds 


① 送信 CRC イ ネー ブル (Do) 

この ビッ ト は 特定 の 送信 キャ ラク タ に 関し て CRC を 計算 する か どう か を 決 定 する 。 

も し 、 キ ャ ラク タ が 送信 パッ ファ か ら 送 信 シ フト ・ レ ジス タ ヘ へ ロード され る 時 点 で この ビッ ト が セッ ト さ れ 
て いる な ら ば 、 そ の キャ ラク タ に 関し て CRC を 計算 する 。 

送信 アン ダー ラン 状態 の 場合 に は 、 こ の ビッ ト が セッ ト さ れ て いな けれ ば 、CRC は 自動 的 に 送ら れ な い 。 


② 送信 要求 (Di) 

送信 要求 (RTS) ビッ ト は RTS 端 子 に 対応 する 制御 ビッ ト で ある 。 

この ビッ ト が セッ ト さ れ て いる と RTS 端 子 は Low? レベ ル に な る 。 

この ビッ ト を リセ ッ ト す る と RTS 端 子 は “High* レベ ル と な る 。 
人 ド に お いて は 、 RTS 端子 は キキ ャ ラク タ の 全 ビ ッ ト が 送信 され 、 送 信 バ ッ フ ァ が 空 に な っ た あと に ) 
お いて の み High レベ ル と な る 。 2 YY 


同期 モー ド に お いて は 、RTS 端 子 は 単に この ビッ ト の 状態 を 示す 出力 端子 と な る 。 


③ CRC-16 / SDLC (Dz) 
この ビッ ト は トラ ンス ミッ タ と レシ ー バ の 両方 で 使用 され る CRC 多 項 式 を 選択 する 。 
この ビッ ト が 1 の と き 、CRC 一 16 多 項 式 (X" 十 X" 十 X" 十 1 ) が 選ば れる 。 
この ビッ ト が 0 の と き 、CRC 一 CCITT 多 項 式 (X“ 士 X" 十 X" 十 1 ) が 選ば れる 。 
SDLC モー ド を 選択 し て いる 場合 、CRC ジ ェ ネ レー タ お よび チェ ッ カ は すべ て 1 に プリ セッ ト さ れ 、 特 別 チ 
ェ ッ ク ・ シ ー ケ ンス が 使用 され る 。 
CRC-CCITT 多項式 は 、SDLC モ ー ド の と き に 使用 し な けれ ば な ら な い 。SDLC モ ー ド を 選択 し て いな い 場 
合 、CRC ジ ェ ネ レー タ お よび チェ ッ カ は すべ て 0 に プリ セッ ト さ れる 。 


④ 送信 イネ ー ブ ル (Ds) 
この ビッ ト が セッ ト さ れる まで デー タ は 送信 きれ ず 、Tx.D 端子 の 出力 は マー キン グ 状 態 を 保っ て いる 。 送信 
開始 後に この ビッ ト が リセ ッ ト さ れ て も 、 現 在 送信 処理 中 の デー タ あ る い は 同期 キャ ラク タ は 完全 に 送信 され る 。 
CRC キ ャ ラク タ の 送信 中 に 、 こ の ビッ ト を リセ ッ ト す る と 、CRC の 代わ り に 同期 キャ ラク タ か フラ グ が 送信 
され る 。 


⑤ ブレ ー ク 送出 (D4) 
この ビッ ト を セッ ト す る と 、 ど の よう な デー タ 送 信 中 で あろ うと T.D 端 子 を スペ ー ス 状態 に する 。 
この ビッ ト を リセ モット する と 、TxD 端子 は マー キン グ 状 態 に 戻る 。 

⑥ 送信 ビッ ト / キ ャ ラク タ 1 お よび 0 (De お よび D5) 
これ ら の ビッ ト に より 、 送 信 バ ッ フ ァ へ 送ら れる 各 バ イト の ビッ ト 数 を 制御 する 。 


ビッ ドキ Kg みみ タ 


送ら れる ビッ ト は 右 に 詰め られ 、 送 信 は 下位 ビッ ト か らき さき に 行わ れる 。 


5 以下 の モー ド で は 、1 キャラ クタ 当り 1 一 5 ビッ ト の 送信 が 可能 で ある が 、 CPU は 次 表 に し た が っ て デー 
タ ・ キ ャ ラク タ を 処理 し な けれ ば な ら を ない 。 


送信 ビッ ト / キ ャ ラク タ 


1 


2 


⑦ DTR (Data Terminal Ready) (Dz) 
この ビッ ト は DTR 端 子 の 制御 ビッ ト で ある 。 
と の ビ ピット が 1 の と き 、TEFTR は バ Low< レベ ル に 、0 の と き は ^ ヾ High レベ ル に な る 。 


(7) 書き 込み レジ スタ 6 (WR6) 


D? De Ds D。 Ds Ds Di Do 
SYNC SYNC SYNC SYNC SYNC SYNC SYNC SYNC 
7 6 5 4 3 2 1 0 
この レジ スタ は 、 モ ノシ ンク ・ モ ー ド に お いて は 送信 同期 キャ ラク タ 、 バ イシ ン ク ・ モ ー ド に お いて は 16 ビ 
ッ ト 同 期 キ ャ ラク タ の 最初 の 8 ビット 、 外 部 同期 モー ド に お いて は 送信 同期 キャ ラク タ と な る よう に プロ グラ 


ム さ れる 。 ま た 、 こ の レジ スタ は SDLC モ ー ド に お いて は 、SDLC フ レー ム の アド レス ・ フ ィ ー ル ド と 比較 する た 
め に 使用 きれ る 2 次 局 アド レス ・ フ ィ ー ル ド と な る よう に プロ グラ ム さ れる 。 


(8) 書き 込み レジ スタ 7 (WR 7 ) 


D? Ds Ds D。 Ds Ds Di Do 
SYNC SYNC に 選 條 | SYNC SYNC SYNC SYNC SYNC 
15 14 13 12 Mi 10 9 8 


この レジ スタ は 、 モ ノシ ンク ・ モ ー ド に お いて は 受信 同期 キャ ラク タ 、 バ イシ ンク ・ モ ー ド に お いて は 16 ビ 
ッ ト 同 期 キ ャ ラク タ の 2 番目 の バイ ト ( 最 後 の 8 ビッ ト )、 SDLC モ ー ド に お いて は フラ グ ・ キ ャ ラク タ ( 0111 
1110)0 と な る よう に プロ グラ ム さ れる 。WR7 は 外部 同期 モー ド で は 使用 し な い 。 


WER6 WR7 


送信 同期 キャ ラク タ 受信 同期 キャ ラク タ 


16 ビ ッ ト 同 期 キ ャ ラク タ の 16 ビ ッ ト 同 期 キ ャ ラク タ の 
終わ り の 8 ビッ ト 


始め の 8 ビッ ト 


外部 同期 モー ド 送信 同期 キャ ラク タ 使用 し な い 


ーーーーT 


SDLC チェ ッ ク ・ ア ドレ ス SDTLC フ ラグ (0O111 1110) 


7. 2 読み 出し レジ スタ 

Zー80 SIO は 3 個 の レジ スタ RR0 一 RR2 を 各 チ ャ ネル に も っ て お り 、 こ れ ら の レジ スタ に より 各 チ ャ ネル 
(RR2 は チャ ネル B の み ) の ステ ー タ ス 情 報 を 読み 出す こと が で きる 。 これ ら の ステ ー タ ス 情 報 と し て エラ ー 
状態 、 割 り 込 み ベ クト ル 、 標 準 通信 イン ター フェ イス 信号 が ある 。 

RR 0 以外 の レジ スタ を 選択 し 、 そ の 内 容 を 読み 出す た め に は 、 書 き 込 み レ ジス タ の 場合 と まっ た く 同 様 に 、 
まず WR0 の ポイ ンタ を 設定 し な けれ ば な ら な い 。 次 に 入力 命令 を 用 いて アド レス 指定 し た 読み 出し レジ スタ 
の 内 容 を 読み 出す 。 

RR 0 お よび RR 1 の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト は 注意 深く グルー プ 分 けし て ある の で ステ ー タ ス の 監視 を 簡単 に 行 
うこ と が で きる 。 た と えば 、 割 り 込 み ベ クト ル に より 特別 受信 条件 の 割り 込み が 発生 し た こと が 判明 し た 場合 、 
それ に 関す る すべ て の エラ ー・ ビ ッ ト は 1 個 の レジ スタ (RR1) か ら 読 み 出 すこ と が で きる 。 


読み 出し レジ スタ 0 


D: | Ds Ds Dx Di | pz | pi Do | 
R。 CHARACTER AVAILABLE 
INT PENDING (CH-A ONLY) 
T。 BUFFER EMPTY 
DCD 


SYNC/HUNT ^ 外 部 / ス テー タス 
CTS 割り 込み * モー ド 
T。 UNDERRUN/EOM で 使用 する 。 
BREAK/ABORT 


読み 出し レジ スタ 1 


LD IpslIpslpilpslplplp 
ALL SENT 


1I FIELD BITS  I FIELD BITS IN 
IN PREVIOUS SECOND PREVIOUS 
BYTE BYTE 


SDLC モ ー ド に 
お ける 端数 コー ド 


トー スニ ミー ミニ ミー ミニ ミー ミー ニコ 
ミー ュー ミー バー ミー ミー ミー】 
トー スー コー ゴー ミー ミー ミー ドー】 
ト こ ミニ ミー ミー ミー ミー ミー ミー】 
Oo の の コ つの の た の 


ーーーPARITY ERROR 

R. OVERRUN ERROR 
CRC/FRAMING ERROR 
END OF FRAME (SDLLC) 


読み 出し レジ スタ 2 


| pz| ps Ds | p4| pi| pl Di De | 
Ve 
Vi 
Vs 
V! [割り 込み ペク トル 
V4 


図 10 読み 出し レジ スタ の 各 ビ ッ ト の 機能 


(1) 読み 出し レジ スタ 0 (RR 0) 


留 


人 
A の み 


① 受信 キャ ラク タ 有 効 (Do) 
この ビッ ト は 、 受 信 バ ッ フ ァ 内 に 少な く と も 1 個 の キャ ラク タ が あれ ば セッ ト さ れる 。 
受信 FIFO が 完全 に 空 に な る と 、 こ の ビッ ト は リセ ッ ト さ れる 。 


② 割り 込み 保留 (Di) 

この ビッ ト は チャ ネル A で の み 有 効 で も あり 、 チ ャ ネル B で は つね に 零 で ある 。 割り 込み 条件 の 種類 に 関 
係 を く Z 一 80 SIO 内 に 割り 込み が 発生 する と 、 こ の ビッ ト は セッ ト さ れる 。 こ の ビッ ト は 主として ベク トル 方 
式 の 割り 込み を 使用 し な い 場 合 に 用 いる 。 す な わ ち 、 割 り 込 み 処 理 ル ー チ ン の 中 に お いて 、 こ の ビッ ト に より 
Z 一 80 SIO 内 に 割り 込み 条件 が 成立 し て いる こと を 知る こと が で きる 。 

この ビッ ト を 用 いる と チャ ネル A お よび B の RR0 の 割り 込み の 原因 と な る すべ て の ビッ ト を 調べ る 必 
要 が な を なく を る 。 こ の ビッ ト は Zー80 SIO 内 の すべ て の 割り 込み 条件 が 解消 され る と リセ ッ ト さ れる 。 


③ 送信 バッ ファ 空 (Dz) 
この ビッ ト は 、 同 期 あ る い は SDLC モー ド で CRC キャ ラク タ が 送ら れ て いる と き を 除い て 送信 バッ 
ファ が 空 に みな れ ば いつ で も セッ ト さ れる 。 
この ビッ ト は 、 送 信 バ パ バッファ に キャ ラク タ が ロー ド さ れる と リセ ッ ト さ れる 。 
リセ ッ ト 端 子 に よる Zー80 SIO の リセ ッ ト あ る い は チャ ネル の リセ ッ ト 後 に は 、 こ の ビッ ト は セッ ト さ れ 
て いる 。 


④ DCD (Data Carrier Detect) (Ds) 

この ビッ ト は 、5 個 の 外部 / ス テー タス ・ ビ ッ ト ( す な わ ち 、DCD、CTS、 シ ンク / ハ ント 、 プ レー ク / ア 
ボー ト お よび 送信 アン ダー ラン / EOM ) の いずれ か が 最後 に 変化 し た と き の DCD 端子 入力 の 状態 を 示す 。 
DCD 端子 入力 が 変化 する と この DCD ビッ ト を ラッ チ し 、 外 部 / ス テー タス ・ イ ネー ブル ・ ビ ッ ト が セッ ト さ 
れ て いる 場合 、 外 部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み を 発生 する 。 

この ビッ ト の 現在 の 状態 を 知る に は 、 外 部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み リ モッ ト ・ コ マン ド (コマ ンド 2) を WR0 に 
書き 込ん だ 直後 に この ビッ ト を 読ま # な けれ ば な ら な い 。 


⑤⑥ シン ク / ハ ント (D〉) 
この ビッ ト は 動作 モー ド に より 異な っ た 状態 を 示す 。 


| ) 非同期 モー ド 
5 個 の 外部 / ス テー タス ・ ビ ッ ト (DCD、CTC、 シ ンク / ハ ント 、 ブ レー ク / ア ボー ト お よび 送信 アン ダ 
ー ラ ン /EOM) の いずれ か が 、 最 後に 変化 し た と き の SYNC 端 子 入力 の 状態 を 示す 。 
割り 込み イネ ー ブ ル 時 、 こ の ビッ ト は SYNC 入力 の ヾ High2 か ら ^ ヾ Low へ の 変化 で セッ ト さ れ 、 ま た 、 
*Low ヶ か らら “High へ の 変化 で り セ モッ ト さ れ 、 い ずれ も 外部 / ス テー タス 割り 込み を 発生 する 。 外部 / ス 
テー タス 割り 込み リセ モッ ト ・ コ マン ド に より 割り 込み を クリ ア す る 。 他 の 入力 ある い は 条件 の 変化 に より 
外部 / ス テー タス 割り 込み が 発生 し た と き は 、 こ の ビッ ト は 変化 し た 時 点 に お ける SYNC 端子 の 逆 の 状態 
を 示す 。 
SYNC 入力 の 現在 の 状態 を 知る た め に は 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み リセ モット ・ コ マン ド (コマ ンド 2) 
を 書き 込ん だ 直後 に 、 こ の ビッ ト を 読ま を けれ ば な ら な い 。 
l ) 外部 同期 モー ド 
外部 同期 モー ド に お いて は 、 こ の ビッ ト は 非同期 モー ド の 場合 と 同じ 動作 を する が 、 余 分 に 以下 の 動作 
を 伴う 。 エ ンタ ・ ハ ント ・ フ ェ ー ズ 制御 ビッ ト を セッ ト す る と 、 外 部 同期 検出 回 路 を イネ ー ブ ル に する 。 
外部 同期 モー ド が 選ば れ 、 か つ 、 エ ンタ ・ ハ ント ・ フ ェ ー ズ ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いる と き (た と 
えば 、 リ セッ ト に 続い て レシ ー パ を イネ ー ブ ル に する 場合 )、 SYNC 入力 は 外部 で キャ ラク タ 同 期 が と れる 
まで 、 ヾ ゞ High レベ ル に 保つ 必要 が ある 。 SYNC 入力 を ヾ High* レベ ル に する と シン ク / ハ ント ・ ス テ 
ー タ ス ・ ビ ッ ト は リセ モッ ト 状 態 に 保持 され る 。 外 部 で キャ ラク タ 同 期 が と れる と 、 そ の 同期 キャ ラク タ の 
最後 の ビッ ト が 受信 され た と き の R.C の 立ち 上 が り エ ッ ジ の の ち 、2 番 目 の RC の 立ち 上 が り エ ッ ジ に お 
いて 、SYNC 入 力 は ヾ Low2 レベ ル に され な けれ ば な ら な い 。 す な わ ち 、 同 期 パ ター ン 検 出 後 、SYNC 入 力 
を アク ティ ブ に する た め に は 、 外 部 回 路 で 受信 クロ ッ ク に お いて 完全 に 2 サイ クル 待た な けれ ば な ら な い 。 
1 度 SYNC 端子 を ヾ Low 2 レベ ル に する と 、 同 期 が 失わ れる か 、 あ る い は 新 メ ッ セ ー ジ の 転送 開始 を 
Z 一 80 CPU か ら 外 部 同期 回 路 へ 通知 する まで 、 ヾ Low? レベ ル に 保 た れ な けれ ば な ら な い 。 
SYNC 入力 が ヾ High2 か ら ヾ Low? へ 変化 する と 、 シ ンク / ハ ント ・ ビ ッ ト を セッ ト し 、 外 部 / ス テー 
タス 割り 込み を 発生 する 。 こ の 割り 込み は 外部 / ス テー タス 割り 込み リセ ッ ト ・ コ マン ド (コマ ンド 2 ) 
に よっ て 解除 され な けれ ば な ら な い 。SYNC 入力 が 再び High レベ ル に な る と 、 別 の 外部 / ス テー タス 
割り 込み が 発生 する が 、 こ の 割り 込み も 同様 に 解除 され な けれ ば な ら な い 。 エ ンタ ・ ハ ント ・ フ ェ ー ズ 
・ ビ ッ ト は 、 キ ャ ラク タ 同 期 が 失わ れる か また は メッ セー ジ の 終了 が 検出 され る と き は いつ で も セッ ト さ 
れる 。 こ の 場合 、Z 一 80 SIO は 再び SYNC 入力 の ^High2 か ら ヾ Low? へ の 変化 を 待つ 状態 に なっ て お 
り 、 そ の 人 後 前 述 の 動作 を 繰り 返す 。 
CPU も ま た 、 外 部 回 路 に 、 キ ャ ラク タ 同 期 の 可 失 お よび Zー80 SIO が SYNC アク ティ ブ 入 力 待 ち 状態 に 
ある こと を 通知 し な けれ ば な ら な い 。 
販 / を ジン ジグ ク お まま び ひび パ イジ ンク ・ モ ー ド 
で ブン ンク お よび が シン ク の 受信 モー ド に お いて は S ジン クソ パン トド トッ ピッド ば エン シ ンク ハン ドド 
フェ ー ズ ・ ビ ッ ト に よっ て 1 に 初期 セッ ト さ れる 。Z 一 80 SIO が キャ ラク タ 同 期 を 得 た あと に 、 シ ンク / ハ 
ント ・ ビ ッ ト は リセ ッ ト さ れる 。 シ ンク / ハ ント ・ ビ ッ ト の ヾ High2 か ら バド Low2 へ の 変化 は 、 外 部 / ス テ 
ー タ ス 割 り 込 み を 発生 し 、 こ の 割り 込み は 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み リセ モ セット ・ コ マン ド ( コ マン ド 2) 
に より 解除 きれ な を けれ ば な ら な い 。 こ れ に より 、 他 の 外部 / ス テー タス ・ ビ ッ ト の 次 の 変化 を 検出 する こ 
と が で きる 。 


メッ セー ジ の 終了 ある い は キャ ラク タ 同 期 の 可 失 を 検出 する と 、 エ ンタ ・ ハ ント ・ フ ェ ー ズ 


CPU は 、 
制御 ビッ ト を セッ ト す る 。 こ れ に より シン ク / ハ ント の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れる 。 
シン ク / ハ ント ・ ビ ッ ト が ヾ Low2 か ら “High? へ 変化 する と 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み を 発生 する 。 


この 割り 込み も 同様 に 解除 され な けれ ば な ら な い 
この モー ド に お いて 、SYNC 端子 は 出力 端子 と な り 、 同期 パ ター ン が デー タ 列 中 に 検出 され る と き は い 


つ で も ヾ Low2 レベ ル に な る 。 
Ivy) SDLC モ ー ド 
Zsa2N 必 誰 ウェ ー ズ ロビ ピッ 拍 な 世 和 トド の お の か ee る eM0( ま レシ ー バ を ディ も セキ ブル する を と SS シン グ 
/ ハ ント ・ ビ ッ ト は 1 に セッ ト さ れる 。 ど ちら の 場合 に お いて も 、 最 初 の フレ ー ム の 開始 フラ グ を ZZ 一 80 SIO 
が 検出 する と 、 こ の ビッ ト は 零 に リセ ッ ト さ れる 。 こ の と き 外 部 / ス テー タス 割り 込み も 発生 し 、 前 述 と 


同様 に 解除 さき れ な けれ ば な ら な い 
は 自動 的 に 同期 を 維持 する の で 、 メ ッ セ ー ジ の 終了 を 検出 し た 時 点 で この ビッ ト を セッ ト す る 必要 は な い 。 
・ ワ ェ ギー ズ で ば ッ ト が セラ タラ ド S 析 る 


の ド 


モノ シン ク や バイ シン ク ・ モ ー ド と 異な り 、1 度 シン ク / ハ ント ・ ビ ッ ト が リセ モ セット され る と 、Zー80 SIO 


シン ク / ハ ント ・ ビ ッ ト が 再び セッ ト さ れる の は 、 エ ンタ 
か 、 レ シー バ パ が ディ セー ブル され る と き で ある 。 


⑥) CTS (Clear To Send) (Ds) 
この ビッ ト は 、5 個 の 外部 / ス テー タス ・ ビ ッ ト ( す な わ ち DCD、CTS、 シ ンク / ハ ント 、 プ レー ク / ア ボー ト お 
よび 送信 アン ダー ラン / EOM) の いずれ か が 最後 に 変化 し た と き の CTS 端 子 入力 の 逆 の 状態 を 示す 。 


⑦ 送信 アン ダー ラン / EOM (Ds) 


この ビッ ト は 、 リ セッ ト 端 子 に よる Zー80 SIO の リセ ッ ト ま た は チャ ネル ・ リ セッ ト 後 で は セ モット 状態 に を 
っ て いる 。 こ の ビッ ト を リセ ッ ト で きる コマ ンド は 送信 アン ダー ラン /EOM リ セッ ト (WRO0 の D7、De が と 


も に 1) だ け で ある 。 
送信 アン ダー ラン が 起こ る と 、 こ の ビッ ト は セッ ト さ れ 、 外 部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み が 発生 する が 、 こ の 割 
コマ ンド (コマ ンド 2) に よっ て 解除 され な けれ ば な ら な い 。 


り 込 み は 外 部 / ス テー タス 割り 込み リセット 


ダー ラン 、SDLC 送 信 ア ンダ ー ラ ン の 項 を 参照 の こと 。 


⑧ ブレ ー ク / ア ボー ト (D) 
非同期 モー ド の 受信 に お いて 、 デ ー タ 列 の 中 に プレー ク (フレ ー ミ ング ・ エ ラー を 伴う ヌル ・ キ ャ ラク タダ タ ) 
を 検出 する と 、 こ の ビッ ト は セッ ト さ れる 。 プ ブレ ー ク が 検出 され る と 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み が 発生 する 
コマ ンド に よっ て 解除 され る 。 


この ビッ ト は 送信 制御 を 行う 場合 に 他 の ビッ ト と 組み 合わ せ て 重要 な 役割 を する 。 詳 細 は バイ シン グ 送 信 ア ン 


(イネ ー ブ ル 時 )。 この 割り 込み は 外部 / ステ ー タ ス 割 り 込 み リ セッ ト 
入力 デー タ 列 に お いて プレ ー ク が 終了 し た こと を 検出 する と 、 こ の ビッ ト は リセ ッ ト さ れる 。 こ の ブレーク 
終了 に より 再び 外部 / ス テー タス 割り 込み を 発生 する 。 次 の プレ ー ク を 検出 する た め に 、 こ の 割り 込み も 上 記 
と 同様 に 解除 され な けれ ば な ら な い 。 ブ レー ク の 終了 後 、 レ シー バ 内 に は 単 一 の ヌル ・ キ ャ ラク タ が 現われ る 
( 7 個 以 上 の 1 の 列 ) を 検出 する と セッ ト さ れる 。 


が 、 こ れ は 読み 捨て る 。 
SDLC モ ー ド の 受信 に お いて は 、 こ の ビッ トド ト は アボ ー ト 


ソレ 


アボ ー ト を 検出 する と 、 外 部 / ス テー タス 割り 込み を 発生 する が 、 こ の 割り 込み は プレ ー ク に よる 割り 込み 
と 同様 に 処理 され な けれ ば な ら な い 。 (し 
その 他 の 同期 モー ド の 受信 に お いて は 、 こ の ビッ ト は 使用 され な い 。 


(2) 読み 出し レジ スタ 1 (RR 1 ) 
RR 1 は 、 特 別 受信 条件 ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト と SDLC 受 信 モ ー ド に お ける IT フィ ー ル ド の 端数 コー ド を も つ レ 

ジス タ で ある 。 
Dz De Ds D 


Ds Ds Di Do 
端 数 | 端 数 | 端 数 | 全 キ ャ ラク タ 
ゴ ? | * 写 ド | コ ーー 層 | 記 一 ド 
送 出 
し 1 0 
① 全 キ ャ ラク タ 送 出 (Do) 


非同期 モー ド に お いて 、 す べ て の キャ ラク タ が トラ ンス ミッ タ か ら 完 全 に 送出 され た と き 、 こ の ビッ ト は セ 
ッ ト さ れる 。 

同期 モー ド に お いて は 、 こ の ビッ ト は つね に 1 に な っ て いる 。 

この ビッ ト が 変化 し て も 割り 込み は 発生 し な い 。 


② 端数 コー ド 2 一 0 (Ds~Di) 

SDLC 受 信 モ ー ド に お いて 、I フ ィ ー ル ド が キャ ラク ダ タ 長 の 整数 倍 で な い 場 合 、 こ れ ら の 3 ビッ ト に より 1 フィ 
ー ル ド の 長 さ を 示す 。 

これ ら の コー ド は 、SDLC モ ー ド に お いて エン ド ・ オ プ ・ フ レー ム ・ ビ ッ ト が セッ ト さ れる よう を 転送 に 対 
し て の み 意 味 を も つ 。 8 ビッ ト / キ ャ ラク タ の 受信 キャ ラク タ に 対し て 、 端 数 コー ド は 次 の よう に な る 。 
_ た だ し 、 す べ て の 場合 に な いて 、I1 フ ィ ー ル ド は 右 に 詰め られ て いる 。 


1 バイ ト ま え の 2 バイ ト ま え の 


1 oo OMG 因 こ は 2 押 プリ ドー が 20NC ま Er か 


kt5Lm (| | らら 」G」⑤ ど ] の ら 
Co 1 の | の の 61 で | の | の | 必 |O の 


1 フィ ー ル ド と な る 受信 キャ ラク タ 長 が 8 ビッ ト で を な い 場 合 は 、 異 な る キャ ラク タ 長 に 対し て 各々 同じ よう な 表 
を 構成 する こと が で きる 。 

端数 が な い 場合 (すなわち 、 最 後 の キ ャ ラク タ の 境界 が [1 フィー ルド と CRC フ ィ ー ル ド の 境界 と 一 致す る 場合 )、 
端数 コー ド は 次 の よう に な る 。 


ビッ ト / キャラクタ 


YE 


7 ビッ ト / キ ャ ラク タタ | 
6 ビッ ト / キ ャ ラク タ | 
5 ビッ ト / キ ャ ラク タ 


③ パリ ティ ・ エ ラー (D?) 

パリ ティ の 有無 を 示す ビッ ト (WR4 の Do) が セッ ト さ れ た 場合 、 指 定 さ れ た パリ ティ の 偶 / 奇 (WR4 の Di) 
と 受信 キャ ラク タ の パリ ティ が 一 致し な い キ ャ ラク タ に 対し 、 こ の ビッ ト は セッ ト さ れる 。 

パリ ティ ・ エ ラー が 発生 する と 、 以 後 こ の ビッ ト は セッ ト 状 態 に ラッ チ さ れる 。 こ の ビッ ト の リモ セット は WR0 
に エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド (コマ ンド 6) を 書き 込む こと に よっ て 行う 。 


④ 受信 オー バー ラン ・ エ ラー (D5) 

この ビッ ト は 、CPU が 読み 取り を 行っ て いな い Z 一 80 SIO 中 の 受信 キャ ラク タ が 3 キャ ラク タ よ り 大 きく な 
る と セッ ト き され る 。 オ ー バ パー ラン し た キャ ラク タ に 対し て の みこ の ビッ ト は セッ ト さ れる が 、 そ の キャ ラク タ 
* 読 み 取 られ て も この ビッ ト は ラッ チ さ れ て いる 。 ラ ッ チ の 解除 は WR0 に エラ ー・ リ モッ ト ・ コ マン ド ( コ マ 
ンド 6) を 書き 込む こと に よっ て 行う 。 

ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル が イネ ー ブ プル され て いる な ら ば 、 オ ー バ ー ラ ン に よる 割り 込み は 特別 受 
信条 件 で 定まる ベク トル を 発生 する 。 


⑤ CRC/ フ レー ミン グ ・ エ ラー (D6) 

非同期 モー ド に お いて 、 受 信 キ ャ ラク タ に フレ ー ミ ング ・ エ ラー が 発生 する と その キャ ラク タ に 対し て この 
ビッ ト が セッ ト さ れる (ラッ チ さ れ な い )。 

この エラ ー を 検出 する と 、 そ の キャ ラク タ に 細 ビッ ト を 付加 する の で 新しい スタ ー ト ・ ビ ッ ト と 区 別 す る こ 
と が で きる 。 

同期 モー ド お よび SDLC モ ー ド に お いて は 、 こ の ビッ ト は 送ら れ て きた CRC 値 と CRC チ ェ ッ ク 値 と の 比較 
結果 を 示す 。 

この ビッ ト は WR0 に エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド ( コ マン ド 6) を 書き 込む こと に よっ て リモ セッ ト さ れる 。 
この ビッ ト は ラッ チ さ れ な い の で 、 次 の キャ ラク タ が 受信 され る と き に は つね に 更新 され て いる 。 


《⑥) エン ド ・ オ ブ ・ フ レー ム (D?) 
この ビッ ト は SDLC モー ド に お いて の み 使 用 され 、 正 常 を クロ ー ズ ・ フ ラグ を 受信 し た 場合 に モッ ト さ れる 。 


この ビッ ト は WR0 に エラ ー・ リ セッ ト ・ コ マン ド ( コ マン ド 6) を 書き 込む こと に よっ て リセ ッ ト さ れる 。 
この ビッ ト も また 、 次 の フレ ー ム の 最初 の キャ ラク タ に よっ て 更新 され る 。 


(3) 読み 出し レジ スタ 2 (RR 2 ) 
D? Ds Ds D』 Ds Ds Di D? 


ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル ・ ビ ッ ト が セッ トミ さき 
れ て いる 場合 変化 する 。 


この レジ スタ は チャ ネル B に の み 存 在 する 。 

ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル 制 御 ビ ッ ト ( WR1 の Ds) が セッ ト さ れ て いな い 場 合 、 こ の レジ スタ の 
内 容 は WR 2 に 書き 込ま れ た 割り 込み ベク トル の 内 容 に 等 し い 。 

ステ ー タ ス ・ ア フェ クト ・ ベ クト ル 制 御 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いる 場合 、 割 り 込 み 条件 に 従っ て Vs 一 Vi が 
変化 する 。 ((2) 書き 込み レジ スタ 1 一 ③ を 参照 ) 

この 場合 、 読 み 出さ れる ベク トル は 、 読 み 出 し た 時 点 で も っ と も 優先 順位 の 高い 割り 込み 条件 に よっ て 決ま 
る ベク トル 値 に 等 し く な る 。 そ の 場合 、 保 留 中 の 割り 込み が な けれ ば 、Vs= 0 、Vs= 1 、Vi= 1 と な る 。 


第 8 章 


引 


用 


Z 一 80 SIO は その 機能 の 柔軟 性 と 豊富 き に よっ て 多 方 面 に 応用 で きる が 、 こ の 章 で は それ ら の うち の いく つ 
か を 示す 。 こ れ ら の 例 で は 、Z 一 80 SIO と 他 の Z 一 80 フ ァ ミ リ LSI を 組み 合わ せ て 使用 し て いる 。 

図 11 は 簡単 を プロ セッ サ 間 の 通信 例 で ある 。 こ の 例 で は リモ ー ト ・ プ ロモ ッ サ は 異な っ た プロ トコ ル と デー 
タ 転 送 速度 に より Zー80 CPU と 通信 で きる 。 応用 例 の 複雑 さき に よっ て は 他 の Zー80 LSI (た と えば 、Zー80 
CTC) が 必要 に な る 場合 も も る 。Z 一 80 SIO の 使用 し て いな い チ ャ ネル は 、 他 の 周辺 デバ イス の 制御 用 と し て 使 
用 し た り 、 他 の リモ ー ト ・ プ ロ セ ッ サ に 接続 する こと も で きる 。 

図 12 は 1 個 の Z 一 80 SIO の 両 チ ャ ネル を モデ ム 制 御 の 1 次 チャ ネル お よび 2 次 チャ ネル と し 、 さ ら に それ ら 
を 両方 向 性 に し て 使用 する 例 で ある 。 両 方 向 性 で な い 2 つの モデ ム 線 を Z 一 80 SIO に 接続 で き る 。 非同期 モー 
ド に お いて は 適当 な ボー レー ト 発 振 器 を 必要 と する が 、 こ れ に Zー80 CTC を 使用 する こと も で きる 。 

図 13 は 比較 的 複雑 な 応用 で ある デー タ 集 中 処理 シス テム で あり 、 こ こ で は 種々 の 機能 を 実現 する た め に Zー80 
SIO を 2 個 使用 し て いる 。 この シス テム に お いて は 、 低 速 通信 線 を 用 いて 多く の ター ミナ ル か ら デ ー タ を 集め 、 
それ ら を 編集 し た り デ ー タ を 式 に 変 た た の ち 、 1 本 の 高速 通信 線 を 用 いて 他 の プロ セッ サ へ 送信 し て いる 。 

Z 一 80 SIO # 2 は 、Zー80 DMA コン トロ ー ラ に よっ て 制御 きれ て いる 。 こ の Zー80 SIO は 再 フ ォ ー マ ッ テ 
ィング され た デー タ を 、 要 求 さ れ た プロ トコ ル を 用 いて 高速 に 送信 する 。 高速 モデ ム 側 か ら こ の チャ ネル に 送 
信 ク ロッ ク を 供給 する 。Zー80 CTC に より 、 低 速 通信 線 に 対す る 送信 クロ ッ ク と 受信 クロ ッ ク を 作成 する 。 
Zー80 CTC は また 時 間 カ ウン タ の 用 途 に も 使用 きれ て いる 。 

Zー80 SIO 韻 1 に より ロー カル ・ タ ー ミ ナル や リモ ー ト ・ タ ー ミ ナル を 制御 する 点線 内 に 、1 つ の イン テリ 
ジェ ント ・ タ ー ミ ナル を 示す 。 こ の ター ミナ ル に お いて 使用 され て いる Z 一 80 SIO で は 、 片 チャ ネル を デー タ 
集中 処理 シス テム と の 通信 に 使用 し 、 他 方 を ライ ンプ リン タ の イン ター フェ ー ス 用 に 使用 し て いる 。 
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図 12. 非同期 同期 モー ド の プロ セッ サー プロ セッ サ 間 通信 の 例 2 
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(1) 読み 出し サイ クル 
Z 一 80 SIO の デー タ あ る い は ステ ー タ ス ・ レ ジス タ の 読み 出し に 関す る タイ ミン グ を 以下 に 示す 。 


デー タ ・ ス テー タス を 読み 出す た め に 、Zー80 CPU の 入力 命令 を 使用 で きる 。 


| 1 Tw 丁 s 本 
CLOCK ド 
e プー 入 テ rs ) 
IORQ 6 
RD 
M1 
DATA 


図 14(a) 読み 出し サイ クル 


(2) 書き 込み サイ クル 
Z 一 80 SIO に 書き 込ま れる デー タ あ る い は 制御 語 に 関す る タイ ミン グ を 以下 に 示す 。 


デー タ 、 制 御 語 を 書き 込む た め に 、Zー80 CPU の 出力 命令 を 使用 で きる 。 


征 ュ > Ty Ts T 
CLOCK sd 
CE し リャ も も S7iPKR。  -) 
IORQ 
RD 
M1 


De 一 D 


図 14(b) 書き 込み サイ クル 


(3) 割り 込み 応答 サイ クル 

Z 一 80 SIO か ら の 割り 込み 要求 後 、Z 一 80 CPU は 割り 込み 応答 信号 (M1 と IORQ が と も に ヾ Low? レベ 
ル ) を 出力 する 。 

デー ジー・ チ ェ ー ン 方 式 の 割り 込み 制御 回 路 は 、 こ の 期間 に も っ と も 優先 順位 の 高い 割り 込み が どれ で ある 
か を 決定 する 、 デ ー ジ ー・ チ ェ ー ン の 状態 を 安全 に 保つ た め 、M1 が アク ティ ブ に な っ て いる あい だ 、 割 り 込み 
要求 の 状態 を 変化 させ る こと は 禁止 され て いる 。 

IORQ が アク ティ ブ プ に な っ た と き 、 割 り 込み を 要求 し て いる 中 で も っ と も 優先 順位 の 高い も の が デー タ ・ バ 
ス 上 に 割り 込み ベク トル を 乗せ 、 そ れ 自 身 の 内 部 の 割り 込み サー ビス ・ ラ ッ チ を セッ ト す る 。 


OROOR ニュ ーー きこ ま っ も たま ーーーーーーーー 一 
RD 
ST 


図 14(c) 割り 込み 応答 サイ クル 


(4) 割り 込み か ら の 復帰 

割り 込み サー ビス ・ ル ー チ ン の 終わ り に お いて 、 通 常 ア クー80 CPU は RETT 命 令 を 実行 する 。RETT 命 令 の OP コ 
ー ド は ED 4 Dm で あり 、 こ の 命令 を 実行 する と 割り 込み サー ビス ・ ラ ッ チ を リセット し 、 割 り 込み を 終了 させ る 。 

サー ビス 中 や サー ビス 保留 中 の 割り 込み が な い 場 合 は 、IEO 一 IEI= ^High- で ある 。 あ る デバ イス が 割り 込 
み サ ービス 中 で あれ ば 、 そ の デバ イス の IEO お よび それ より 優先 順位 の 低い デバ イス の IEI と IEO は 、 す べ て 、 
*Low^。 レベ ル に な る 。 割り 込み 保留 中 の デバ イス の IEO に つい て も 同様 で ある 。 

通常 の デー ジー・ チ ェ ー ン 動作 に より 保留 中 の 割り 込み を 検出 で きる が 、 サ ービス 中 の 割り 込み か 、 よ り 優 
先 度 が 高く まだ アク ノリ ッ ジ され て いな い 割 り 込 みか を 識別 する こと は で き な い 。 

RETI 命 令 の OP コ ー ド 最初 の バイ ト EDma が デコ ー ド され る と 、 デ ー ジ ー・ チ ェ ー ン に お いて 割り 込み アク ノ 
リッ ジ を 受け て いな を ない デバ イス の IEO は すべ て 強制 的 に High^ レベ ル に な る 。 す な わ ち 、 こ の デー ジー・ チ 
ェ ー ン に お いて 、IEI= バ High2 、IEO= テ “Low2 の デバ イス は 、 現 在 割 り 込 み サ ービス 中 の も の だ け に な る 。 
OP コー ド の 第 2 バイ ト 4Dm が デコ ー ド され る と 、 こ の デバ イス へ の 割り 込み サー ビス ・ ラ ッ チ は リモ セット さき 
れる 。 割 り 9 込み デー ジー・ チ ェ ー ン の リッ プル 時 間 (High レベ ル か ら ヾ Low タク レベ ル 、 ヾ Low 々 レベ ル か 
ら ヾ High 々 レベ ル へ の 変化 ) か らく る 制限 に より 、 デ ー ジ ー・ チ ェ ー ン に 接続 で きる デバ イス の 数 が 限定 され 
る 。 リ ッ プ ル 時 間 に よ る 制限 は キャ リ ・ ル ッ ク ・ ア ヘッ ド を 使用 する か 、 ま た は ウエ イト ・ サ イク ル を 使用 す 
る 方 法 に よっ て 解決 で きる 。 


CLOCK RON2 に ニー:SENKeissaMeieyieEon、 よ 3。 ま 4 5 民 う 


図 14(d ) 割り 込み か ら の 復帰 


(5) デー ジー・ チ ェ ー ン 割り 込み サー ビス 
外部 の 周辺 デバ イス に つい て は 、 ユ ー ザ の 決め た 優先 順位 で デー ジー・ チ ェ ー ン を 構成 する こと が で きる 。 
Z 一 80 SIO の 内 部 に は 、 す で に 優先 順位 の 決ま っ た 6 種 の 割り 込み レベ ル が ある 。 
次 図 は 、 チ ャ ネル B の トラ ンス ミッ タ が 割り 込み サー ビス を 受け て いる と き に 、 チ ャ ネル A( 優 先 順 位 が 高い ) 
か ら 割 り 込 み が か か っ た 場合 を 示し て いる 。 


優先 順位 チャ ネル A チャ ネル A チャ ネル AA チャ ネル B チャ ネル B チャ ネル B 優先 順位 
商 9 レシ ー バ トラ ンス ミッ タ 外部 / ス テー タス レシ ー バ トラ ンス ミッ タ 外部 / メ テー タス 。 一 低い 


^High? *High* High* ^High* *High* High と ^High? 


キ 


1. 割り 込み 発生 前 の デー ジー・ チ ェ ー ン 


^High* ^High ^High* High* *High* サー ビス 中 


十 
IEI IEO IEI IEO IEI IEO ー IEI IEO IEI IEO IEI IEO トーーーーー 
Low* 


*Low* 
2. チャ ネル B の トラ ンス ミッ タ に 発生 し た 割り 込み に CPU が 応答 し た 場合 。 
*High* High* *High^ サー ビス 中 サー ビス 中 有 断 
十 
IEI IEO IEI IEO IEI IEO IEI IEO トー IEI IEO ma mwーー 
YLow* *Low* *Low* YLow* 
3. チャ ネル A の 外部 / ス テー タス か ら の 割り 込み の た め 、 チ ャ ネル B の トラ ンス ミッ タ へ の 割り 
込み サー ビス は 一 時 中 断 。 
High* ^High* *High* サー ビス 終了 “High* *High* サー ビス 再開 
圭 
IEI IEO IEI IEO IEI IEO IEI IEO IEI IEO ト ーー IEI wm トーー 
*Low* *Low” 


4. チャ ネル A の 外部 / ス テー タス の 割り 込み サー ビス が 終了 し 、RETTI 命 令 送出 。 チ ャ ネル B の 
トラ ンス ミッ タ へ の サー ビス 再開 。 


High* ^High” ^High* ^High? ^*High* サー ビス 終了 ^High? High* 


IEI IEO IEI IEO | IEI IEO IEI IEO IEI IEO | 一 IEI IEO ーー 


5. チャ ネル B の トラ ンス ミッ タ へ の サー ビス ・ ル ー チ ン が 終了 し 、 2 回目 の RETTI 命 令 送出 で 
終了 。 


図 14 代表 的 な 割り 込み シー ケン ス 
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9.。 仕様 
10.1 絶対 最大 定格 


定 格 値 絶対 最大 定格 の 内 の どの 1 項目 で も 、 
ViN ー0.3 一 填 7.0 V 瞬時 た り と も 絶対 最大 定格 値 を 越え を な い 
Vour ー0.3 一 十 7.0 V よう に し て くだ さい 。 か つ 、 2 項目 以上 

の 値 が 絶対 最大 定格 値 に 同時 に 達し な い 
0 一 士 70 ME 


2 こし で くだ さき 35 
ーーG6SS3RJ1S0 


保存 温 


テス ト 条 件 

(ソノ 下記 の 特性 は 、 特 に 明記 し な い 限り 次 の テス ト 
条件 を 適用 し ます 。 電圧 は すべ て GND 痢 子 が 基 
準 で す 。 被 テス ト 端 子 に 流れ 込む 電流 を 正 電流 と 


(lg 
10.2 電気 的 特性 
DC 
特性 (Ta=0 て 一 70C, Vcc = 填 5V 土 5%) 
項 目 記号 | 最小 値 最大 値 | 単位 テス ト 条 件 
ーーーーーーーーーーーー ーーー ーー ーーーーーーーー ーーー ナーーーーーーーーー 十 
クロ ッ ク “"Low" 入力 電圧 ViLc ー0.3 十 0.45 V 
ャ ーー に ニー ーー ニー に ピー 
人 クロ ッ ク “High" 入 力 電圧 VrHc |Vec-30.6| 士 5.5 V 
| 
“Low” 入力 電圧 ViL (1 十 0.8 V 
ー 十 
“High” 入力 電圧 ViH 十 2.0 hosS V 
由 ・ 
“Low” 出力 電圧 Vor 十 0.4 V |Ior テ 20mA 
ーー 一 
“High” 出力 電圧 VoH 十 2.4V V | Io ロ デ テー250zA 
] T 
入力 リー ク 電 流 Vri ー10 十 10 gA 10<ViN<Vcc 
3 ステ ー ト 出力 / デ ー タ ・ バ ス ・ リ ー ク 電流 1Z ー10 十 10 gA 10 ごく ViN く Vcc 
SYNC 端子 リー ク 電 流 IL(SY) ー40 士 10 〆A 10 ご ViN く Vcc 
消費 電流 Icc 100 mA 


端子 容量 


(Ta 0 "C 一 70*C, 『 三 1 MHz) 


項 目 記 号 | 最小 値 | 最大 値 | 単位 | テス ト 条 件 
bs |cerockl 40 | pF | 被 測定 端子 以外 
欠 - 放 窒 。 量 CIN 5 pF の すべ て の 問 子 
旨 "月 幸代 Cour 10 pF | は 接地 し ます 。 


AC 特 性 ({ ) 


CE, C/D, B/A 


Do-D ァ 7 


IORG 


IEO 


iNT 


(2⑳- テ 
W/RpY 0 


用 


9 


| 


区 


lg 
負 介 9 


計 隊 
ら 


『 


| Z-80 SIO | 
最小 人 | 最大 値 


Z-80A SIO | Z-80B SIO( 注 ) 
最大 値 | 最小 値 | 最大 値 


ー| 4000 | 165 | 4000 | ns 


クロ ッ ク ・ サ イク ル 時 間 
クロ ッ ク パ ルス 幅 (High) 


クロ ッ ク } 時 間 


2000 | 70 | 2000 | ns 


30 15 | ns 


クロ ッ ク 1† 時 間 


5 | TwCg クロ ッ ク ・ パ ルス 幅 (Low) 170 | 2000| 105 | 2000| 70 | 2000|ns 


CE, C/D, B/A の クロ ッ ク 1 に 対す る 


6 | TsAD(C) セットアップ 時 間 


160 145 60 ns 


7 | TsCS(C) に 「 に 直る そお 90 115 60 5 
8 | TdC(DO) クロ ッ ク 1 か ら デ ー タ 出力 遅延 時 間 240 220 150 | ns 
9 TsDI(C) 入力 デー タ の クロ ッ ク 11 に 対す る セッ ト 50 30 


テッ プ 時 間 ( ラ イト また は M1 サ イク ル ) | "0 
RD1 の デー タ 出 力 フ ロー ト ま で の 選 延 


時 間 た 
IORQ 」 か ら デ ー タ 出力 まで の 眉 延 時 間 


11 | TdIO (DO1) ( 軍 340 160 100 | ns 


りり 込み 応答 サイ クル ) | ] 
12 | TsM1 (C) M1 の クロ ッ ク 11 に 対す る セッ ト ア ッ プ 時 間 | 210 90 75 nS 


ーーーー ト ーーーーーーーーーー- ーーーーー 二 ーーーー ト ーー 一 


IEI の IORQ ) に 対す る セットアップ 時 


10 | TaRD(DO2) 


13 | TsIEI(10) 間 ( 割 り 込 み 応答 サイ クル ) 200 140 120 | ns 
14 | TaM1 (IEO) 7 8 の 「- 二 keeA 300 190 160 | ns 
ーー コ 
昌和 MO | ーー 垢 に 150 100 70 |ns 
| 民 
16 | TdIEI(IEOf) | IEI! か ら IEO ! ま で の 運 延 時 間 150 | 100 70ns 


クロ ッ ク 1 か ら INT ! まで の 遅延 時 間 
IORQ 」 ま た は CE! か ら W/RDY 」 ま で 


TdC (INT) 200 200 150 | ns 


38 PAR (の > キー 210 175 | ns 
19 | TaC(W/PR) | ( レ デア 1 て の 机 和 120 | 120 100 | ns 
持っ ここ 150 130 | iolns 
に 12 規定 され て いる モッ ト ア ッ プ 時 間 に 対 す | 。 が 1 


る 保持 時 間 


1 は 立ち 上 が り エ ッ ジ 、! は 立ち 下がり エッ ジ を 示し ます 。 
( 注 ) 2Z-80B SIO の タイ ミン グ は 暫定 で あり 、 変 更 す る こと が あり ます 。 


AC 特 性 (II) 


最小 値 | 最大 値 | 最小 値 


Z-80B SIO ( 注 ) 


パル ス 幅 (High) 


パル ス 幅 (Low) 


TxC ク ロッ ク 時 間 


TcTxC 


4 | TwTxC め の TxC 幅 (Low) 


と る / nS 

5 | TwTxCh TxC 幅 (High ) oo | ns 
6 | TaTxc(TxD) は 2 で の 遅 下 時 間 | | seo ls 
0 も ら YO | | 生ま 関 人 
8 | TdTxC(INT) | TxC! から INT ! まで の 遅延 時 間 に 9 りき 和 キー9] 生生 提 
9 | TcRxC RxC サ イク ル 時 間 400 | co | 400 | co | 330 | co |ns 
10| TeRxc2 RxC 幅 (Low) 180 | co | 180 | ce | 100 ドド ns 
11 | TwRxCh RxC 幅 (High) 180 | co | 180 | eo | 100 | co |ns 
TRdy(RzC) RxD の RxCT1 に 対す る セットアップ 時 間 5 症 6 3 

本 3 細野 5) .| " ま し 「 語 140 140 100 1 
NH|2 細 000 トイ レシ 2 を 科 | OS ト 10] ns] 9 ト 介 
15 | TdRxC(INT) | RxC1 か ら INT ! まで の 運 延 時 間 寺本 19 和 0] 48 | 0 上 33 本 縮 
63) まま アド 3 上 7 - 年 本 較 
17 | TsSYNC(RxC) NH 人 トチ ッ グ 時 ー100 100 ns 


1 は 立ち 上 が り エ ッ ジ 、! は 立ち 下がり エッ ジ を 示し ます 。 
( 注 ) 全て の モー ド に て 、 シ ステ ム ・ ク ロッ ク ・ レ ー ト は 、 少 な く と も 最大 デー タ ・ レ ー ト の 5 倍 以上 で を けれ ば な り ま せん 。 
( 注 1) Z-80B SIO の タイ ミン グ は 暫定 で あり 、 変 更 す る こと が あり ます 。 


10.3 外形 寸法 


5 の 243 


0.25 0.05 


40 ピ ン ・ デ ュ ア ルイ ン ラ イン ・ パ ッ ケ ー ジ 単位 mm 
(お こと わり ) 製品 の 改良 の た め 了 予告 を し に 内 容 の 一 部 を 変更 する こと が あり ます 。 


・ シ ャ ー プ 人 帆 は 、Z 一 80 フ ァ ミ リ に つい て Zilog 社 と 技術 提携 し 、 日 
本 に お ける 実施 権 を 保有 し て お り ま す 。 


・ シ ャ ー プ ( 帆 は 、Zー80 フ ァ ミ リ に 関す る Zilog 社 の 刊行 物 の 複製 を 
する 権利 を 同社 か ら 許 諾 され て お り ま す 。 
読者 は 、 本 書 の どの 部 分 で も シャ ー プ 費 に 無断 で 複製 し た り 、 転 
載 し た り 、 ま た は 引用 する こと は で きま せん 。 


・Zー80 フ ァ ミ リ に つい て の デー タ と か 、 最 新 情報 は 、 下 記 に お 問い 
合わ せ ぐ だ きい 。 


(お こと わり ) 

の 本書 に 記載 され た 説明 事項 、 規格 、 回 路 例 を ど は 、 シ ャ ー プ Z 一 80 フ ァ ミ リ 
の 使用 上 の 参考 と し て 示さ れ た も の で あり 、 別 途 用 意 の 製品 仕様 書 の 記載 内 
容 が 本 書 の 内 容 に 優先 し ます 。 LSI ご 使用 に あたっ て は 、 必ず 製品 仕様 書 を 
ご 用 命 の うえ 内容 を ご 確認 くだ さい 。 ま た 規格 契約 を 必要 と する 場合 
製品 仕様 書 を も っ て ご 契約 くだ さい 。 

Oo 製 品 の 改良 の た め 予 告 な し に 内 容 の 一 部 を 変更 する こと が あり ます 。 


グ ャ ー の 杯 式 会 杜 


〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 容 (06) 621 一 1221 (大 代表 ) 
人 〒632 奈良 県 天理 市 標本 町 2613 番 地 の 1 容 (07436) 5 一 1321 (大 代表 ) 
営業 本 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 容 (06) 621 一 1221 (大 代表 ) 
東部 地区 営業 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 容 (03) 260 一 1161 (大 代表 ) 
長野 駐在 〒39965 松 本 市 芳野 8 番 14 号 容 (0263)27 一 1677 
北 関東 駐在 〒361 埼玉 県 行田 市 門井 町 2 丁目 5 番地 容 (0485)53 一 3127 
静岡 駐在 〒422 静岡 市 曲 金 6 丁 目 8 番 44 号 容 (0542) 83 一 0081 ( 代 表 ) 
中 部 地区 営業 〒454 名 古屋 市 中 川 区 山王 3 丁目 5 番 5 号 容 (052) 332 一 2681 (代表 ) 
浜松 駐在 〒430 浜松 市 植松 町 1476: の 2 容 (0534) 65 一 1207( 代 表 ) 
西部 地区 営業 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 容 (06) 621 一 1221 (大 代表 ) 
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グ ャ ー の 杯 会 社 


本 
営業 本 部 
東部 地区 営業 

長野 駐在 
北 関東 駐在 
静岡 駐在 
中 部 地区 営業 
浜松 駐在 
西部 地区 営業 


〒545 
〒632 
〒545 
〒162 


大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
奈良 県 天理 市 標本 町 2613 番 地 の 1 
大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
東京 都 新宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 


〒39965 松 本 市 芳野 8 番 14 号 


〒361 
〒422 
〒454 
〒430 
〒545 


埼玉 県 行田 市 門井 町 2 丁目 5 番地 
静岡 市 曲 金 6 丁 目 8 番 44 号 
名 古屋 市 中 川 区 山王 3 丁目 5 番 5 号 
浜松 市 植松 町 1476 の 2 
大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 


容 (06) 621 一 1221 (大 代表 ) 
容 (07436) 5 一 1321 (大 代表 ) 
容 (06) 621 一 1221 (大 代表 ) 
容 (03) 260 一 1161 (大 代表 ) 
容 (0263) 27 一 1677 

容 (0485) 53 一 3127 

容 (0542) 83 一 0081 (代表 ) 
容 (052) 332 一 2681 (代表 ) 
容 (0534) 65 一 1207 (代表) 
容 (06) 621 一 1221 (大 代表 ) 
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